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第一話　リティ、学園からの依頼を受ける


リティ達に課せられた準二級昇級試験前の依頼、それは王都内にあるアリストピア学園にて行われる。


依頼内容は冒険者科にて、現役冒険者として学生達に模範を示せ。将来、冒険者を目指す学生達にいい影響を与えよ。尚、現場ではダシアン学園長の指示に従う事。


以上、告知の最後に本件はダシアン学園長の依頼でもあると綴られて締めくくられていた。


リティ達は準二級昇級試験の前に、この依頼を達成させなければいけない。ユグドラシアやグランドシャークの不祥事が続いたせいだ。これを受けて冒険者ギルド本部が現三級の冒険者に対して、準二級昇級試験への受験を条件つきで認める事にした。その条件というのが、今回の依頼である。


冒険者ギルド本部が指定した三級冒険者のみ、ギルド側が提示した依頼を達成させる事で準二級昇級試験に挑めるのだ。しかし王都内で指定されたのはリティ、ロマ、クーファの三人のみだった。


「初めまして。私が学園長のダシアンです」


老齢の男が物腰柔らかくリティ達に自己紹介をする。


ファクティア王都アリストピア学園。大陸でも有数の名門学園で、数多の専門知識や技術を学べる。


王国の要職についている者の過半数はここの卒業生であり、その卒業証書が放つ威光は大きい。


卒業生であれば重要ポストの席を用意する組織も少なくなく、各業界への強いプレッシャーを与える存在になる。


法外な入学金も相まって、生徒の半数以上が貴族階級なのも特徴の一つだ。


「すでにご存じかと思いますが、当学園のブランドは大陸内でも知られたものです。シルバーフェンリル隊のイリシス、ゴールドグリフォン隊のルシオール……古くではレドナー大公と、王族も当学園を卒業しております」


「アルディスさんもそうですよね！」


「む……」


リティの遠慮のない発言に学園長が面白くない素振りを見せるも、すぐに笑顔を作った。


「今となっては恥ですな。あのような者が当学園を首席で卒業などと……」


「あの、リティが失礼な発言をしました。それで学生達へ良い影響を与える、との事ですが具体的には？」


ロマがリティの代わりに頭を下げる。当のリティは彼女のおかげで失言に気づいた。


「そうです。お話しした通り、当学園のブランドは揺るぎないものです。故に卒業生には常に一流でいてもらわねばならない。アルディスのような無法者が出れば、当学園のそれに傷がつくというもの……」


見えない話にロマは苛立ち始めた。三級以上への依頼となれば、このような曖昧かつ無茶なものも増えてくる。


依頼主の地位が高いほど失敗時のリスクも大きく、挫ける者が多い要因にもなっていた。


しかもリティ達にとって、この依頼は避けられない。準二級昇級試験への切符をかけられているのだから。


「……あのアルディスのいきさつについては伺いました。彼の慢心を止められなかったのは我々、教育者の責任でもあります。特にこの学園には上流階級のエリートがよく集まる。それ故に高いプライドを維持したまま、卒業してしまうのです」


「卒業後に第二、第三のアルディスとなる可能性がある……という事ですね」


「はい。彼の所業はこの学園にも影響を与えております。入学予定だった者が辞退を申し出るなど……」


「アルディスと同じ冒険者である私達に依頼した意味……何となくわかりました」


この学園の冒険者科を卒業すると、三級以上への飛び級が認められる。冒険者ギルド公認のシステムでもあるため、質の低下に関しては無視できない。


つまりそれだけこの依頼の重要性が高いという事だ。派遣された冒険者自身がイメージの失墜を防ぐ。


いわば冒険者ギルドの顔として仕事をしなければいけない。


「私達は冒険者科に行けばいいのですね」


「はい。学園の中でも上流階級かつ優秀な成績を収めている生徒達のクラスへご案内します」


「冒険者科……。これも時代ですね」


「そうです。冒険者が日陰者だったのも今は昔……。貴族自らが先陣を切って栄光と富を得る時代なのです」


冒険者ギルドルートで冒険者になるよりも、学べる事は段違いに多い。設備も比べものにならないため、法外な入学金さえあればこちらが安泰なのだ。


もちろん冒険者ギルドの収益には繋がらないので、彼らとしても本意ではない。しかしそれでも優秀な冒険者が生まれるならば、という算段だった。


*　*　*


「えー、こちらが現役の冒険者の方々です」


リティ達が案内されたのは学園内でも屈指の優等生揃いのクラスだ。


ほぼ全員が貴族階級で美男美女揃い。汚れ一つない制服が彼らの身分を際立たせている。


学園という未体験の空間に、リティは興奮を抑えるのに苦労していた。全員が同じ空間で同じ服を着て学ぶ。それだけで彼女にとっては冒険に等しい未知なのだ。


「それでは、あとはよろしく頼む」


「はい、学園長」


学園長のダシアンが教師にそう告げた後、そそくさといなくなった。その様子からしてロマの嫌な予感が当たる。


まず教師の態度からして、歓迎されてないと知るには十分だった。


「……で、まぁ君達はその辺で邪魔にならないようにしてて」


「何か私達に出来る事は」


「ないから、後ろに立っててよ」


ロマの真摯な態度も通じない。


生徒達の間から漏れる笑い。ひそひそと囁き合う者達。この時点で帰りたくなるロマだった。


「センセー、それじゃかわいそうでしょ。自己紹介くらいさせてあげたら？」


「そうだな。じゃ、やってよ」


「……ロマです。三級の冒険者でメインジョブは剣士ファイターです」


「えー!?　三級なのに剣士ファイター！　普通、そこは上位職でしょ！」


その嘲笑を皮切りに、教室内がドッと沸く。屈辱を味わうロマだが、大人の対応で表情を崩さない。


ロマとしても、好き好んで上位職を目指さないわけではなかった。


リティのようにわずか数日で称号を貰えるセンスもないので、彼女としては慎重にならざるを得なかったのだ。


「リティです！　三級の冒険者です！　メインジョブは……剣士ファイター？　重戦士ウォーリア？」


「みゃあん！」


「プッ……なんで三級にもなってメインジョブが定まってないのさ。ていうかその生き物、何？」


このエリートどもにはミャンのかわいさが理解できないのかと、ロマが見当違いに憤る。


もはや完全に舐められている以上、クーファの自己紹介など侮蔑を加速させるだけだ。


ロマはそう感じたが、クーファはたどたどしく口を開く。


「わ、わたしは、三級で……召喚師サモナー、です」


「それでアタシがアーキュラねー。さすがにアタシを知らないでエリートやってないよねー？」


「アーキュラだって……？」


ここで生徒達がざわつく。水の精霊といえば、という話題ならば必ずといっていいほど挙がるのがアーキュラだ。


そこにいるのが本物かどうか、彼らの間でかすかな議論が起こっていた。


「ウソでしょ？　〝怒れる水神〟があんな冴えない子をマスターに選ぶわけないわ」


「偽者っぽいよなぁ。なんか軽いし……」


この時点でアーキュラの選別は終わっている。見た目で偽者だと判断する者、半信半疑な者、そして固まる者。


この場でアーキュラを本物だと感じた者こそが、教室内における強者なのだ。


学園の上位層でこの内訳は嘆くべきか、健闘と称えるか。アーキュラとしてはどうでもよかった。


そしてそれをクーファに告げないのも通例だ。


「自己紹介は終わったね？　じゃあ、後ろに立ってて」


三人はあえて黙って従った。ここまで雑に扱われるのは想定外だったものの、ノープランではない。


初手を打つには情報がなさすぎるため、まずは授業風景を見ると決めたのだ。


もっとも、リティとしては心から授業というものに興味があるが。


「では昨日やった魔術式学のおさらいをしよう」


リティにとって謎のワードが飛び交い、早くも理解が追いつかない。四年生といえば最終学年であり、実戦レベルの知識だ。


加えて学園内でもトップレベルとなれば、魔法の学がないリティに入り込む余地などない。


想像していたものとは大きくかけ離れた授業というものに、リティは翻弄された。


「これが魔術式……」


「ん？」


リティに教科書を覗き込まれた生徒が訝しがる。追い払おうとしたところで、彼の背筋が凍りついた。


その目があまりにも怖かったからだ。リティが何かを吸収しようとする時の静けさは、あのアルディスですら凍てつかせる。


「この記号が、互いを加えるという意味……」


「ではメリダ！　水属性の下位魔法の最短魔術式を書け！」


指名された女子生徒メリダが、前に出てボードに魔術式を書く。それを見た教師が満足そうに頷いて、生徒を賞賛した。


魔術式とは魔法を放つ上で、魔力やその他の要素をどう組み合わせるかを示したものだ。


それらを計算して統合して打ち出すのだが、既知の魔法であればこれを無意識のうちに行っている。


つまりオリジナルの魔法を使いたければ、自分で独自の魔術式を構築するしかない。


それが複雑になればなるほど実現は難しくなり、時間もかかるのだ。だから大半の魔術の使い手は既知の魔術を使う。


「さすがはメリダ。いい式だ」


「これなら最短で構築できます」


「えぇ……？」


クーファとしては聴こえないようにぼやいたつもりだが、目立っていた。教師の目が光り、彼女を萎縮させる。


「そこの君。何か言いたそうだな？」


「い、いえ！」


「いいや、言いたそうだ！　皆！　この子が模範を示してくれるそうだぞ！」


「冗談でしょー？」


完全にコケにされたクーファだが、体の震えを抑える。以前なら緊張で動くことすら出来なかったが、リティのおかげだ。


彼女の言葉で自信をつけた成果だった。意を決して前に出て、ボードに魔術式を書く。


「こ、このほうが早いです……」


「な、なんだ、この魔術式は」


「メリダさんの式でもいいんですけど、その。こちらに比べて二秒前後……遅い、です」


リティもロマも、クーファが言ってる事が理解できない。しかし教師を含めた生徒達の反応からして、クーファの勝ちだと悟る。


当のメリダなど、自分とクーファの式の間を視線が何度も往復していた。


「き、君！　これはどこから仕入れた!?　どうせ書物で見たものを書いただけだろう！」


「中位魔術は……」


「うぅ……!?」


何一つ戸惑うことなく、クーファはさらさらと更に複雑な式を書く。もはや教師も言葉が出ない。


それは魔法使いマジシャンギルドで披露すれば賞賛、絶賛、喝さいの嵐となるほどの式だった。


誰もが常識の手順を踏んでいたところをあっさりと破ったのだ。


「君、君は何なのだ？　一体、どこでこれを？」


「召喚師サモナーギルドで、たくさんお勉強していて……楽しくて、どんどん思いついたんです……。面白いですよね、魔術式……」


「出来ましたッ！」


教師や生徒が驚愕しているところを、リティが更に驚かせる。勝手にボードの前に出て、拙い手つきで式を書き始めた。


「これどうですか!?」


「……いや。これはさすがにひどすぎる。水魔術……なのか？」


「そうですか。たくさんお勉強しないといけませんね」


全員が安堵した。クーファの異質さに恐れていたところで、リティの素っ頓狂ともいえる式だ。


魔術式を生まれて初めて見た少女の所業という事実を知れば、また変わってくるのだが。


「ご主人様。素晴らしいです」


「そ、そんな事ないですよ」


当然のようにクーファが連れて歩いている元奴隷の少女になど、誰も気にかけない。この出来事にて、アーキュラが本物であると確信し始める者が大半だった。


教師は心の内で学園長に問う。あなたは何を学園に招き入れたのだ、と。







第二話　リティ、学園のトップ五に自己紹介される


「クーファさん、この魔術式はどう？」


「えっと、いいと思います……。でもここをこうすると……」


昼休み。普段ならば予習復習に勤しむ者や昼食のために教室を出て行く者と様々だ。


しかし今はクーファ達を中心として、生徒達が集まっていた。


最初は彼女を見下していた者が、教えを乞う。半信半疑だった者が確信を得て彼女を認める。


クーファに自覚はないがたったの一幕で、実にクラスの半分以上の心を掴んでしまったのだ。


「クーファさん！　この魔術式はどうですか！」


「えぇ……ど、独創性があるかと……」


リティがまたも魔術式を披露する。酷い出来のそれに、クーファは言葉を選ぶのに苦労していた。


「本当ですかぁ!?」


「いや、これはやっぱりダメだろ……」


生徒にすら酷評されるリティの魔術式だが、数十分の間で進化を遂げていた。魔力に恵まれない彼女だが驚異的な吸収力と学習能力は、魔術の分野においても発揮される。


悲観せずに好奇心をもって、リティは魔術式を組み立てていた。


「ふぅん……。最終学年にもなると、こんなものもやるのね」


「ええと、ロマさん……だったね。本当に魔術式は初めてかい？」


「えぇ、魔法使いマジシャンギルドではそれ以前のところで躓いちゃったもの」


「そうか……」


リティほどではないにしろ、ロマも基礎から読み込んで地道に吸収している。


彼女がもし学園に入学していれば真面目な優等生の立ち位置で、エリート層に食らいついただろう。


そんなロマの真摯な姿勢と美貌に打たれた生徒達も多かった。教えたがりの男子生徒が何かとロマに世話を焼いて気を引くが、今のところ徒労に終わっている。


リティと違って彼らを魅了するだけの容姿はあるが、当の本人は何の関心もなかった。


「みゃん！　みゃみゃん！」


「はいはい、お腹が空きましたね」


「ねぇ、これって幻獣ミャーンよね？　初めて見た……」


「はい。とっても頼もしいですよ」


「ほらほらー、怒れる水神とかいうかわいくないあだ名つけてくれちゃってさー」


アーキュラはアーキュラで、生徒達を挑発していた。本物だとわかった以上は、彼らも迂闊に軽口を叩けない。


そのかわいくないあだ名もまったくのデタラメではないが、彼らに反論するだけの胆力はなかった。


その傍らで一人、生徒から借りた教科書を読みふける元奴隷の少女。彼女にとっても学業は興味深いものとなっている。


「フンッ、紳士淑女たるものが情けないですこと」


「まったくですよ、ヒスリーテ嬢。どうも彼らには学園のトップ層というプライドが欠けている。ヒヒヒッ！」


クラス全員がリティ達になびいているわけではない。教室の片隅にいる残りの者達が、彼女達を睨みつけている。


彼らこそが学園でもトップの成績を収めるトップ五だ。つまりリティ達にとってはまだ安心できる状況ではない。


特にアルディスにもっとも近いとされた学年一位の者はリティから目を離さず、どこか冷めた表情でもあった。


「ご主人様。この文章は……」


元奴隷の少女がクーファに質問をしかけた時だった。机が蹴り上げられて、教室中を驚かせる。その乱暴な振る舞いを行った主が、手近にいた生徒の胸倉を掴んだ。


「バ、バドリック様。何をなさるのですか？」


バドリックと呼ばれた少年は返答せず、無言で生徒を殴りつけた。更にひざ蹴りの追加だ。


たまらず床にうずくまる生徒には目もくれず、バドリックは目つきが悪い眼差しをクラスメートに向ける。


「お前ら、何やってんの？　ねぇ？」


行動とは裏腹に、少年の口調は穏やかだった。


殴られた生徒の元へ向かったのはリティだ。血を拭きとり、呻く生徒の応急処置に当たっている。


「なに迎合してんの？　そいつら平民だよな？」


「ホント、バドリック様の仰る通りよ。情けないにも程があるわ」


バドリックとヒスリーテの発言に応答できる者はいない。クラスメート全員が怯えて、嵐が過ぎ去るのを待っているかのようだった。


「卒業学年だというのに、小汚い冒険者にちやほやと……余裕ですねぇ？　ヒヒヒヒッ！」


「そ、そうだ！　それにその色黒の女……髪が長い！　髪を伸ばす女はクソだ！」


バドリックの後ろからひょっこりと登場した丸眼鏡の少年が、援護に入る。続いて明らかにロマを指して発言したのは丸々とした体型の少年だ。


「なんだこいつって顔をしてるな。俺はバドリック、この国の王子だ」







    
  
  




「第六王子だろう……」


「よ、余計なことを言うな！　ジェスター！」


「下らん……」


ジェスターと呼ばれた生徒が冷めた態度で教室を出て行った。それを不服そうに見送る残りの四人。


バドリックに殴られた生徒を落ち着かせたリティが、彼らを見る。


「今のスカした野郎が学年一位の秀才さ。まったく、王子であるこの俺にあんな態度を取るなんてな……さすがはあの方の息子なだけはある」


「さてさて、僭越ながらワタシも自己紹介しますかねぇ。イズワル、学年成績四位で……まぁ、言いにくいのですがぁ。魔法使いマジシャンの称号を持ってたり？　ヒヒヒッ！」


「わたくしはヒスリーテ、侯爵家の令嬢ですの。本来なら、あなた達など近づくことすら叶わない高嶺の花ですのよ？」


学年一位のジェスターを筆頭として二位のバドリック、三位のヒスリーテ。四位のイズワルに太った少年。学園でも屈指の実力者がここに集結している。


リティは生徒を殴ったバドリックの蛮行に怒ることなく、ひたすら彼らを見ていた。


「か、かかか、髪ィ！　お前ェ！」


「私のこと？」


「お前だ！　そんな髪を伸ばしてぇ！」


「な、なによ」


「よせよ、リユトー。下賤な平民らしい醜態じゃないか」


バドリックの弁に納得したのか、太った少年リユトーは鼻息を荒くしたまま下がる。


リユトーの発言の後、ロマが教室内を見渡して気づく。女生徒が全員、ショートカットだった。ただの偶然か、リユトーを恐れたか。明らかに後者だとロマは目星をつける。


「くどいようですがワタシは魔法使いマジシャンの称号を持っていてぇ……こちらのヒスリーテ嬢もお持ちなのですよぉ」


「フン、そのくらい当然ですわ」


「ぼ、ぼぼ、僕は剣士ファイターを持ってるんだ！　だから、お、お前ら！　調子に乗るなよ！」


「それになぁ……」


バドリックがアーキュラに近づいて、鼻で笑った。一触即発、水の上位精霊に何をするつもりだと生徒達は固唾を呑んで見守る。


「俺は天使を召喚できる。天使族となれば上位の精霊を上回る奴らも多い。なぁ、怒れる水神さん？」


挑発するバドリックに対して、アーキュラは仏頂面だ。何を思うのか、クーファも内心が穏やかではない。しかしバドリックはアーキュラから離れた。


「……と、ここにはお前らが粋がれるような奴はいないんだ。何しに来たか知らないが、恥かく前に消えな。おい、メシ行くぞ」


バドリックの一声で、全員が列を作って退室した。残された者達を含めて、教室内には沈んだ雰囲気が漂う。


「……はぁ、やっちゃったなぁ」


「あの、大丈夫ですか？」


バドリックに殴られた生徒が床に座ったままため息を吐く。


「心配いらないよ。それより彼らを見ただろう。言う通りにしたほうがいい」


「何故です？」


「彼らは教師達も期待する学園の星さ。そうなれば当然、不正や暴力なんて見逃される」


「そうなんですか」


リティはユグドラシアのアルディスを思い浮かべた。彼もかつてこの学園でこのような蛮行を働いたのかと考えたのだ。だとすれば、この学園の存在そのものに対する疑問が湧く。学園とは何なのか。学園というものに初めて触れるリティにとって、そこは大きな疑問だった。


「あの人達みたいな優秀な生徒を世に送り出せば、学園の功績にもなるから……」


メリダという少女が、乱れた机を正す。彼女を始めとして、全員が今の状況を良しとしていないのは明らかだった。


侯爵家の令嬢や果てには王族となれば、単純に逆らえるはずもない。


「クラスメートなのにバドリック様なのね」


「あの方は王子だからね……。王位継承権がもっとも低いのを気にしていて、特に僕達へのあたりが強い」


「俺も何度、殴られたか」


「何もしてないのにひどいよな……」


すっかり怯えた元奴隷の少女を抱き寄せたクーファが、ちらちらと彼らを見渡す。萎縮した表情と諦めきった空気に何かを感じていた。


ハッキリとした目標はまだ定まっていないが、何かをしてやろうという気持ちは芽生えている。


「リティさん。わたし……」


「うーん……」


「リティさん？」


「どうしてもわからないんです」


一連の流れでリティが何を感じたか。彼女を目標としているロマも注目する。


「あの人達は私達に敵意を持ってます。ですよね、ロマさん？」


「えぇ、それは確かね」


「だったら何故、わざわざ自分の手の内を明かしたのでしょう？」


「え……？」


「だってそうじゃないですか。もし私達に危害を加えるつもりなら、どう見ても不利ですよ」


教室内の誰もが沈黙する。この状況下でそんな事を考えていたのかと思うのは当然だった。


ロマも思わず噴き出しそうになった。


「それは、ほら。自分達の凄さを思い知らせたいからでしょ」


「それだけで手の内を見せるんですか？　うーん……」


「でもあのジェスターだけはわからないけど……」


「あの人、どこかで会ったことあります。どこだろう……」


リティのずれっぷりに、次第に生徒達が安堵を覚える。理屈はわからないが、彼女と一緒なら怖くないと思えてしまったのだ。


気が抜けたメリダが席に座り、少しだけ笑う。


「……ひとまずお昼ね。レストランに行きましょう」


「レストラン!?」


「ここのレストランは外部の人達も舌を巻くほどなの」


「みゃんっ！」


食事の時間となれば、ミャンも元気になる。頭を振ってご機嫌だ。


「そうなんですか！　それは楽しみです！　でもあの人達が攻撃してきますね」


「さっきの人達はそれぞれ専用の食事環境があるから、レストランにはいないわ」


感心するリティの傍らで、食事まで気取っているのかとロマは心の内で毒づく。


彼女は彼らのような選民思想にまみれた者達を嫌悪している。更には彼らこそがこの学園の癌だと確信した。







第三話　リティ、逆鱗に触れられる


「学園祭？」


「そう。これは全生徒にとっても重要なの」


レストランにて、学年九位の成績を誇るメリダがリティ達に概要を説明する。


アリストピア学園祭。各クラス、サークルが何らかのイベントを行ったり模擬店を出すところまでは一般的な学園祭と変わらない。大きく違うところは、これが後の進路に大きく関わる点だ。


各々が学んだ事を活かした企画を打ち立てて、それを外部の者達に見てもらう。各界の有力者達も、この学園祭にて未来の大器を見定めるのだ。特にメリダ達のような最終学年にとってはこれが最後のチャンスとなる。


「お祭りですか！　いいですね！」


「私達、四年生は特に注目されるの。それに冒険者科のトップクラスとなるとすでに決まっていてね……」


メリダが言い淀む。自信のなさだけではなく、常に頭の中にあるのは例のトップ五だ。


例年通りならば従っているだけで乗り越えられたのだが、今年は事情が違う。


リティ達という外部の者達のせいで、彼らの機嫌は悪い。いっそ彼女達と馴れ合わないほうがいいのでは、とさえメリダは思った。


「学園祭……。あの！　何かお手伝いできることがあるならぜひ！」


「え、えぇ……」


リティである。純真な彼女と接するうちに、凝り固まっていた緊張が解されつつあった。


進路、成績、周囲の期待。そんなものばかりを気にしていて、大切なものを忘れていたと気づき始めている。


「あの方々がなぁ……」


「今からでも謝るか？」


メリダ以外の秀才達も同様だった。迷いなく彼らに媚びていた彼らも、この段階で葛藤している。


彼らトップクラスの催しはすでに決まっているのだが、全員が平等ではない。トップ五に嫌われてしまえば、参加すら許されないのだ。


「リティさん。今からでも遅くない。あの方々に謝って、そして尊重しましょう」


「メリダさん、どうしてですか？」


「バドリック様を始めとして、あの方々は実質的な学園の支配者なの。何をやろうが教員達すらも笑って済ます……。私達を除け者にするくらい簡単よ」


「私、何も悪いことはしてません」


「あの方々が嫌っただけで意味はあるのよ！　私達の進路の事も考えて！　それとも邪魔をするなら……」


そこまで言いかけて、メリダは我に返った。リティはバドリックに殴られた生徒を真っ先に心配するような少女だ。


彼女の言葉は正しくて、反論の余地もない。己の保身を優先した発言をしかけただけに、メリダはショックを受けた。


そんなメリダにロマがフォローするように声をかける。


「メリダさん。リティもそうだけど、私達は依頼を受けてここに来たの。内容は話したと思うけど、絶対に放棄しないと誓うわ」


「それが冒険者……ということ？」


「気取るつもりはないし、模範になるつもりもない。ただありのままに行動するだけ。そうでなければ意味ないもの」


「……そうね。ロマさん達は私達の先輩だもの」


アリストピア学園は十五歳から入学可能である。最終学年の者達は十九歳となり、リティ達よりも年上だった。


初めこそ嘲笑していたが、それが大きな誤りだと今になってメリダは反省する。


自分もトップ五と大差ない思想ならば、今までどれだけ恥ずかしい振る舞いをしていたか。思い起こせば、いくらでもそういった記憶はある。


メリダが赤面すると、額に元奴隷の少女の手が触れた。


「お熱……？」


「え？　いえ、これは違うの。ありがと……」


その小さな柔らかい手に触れられたメリダが気恥ずかしそうに俯く。


「冷えるー？」


「ひゃふっ!?」


アーキュラに触れられて、メリダは悲鳴を上げる。悪戯好きの彼女なだけであって、特に意味はない。


しかしメリダにとってはいい刺激であった。競争と勉学以外の日常もあったのだと、穏やかな気持ちになる。


「諦めないで、まずは向き合ってみる。次の授業も始まるし、戻りましょう」


「誠意を持てばわかってくれると思います」


メリダの意思をリティが肯定する。敵視されようが、リティもまだ望みは捨てていなかったのだ。


何より学園祭というものに心を躍らせて、本当ははしゃぎたい気分であった。


*　*　*


学園祭で割り当てられるスペースはそれぞれ決まっている。特に最終学年、しかもトップクラスともなれば模擬戦を行うコロシアムが割り当てられるのだ。


観客席も用意されており、収容人数も数百人単位と至れり尽くせりだった。


「今年はオレ達だけでやる。お前らのスペースはここだ」


ところがバドリックが指定したのは、学園の片隅にある一人部屋程度のスペースだった。


メリダの決意も空しく、話し合いの余地などない。リティ達にすり寄ったクラスメートを、バドリック達は許すつもりなどなかった。


「不服ですかぁ？　でも当然ですよねぇ。時間が限られている以上、物事には優先順位があるのですよぉ。ヒヒヒッ！」


「ま、いいんじゃない？　どうせあなた達なんて誰も期待してないもの」


愕然とするクラスメートを、イズワルとヒスリーテが煽る。


「見る者に敬意を払うとすれば無駄を省くのが優先……。おわかりですかぁ？　ヒヒヒヒッ！」


メリダは何も言い返せなかった。ほんの少しでも期待していた自分を呪う。同時にバドリック達はリティの期待すらも裏切ってしまったのだ。


栄えあるアリストピア学園のトップの惨状にメリダ自身も一役買っていたと猛省しても遅い。自分も同罪だと思い込んでいる以上、彼らの言いなりになるしかなかった。


「フン……そもそもメリダ。お前らが冒険者の資格を得て何がどうなる？　オレのような王族ならば、まだ箔もつく。冒険者がステータスになる時代だからな」


「え？　バドリック様、それはどのような意味ですか？」


「お前らが冒険者になったところで、即死するのがオチだ。それに比べてオレはいくらでも人を動かせる。結果を出せるんだよ」


「つ、つまり冒険者として活動される予定はないと？」


「当たり前だろ。死にに行くのは下々の仕事だろう？」


リティが明確にバドリックという人間に目を向けた。ヘラヘラと冒険者を軽んじる彼に対して、思うところがあったのだ。


彼の発言は命を落とした冒険者への侮辱であり、そうした者達への敬意も忘れないのがリティである。


どんな人間でも、冒険者を目指すのであればとリティは期待していた。この瞬間、バドリックに対して感情が動いたのだ。


「バドリックさん、謝ってください。死んでいった人達は立派な方々です」


「バドリック様、だろう？」


「その遺志は死んでません。少なくとも私は受け取ってます」


「様をつけろと言ってんだよッ！」


バドリックの拳が当然のように空振りする。かすかな動きだけでリティは回避して、同時にバドリックの雑な動きが浮き彫りになった。


ヒスリーテが声を上げて驚愕し、イズワルが丸メガネを動かす。


「謝ってください」


バドリックが絶句する。そこにいる少女に畏怖しているなどと認めたくはなかった。


彼だけではなく、トップ五の威勢も消える。心臓が凍りついたような感覚を覚えて、一人が膝をつく。もう一人は涙さえ出そうになった。


「お、オレは王族だぞ。下民が、オ、オレに命令など……」


「謝らないんですか」


「リティ！」


ロマの一声がわずかにでも遅ければ、バドリックの顔面が変形するところだった。


歯が折れ飛んで、骨は砕け、血が乱れ飛んで飛距離を伸ばす。学園の塀に叩きつけられた彼は亡骸のごとく静止しただろう。


ロマは彼とリティの二人を救ったのだ。リティにしても王族に手を出せば、無事では済まなかったのだから。


冒険者ギルドと王国を交えて攻防を繰り広げる事になるが、本部がリティを守る保証もない。


「それよりも楽しい学園祭よ。クールダウンして」


「はい。ロマさん、感謝します」


打って変わって笑顔に切り替わるリティに対するトップ五の評価は、異質以外になかった。


上流階級として様々な実力者や曲者と面識があったが、リティはそのいずれにも属さない。


知らなかったとはいえ、バドリックはリティのかけがえのない思い出を踏みにじったに等しい。スカルブの巣にて、全員が一丸となって進んだ。その際に命を落とした者もいる。バドリックの発言は、その者への冒涜に他ならなかった。


「命拾いしたね」


「ジェ、ジェスター……」


この場において、静観していたジェスターのみが確信していた。バドリックは殺されてもおかしくはなかった、と。


バドリック本人としてはすっかり当てが外れる。狭いスペースのみを与えて、諦めさせようという目論見は消えた。


それどころか、下手な妨害すらも考えていたのだ。しかしそれを実行すればどうなるか、バドリックは身をもって実感した。


「お、お前ら！　行くぞ！」


バドリック達が大人しく退く。そんな彼らの中にいたジェスターをリティが観察する。


「あの、ジェスターさん？」


「何だ？」


「どこかで会ってますよね？」


「知らないね」


素っ気なく答えたジェスターは歩みを再開する。他のトップと違う風格をリティは感じていた。


見えなくなるまでジェスターの後ろ姿を見続けていたリティだが、やはり思い出せない。


「あの人、絶対どこかで会ってるのに……」


「リティが気にするという事はかなりの実力者ね」


「あの中では比較にならないほど強いと思います。それだけに気になります……」


気になる、というニュアンスでロマはドキリとした。他意はないとわかっていても、動揺してしまったのだ。


そんなリティは与えられた狭いスペースを歩き回って確認する。


「狭いですね……。これではやれる事も限られます」


さっきの事で、すぐに切り替えられる者はいない。リティはお構いなしに、エリート層へあれこれと提案した。


そんなバイタル溢れるリティに、生徒達が次第にその気になる。


「無理だな。僕の部屋より狭い」


「うん。ペットの庭のほうがまだ広いな」


「こんな場所で何ができるっていうの」


「皆さんで考えましょう！」


状況は何も変わってないものの、当初の絶望は払拭された。トップ五を退けたリティの頼もしさもあるが、こんな場所でも前向きな姿勢に惹かれつつある。


そしてリティが一つの提案を持ち出す。


「冒険者といえば……冒険ですよね！」


「んん？」


ロマもクーファも生徒達もピンとこない。こんな場所で冒険、誰もがそう思った。







第四話　リティ、学園祭の準備をする


学園の隅、高い塀の角。陽光が届きにくい陰気な場所。そこがエリートクラスに割り当てられた場所である。人があまり寄り付かない上に、スペースも一人暮らしがせいぜいの広さ。


こんな場所で何が出来ると生徒達は悩んだが、今はリティに従っていた。


「メリダさんは魔術全般が得意なんですね。そちらの方は剣術の成績がいい、と」


「大きく分けて体力、知力……。もっと掘り下げましょう」


リティとロマの議論に口を挟める者はいない。リティが提案したエリートクラスの催し物、それは──。


「ねぇ、リティさん。本当に出来るの？」


「出来ますよ。皆さん、冒険者になるんですよね？」


「そうだけど実際のところ、活動経験はないの。あのトップ五も同じよ」


「だったら今のうちに鍛えておきましょう！」


「でも……冒険者ギルド、アリストピア支部だなんてなぁ」


リティが提案したのは冒険者ギルドの催し物だ。学園内に限り、依頼を受けて解決する。


本物のギルドと同じく、依頼主は依頼金を支払うのだが破格の安さに設定していた。こちらは依頼主が持ち込んだ依頼を生徒達が解決するシステムとなる。


学園内限定とあって、実際の等級でいえば六級程度の仕事しかない。それでも未経験の生徒達にとっては大仕事だ。


そこでリティは予め舞い込む依頼を予想して細分化した。生徒達の得意分野を把握して、それぞれ割り当てる。その為には彼らの能力を把握しなければいけない。


「建物の設計図はこんな感じでいいのか？」


「はい。受付のカウンターは念のため、二人体制にしましょう」


「救護担当に必要な道具はこんなものでいい？」


「バッチリです！」


学園のエリートといえど、現場を知っているリティには頭が上がらない。年下でも持つべきものを持ち、正しく判断できると彼らは認めていた。


これもリティが高慢ちきな性格ではないが故の結果ではあるが。


「クーファちゃん。魔術式の簡略化はこれでいい？」


「いいと思います」


個々のスペック向上も課題の一つだ。学園にはトラブルに対する備えもあり、そちらに仕事を奪われては元も子もない。迅速な仕事による信頼の獲得も必須となる。


更には生徒達の実習訓練もあり、これを学園祭までの一週間程度でマスターする必要があるのだ。


「ロマさん。間に合いそうですか？」


「ちょっと厳しいわね。数人が役割すら決まってないもの」


実習担当のリティ、全体のスケジュール管理はロマ、魔法関連はクーファと役割を持って動いている。


ロマが懸念しているのはエリート層のいわゆる中堅以下の生徒達だ。これといった秀でている部分もわかりにくい上に、彼らが出来る事は他の生徒にも出来てしまう。当人達も自覚しているようで、居心地が悪そうにしていた。


「オレはやっぱり抜けるよ。エリートクラスといっても、いつもギリギリの成績だしな……。得意な事なんてない」


「私も……」


「それは違うわ」


落ち込む彼らをロマが否定する。彼らの心中はロマが一番よくわかっていた。


リティよりも武力が秀でているわけでもない。かといってクーファのような魔力もない。自分がいなくても成立する、とリティと出会ったばかりの頃の彼女なら思っていたはずだ。


「あなた達の役割が決まってないのは能力の問題よりも、やる気よ。何かしたい事ないの？」


「実技も座学もクラスじゃ下のほうだし、オレは無事に卒業できればいいよ。面倒な事は優秀な兄貴達にやらせるさ」


「このクラスにギリギリ滑り込めたようなものだし、私も同感ね……」


ロマは彼ら最終学年と同じ年齢だ。加えて大人びた容貌が発言の力強さを後押しする。


男子生徒のアーサーはクラスでも中堅以下の成績で、女子生徒のミルアは最下位だ。


エリートクラスである以上、学年全体からすれば高い位置にいるのだが周囲の壁が彼らを鬱屈とさせていた。特にトップ五があれでは仕方がないとロマも納得する。


「リティ。実習のほう、頼むわね」


「はい！　皆さん、明日の休日は予定通りに集合してくださいね！」


件の二人以外は乗り気というよりも、余裕の態度を見せている。エリートである自分達なら、どんなものでもこなせるという自信の表れだった。






エリート達が行うのは六級の仕事だ。冒険者ではない彼らも六級の依頼に限り、冒険者同伴で行える。


そんな彼らが見せた余裕は、早くも崩れつつあった。日も昇らないうちからの集合が、その原因だ。


「は、早すぎる！」


「最初のお仕事はこの時間からなんです。そんなに難しくないので安心してください」


「あぁ、積み荷を降ろすだけだろう。こんなものエリートにやらせる仕事じゃないな」


「あ、来ました」


王都の入口に入ってきた大部隊。いくつもの馬車で構成されており、その一つの全長が恐ろしく長い。護衛の者達の張りつめた表情で、エリート達はすでに圧倒されつつあった。


この隊商は地方にある街や村からの輸入品を仕入れており、王都の活力の源だ。食料から生活必需品、武器や防具、家具。中には魔導具と、種類も多岐にわたる。


すべての馬車が王都に到着した時、一人のいかつい男がガニ股でリティ達のところへやってきた。


「おぉ、お前らが手伝ってくれるのか！　じゃあ、早速始めるぞ！　今から指示する通りにやってくれ！」


「はい！　さぁ皆さん、やりましょう！」


隊商を率いる男が張り上げる声に、エリート達はすでに萎縮していた。


男の指示の情報量が多すぎて、把握できない者が出てきている。それぞれの品を発送先に応じて、別の荷台へ載せる作業だ。


「こっちのナマモノは五番の荷台だ！　ボヤボヤするんじゃねえぞ！」


「えっと、これはどれだっけ……」


「馬鹿野郎！　それは七番だ！」


「な、何だと!?　馬鹿野郎だって!?」


学年成績十一位のアンブリーが、男に苛立つ。自分のような上流階級の人間が、学のなさそうな男と見下している相手に怒鳴られたのだ。


アンブリーが睨むも、男は怯まずに更に怒声を張り上げた。


「ボヤッとしてんじゃねえっつってんだろ！」


「お前、誰に向かって口を利いてやがるんだ！　この俺を誰だと思っている！」


「誰様だろうが知らねぇし関係ねぇ！　やる気がねぇなら消えな！」


「貴様ァ！」


「アンブリーさん」


リティがアンブリーの拳を包む。憤るアンブリーにリティは無言で首を振った。


「それではトップ五の方々と同じです」


「あ……」


アンブリーはリティの言葉で我に返った。実力や権威を笠に着て、横暴の限りを尽くす。彼らと同じ事をしようとしていたと気づいたアンブリーは力を抜いた。


「……これじゃ理不尽に殴られたあいつを庇えないな」


「そうです。それにほら」


「手伝います！　これは九番の荷台ですね！」


ネガティブな意思を示していたアーサーが、積極的に動いている。よく見れば、彼は作業が遅れているところを見つけているのだ。


一方でミルアが笑顔を振りまいて、現場の雰囲気を明るくしている。重い積み荷だろうが、苦しそうな顔を一切見せていなかった。


「あいつら……」


「そこの兄ちゃんよ！　やる気がねぇならどけてくれや！」


「あ……」


「身綺麗な恰好して学園に通ってるんだろうがよぉ！　こんな仕事も出来ねえで、偉そうにしない事だな！」


「な、何だと……」


再び怒りに火がつきそうになるアンブリーだが、今度は自分で抑えた。


男の言葉が正論だったからだ。学園などに通っていない者達が、せっせと作業をこなしている。


エリートである自分が足手まといになっていると気づき、別の理由で熱くなった。


「チッ！　これは四番だな！」


「そうだ！　やれば出来るじゃねえか！」


一度、やる気になれば地力があるアンブリーだ。必死に考えて動き、次第に慣れ始めた。他の者達も同様で、気がつけばエリート達が運搬作業に夢中になっている。


リティは元より、ロマも要領よくこなすがクーファだけは苦しそうだ。


「重い……」


「ファイトー」


「ア、アーキュラ……手伝って……」


「ふぁいおー」


「ふぎゃん！」


「コラァ！　何やってんだぁ！」


ふらついてから積み荷の下敷きになるクーファ。怒声を浴びてやや泣きそうになるも、元奴隷の少女が側についた。


「ご主人様、お手伝いします」


「でも、危ないから……」


「一緒に持ちましょう」


「は、はい……う、うっ……」


元奴隷の少女の優しさに打たれたのか、惨めさで涙が出たのか。クーファは半泣きで作業を続行した。アーキュラは手伝いもせず、クーファの耳元で声援を送り続けている。


「みゃんみゃみゃん！」


「あっ、ミャン!?」


リティから離れたミャンが馬車に向かって走り、積み荷を飲み込んでしまった。


仰天した周囲の者がミャンを捕獲しようとするも、素早さに翻弄される。


「なんだあれは!?」


「速すぎるだろう！」


ミャンが積み荷を吐き出した場所は、正確な荷台だった。追いかけてきた者達が積み荷を隅々までチェックしている。


「ミャン！　勝手な事をしてはいけません！」


「みゃぁん……」


「い、いや。助かったよ。ちょっと見た目がえげつないけど、積み荷に異常はない」


拗ねたミャンがその場でしゅるしゅるととぐろを巻く。彼らの感謝の言葉を受けて、リティはミャンの好意を尊重する事にした。


「ミャン、間違えちゃダメですよ」


「みゃんっ！」


リティ達、エリートの生徒達、隊商のメンバーによって作業は予定よりも前倒しに進んだ。


やがて朝日が昇る前に作業が完了する。それぞれの荷台が然るべき場所へと移動を始めて、隊商の商人達がようやく腰を落ち着けた。


リティ以外は疲れを隠せない様子だ。


「ふー……まさか日が昇る前に終わっちまうとはなぁ。お前ら、助かったよ」


「あ、あの。オレ……」


「アンブリーだったか。怒鳴って悪かったな。ひでぇ事いっちまってよ……」


「いや、オレが馬鹿でした。こんなに大変な作業だとは知らずに……。しかもあの積み荷は王都の各店に行き渡るんですよね」


「そうだ。これが遅れると王都全体の物流や商売に響く」


アンブリーは気恥ずかしさもあって、男の顔を見る事が出来ない。


大変な作業な上に、ついこの前までこんな世界があるとすら知らなかったのだ。彼らがいてこそ、自分達が生活を出来る。そう学んだ彼はとことん己を恥じた。


「やっぱりお前らはオレなんかより頭がいい。何せオレはろくに字も書けなかったからな」


「え……？」


「家が貧しかった。学園に行く暇があったら働けってな。がむしゃらに働いても、食うだけで精一杯の毎日だった」


「そっか……」


温かい食事などあって当たり前のアンブリーにとって、身につまされる話だった。


有り余るほど与えられた彼は、男の学園への憧れなど想像もしてなかったのだ。


「お前なら、この仕事でもエリートになれるぜ。どうだ、将来の進路としてよ」


「考えておきます……」


「お、本当かぁ？　ガハハハッ！」


男は冗談だと受け取ったが、アンブリーは半ば本気だった。


与えられすぎた自分だからこそ、今度は何かを与えたいと真剣に考えるようになったのだ。知らなかった世界に身を投じて経験を積みたい。アンブリーは膝を抱えて思案している。


「アーサー君にミルアちゃんだったか。助かったよ。初めてとは思えないな」


「あ、どうもです……」


「私は別に……」


「正直、今日は本当にきつかったけどミルアちゃんのおかげで頑張れたよ。あんな状況なのに嫌な顔一つしないもんな」


「いえ……」


商人の一人に褒められて、二人もまた己について問い直している。


学問の成績だけがすべてだった世界しか知らなかった二人にとって、いろいろな意味で衝撃だった。


兄と比較されて事あるごとに小言を言われていたアーサーは、褒められるという感覚に心地よさを感じている。


「もう少し自分の進路について考えてみようかな……」


「私も……。ちょっとだけ……」


かすかに自信をつけた二人を見て、ロマは安堵した。


自分では二人をここまで導けなかったと、リティに感謝している。こういった形でエリート達を連れ出して実習など、リティにしかない発想だった。


「リティ、どうやらいい方向へ向きそうよ」


「よかったです。皆さん、本当に優秀ですからね。アーサーさんもミルアさんも、ほんの一押しが足りなかっただけなんです」


笑い合うエリート達と商人を眺めながら、リティは大きく背伸びをした。一仕事終えたのだ。そう、彼女にとっては、ほんの一仕事に過ぎない。


「さぁ！　皆さん！　次の依頼ですよ！」


「は……？　もう終わりじゃ？」


「まだまだありますよ！　昼までに三つもあります！」


「……ウソだろ？」


昼までに。その言葉の深い意味を問い直す者などいない。昼以降に予定が組まれているなど、誰も想像したくなかったからだ。


「じゃあ、張り切っていきましょう！」


「リティ、あの。お手柔らかにね？」


リティの能力は認めているロマだが、彼女だけに任せてはいられないとこの場で決意する。


どんなに速かろうとブレーキが必要であり、ロマがその役割を果たすべきなのだ。


意識の有無が心配されるクーファの為にも、ロマもまた自分の役割について真剣に考え始めた。







第五話　リティ、学園祭前日を迎える


学園祭前日。この日は学園内の至る所で、準備に追われる生徒でごった返していた。


エリートクラスも例外ではなく、夕刻を過ぎた頃になっても準備を怠らない。彼らに必要なのは宣伝活動だ。他の催し物と違って今までにはない試みの上、信用獲得も優先すべき事項である。


その為には現場に当たる生徒達が学園内を奔走して、積極的に問題解決に取り組む他はなかった。


「まさかエリートクラスの方が手伝ってくれるなんて……ありがとうございました」


「いやぁ！　このくらいエリートなら余裕だからな！」


「アンブリーさん、疲れたでしょう。冷たい飲み物をどうぞ」


「悪いなぁ！　アハハハ……！」


言葉とは裏腹に汗だくだ。飲食関係の催し物であれば食材の買い付けまで手伝い、時には味付けのアドバイスもする。


これらを極めて高水準で行わなければならないのだから、それこそエリートにしか務まらない。


一般クラスは今まで彼らとは距離を置いていたが、これを機に見る目が変わりつつあった。


「メリダさん、すごいです！　さすがは学年上位ですね！」


「すごいのはあなた達よ。オリジナルの魔術式を演出に利用した演劇なんて、私には思いつかなかったもの」


「おかげで魔力の消費もグッと抑えられます！　これなら最後まで持ちます！」


演劇サークルの最終調整を手伝いにいったメリダも感謝される。


毎年、各有名劇団が注目するのがこのサークルだ。元々のレベルも高かったが、メリダのおかげで去年までとは段違いのクオリティーとなった。


おおはしゃぎの演劇サークルの面々を眺めながら、メリダは己の道を今一度だけ問い直す。


「人を喜ばせるなら何でもいいかな……」


「え？」


「いえ、こっちの話」


連日の雑用仕事を通して、メリダ達は未知の世界を知った。


裕福な生活をしながら学園に通い、勉学の毎日では発見できなかったものだらけだ。


冒険者科のエリートのほとんどは、バドリックのいう冒険者というステータスを手に入れるのが目的だった。冒険者の地位が向上している今、その価値を認める人間が多いのが実情だからだ。


それだけにメリダはバドリックを否定できなかった。ついこの前までは。


「メリダさーん！」


「リティちゃん。忙しそうね」


朝からほぼ絶え間なく動き続けているのがリティだ。今日までほぼすべての学園の催し物を手伝っている。


その仕事の速さや振りまく元気に好印象を抱いた生徒達からは、すでにアリストピア支部利用の確約を受けていた。


「皆さん、すごい事をやるんですね！　あっちでは魔導具科の人達がゴーレムを作ってました！」


「あら、去年はマッサージ用のゴーレムを作って失敗してたのに……」


「あ！　思い出しました！　三年の冒険者科の人達が冒険者ギルドでは教えてないダンジョン攻略の講習をやるんですよ！」


「私達の後輩だもの。そのくらいはやるわ」


最終学年に近づくほどクオリティーや期待値が高まる。


調理科の出店からは空腹を更に刺激する香りが漂い、学園祭が始まる前にしてすでに人を集めていた。


そこでリティが冒険者メシを披露して、更に注目を集めた効果もある。すでに名物となったリティは、道行く生徒達から声をかけられていた。


「よぅ！　リティちゃん！　暇があったらうちの店に来てくれ！」


「人手が足りなくなったら、その時は依頼するよ！」


「冒険者ギルドの催し物なんて考えたよな！　建築科の俺には縁がなかったけど興味が湧いたよ！」


短期間にもかかわらず、曲者も多い学園内でこれほどの支持を得ている事にメリダは驚嘆する。リティのバイタル以上に、彼女にとっては目を見張るべき部分だった。


それを踏まえた上で、トップ五に対する生徒達の態度を思い出す。彼らにこれほど生徒達が気さくに声をかけた事があっただろうか。


かたや身分や成績頼りで威張り散らす。リティを目の当たりにするほど、メリダはトップ五の底の浅さを感じた。


*　*　*


「これがあなた達の催し物ですか」


戻ったリティとメリダを待ち構えていたのは、学園内で恐れられている生活指導の女性教師だ。細い顔立ちは皺が目立つものの、五十過ぎという年齢を感じさせない。


シスター・エーレーン。教養学と治癒術学を担当しており、その圧は生徒だけでなく他の教師にも及んでいる。


「シスター・エーレーン、どうです？」


「……冒険者科なので主旨としては正しいでしょう。ただし問題点がいくつかあります」


エリートクラス達が緊張した面持ちで、エーレーンの前で直立している。リティ達が学園に来て初めて会った魔術式学の教師が、エーレーンに媚びへつらっていた。


「まず当学園にはトラブルが起こった際に対する備えがいくつもあります。わざわざあなた達が担当する事ではありません」


「で、でも先生。これは学園長にも許可を」


「お黙りッ！」


金切り声に近いエーレーンの一喝で、生徒の反論は続かなかった。


これまで何人もの生徒を泣かせてきたエーレーンである。エリートクラスといえども、例外ではなかった。


「次の問題として、単純に危ないところです。当日は混雑が予想される上に、あなた達のような素人が駆け回るのです。下手をすれば一般の方にも迷惑がかかります」


「そうだ！　お前達！　今からでも変更しなさい！」


「それにあなた達の催し物は決まっているでしょう？　バドリック様はすでに準備を終えています」


「その人達が、彼らを追い出したんです」


ロマの言葉にエーレーンはより眉間に皺を寄せる。彼女は薄々気づいていた。何故、このタイミングなのか。この二人が誰の差し金なのか。


「彼らから話は聞いています。あなた達が勝手をしている以上、謝りにいくのが筋でしょう。学園のトップ五だけではありません。あなた達もいわば学園の顔です。それなのにまとまりもなく、こんな勝手な真似をすればどうなるか……。あなた達は学園の名を貶めようとしている事に他なりません」


一つの正論である以上、エーレーンの圧も相まって生徒達は黙って聞くしかなかった。


名残惜しそうに完成したギルドをちらりと見る者。悔しそうに俯く者。リティ達と共に駆け回って依頼をこなした事を思い浮かべて、涙すら流しかける者すらいた。


「それにあなた達が冒険者ギルドで活動していたという目撃情報もあります。いいですか、皆さん。あなた達は学徒なのです。本来は学問こそが本業であり、優先すべき事項です。当学園が正しい教育理念を以ってしても、場外で学徒から逸脱した行為をされてはすべてが水の泡……」


「お言葉ですが、シスター。トップ五の言動や行動も学徒として逸脱しているように思えますけど？」


「ロマさんでしたか。どうしてです？」


「バドリック……様がこちらの生徒に暴力を振るいました。更には不当な理由でクラスメートを除け者にしたのです。学園が正しい教育を行う場であれば、こういった行為も見過ごすべきでは」


「お黙りッ！」


ロマが言葉を終える前に、エーレーンの平手が頬を張った。突然の事でもあるが、驚いたのはその威力だ。ロマが倒れかけるほどであり、かわせなかった。


「ロマさん！」


「平気よ、リティ。それより落ち着いてね……」


「大体、あなた達は三級の冒険者と聞きましたが随分と幼いですね。特にそこのリティさん」


名指しされたリティがロマを支えながら、エーレーンと向き合った。情のない眼差しから目を逸らさない。


「ご両親は何をされてるのです？　あなたのような子どもを冒険者として送り出すなんて……。常識を疑いますね」


「エーレーンさん。もういいでしょうか。この催し物は中止にしません」


「続行したところで無駄です。すでに他の生徒達には利用しないように言いつけておきました」


「……そこまでしますか」


ロマは気が気でなかった。エーレーンの無神経な発言に、リティが何も感じないわけがない。それでもリティはスルーしたのだ。やりたい事が、目的がすぐそこにあるから。


だからエーレーンという障害の思い通りにさせるわけにはいかないのだ。


「皆さん。このままでは催し物を中止にしなければいけません。それでいいんですか？」


「……エーレーン先生がいうなら」


「本当ですか？　今日まで頑張ってきたのに、こんな人の言いなりになるんですか？」


「こ、こんな人ですって？」


エーレーンの顔に皺が入る。生徒達はまた直立して、怒りをやり過ごそうとした。


リティはエーレーンに背を向けたまま、生徒達に問いかけている。


「思い出してください。ここまで来るのは簡単じゃなかったと思います。困難を乗り越えました。あと少しなんです」


「あと、少し……」


「そうです。だからこんな人くらい乗り越えてください。冒険も同じです。こんな人が邪魔をしてくる事もあります」


「リ、リティちゃん。それ以上は……」


「こっちを向きなさいッ！」


激昂したエーレーンがリティの肩を掴むが、ビクともしなかった。


エーレーンは大岩を片手で動かそうとしているような感覚に陥り、口元をひくつかせる。


「さぁ、声に出してください」


「エ、エーレーン先生！　中止には出来ません！　お願いです！　やらせてください！」


「お願いです！」


「皆、ようやく一つになって頑張ったんです！　エリートだとか、そんなのよりも大切なものに気づいたんですよ！」


生徒達がエーレーンに懇願する。多勢に無勢、それに加えてリティだ。この場を覆すのは難しそうだとエーレーンは判断するも、簡単には引かない。


「下らない！　大切なもの？　学徒メリダ！　それは何なのか答えなさい！」


「人間です」


「人間？」


「学徒である前に、エリートである前に私達は人間です。その根本が間違っていれば、いくら能力があっても無意味です。正しくない事ばかりをしてしまうんです」


「は……？　では学徒アンブリー！」


「自分を知る事ですよ。そうすりゃ何をすればいいのかもわかってくるんです」


「が、学徒アーサー！」


「勉強で躓いても、それがすべてじゃないってわかりました」


誰一人、言葉を詰まらせずにエーレーンに言い切った。それらをエーレーンはほぼ理解しようとせず、言いなりにならない生徒達に苛立つ。


彼女にとってトップ五こそが学園のすべてであり、彼らの出世を願っている。だからこそ彼らの使いとなり、こうして従わせようとしているのだ。付き添っている魔術式学の教師も例外ではない。


綺麗な言葉で飾っているが結局のところ、動機が自分達の保身に集約されているのであった。


「あ、あなた達に足りないのは信仰です……。私のようにマティアス神を信じていれば、こうはならなかったものを……」


「あの、そろそろいいでしょうか」


「リティの言う通りです。エーレーン先生、お引き取りください」


「あなた達さえ来なければ……！」


「何をグダグダやってるんだい？」


赤髪をなびかせて登場したのは学年一位のジェスターだ。思わぬ人物に誰もが驚く。


ジェスターは周囲を気にせず、模擬ギルドを観察し始めた。


「なるほど、悪くない。が、改良の余地ありだね」


「ジェスターさん……ですよね？　何かご用でしょうか？」


「ひどい言い草だな。僕だってクラスメートだ」


「そうですけどあなたは……」


「が、学徒ジェスター！　あなた何故……」


わなわなと震えるエーレーンは気が気でなかった。一向に進展させられなかった自分に対して怒っているのではないか。


ここにきても彼女の頭には保身しかなかった。


「エーレーン先生。もうあいつらのところに帰っていいよ。僕はこっちに参加するからね」


「ど、どうしてです!?　あなたはあちら側でしょう！」


「元々どちら側でもないよ。さ、邪魔だから帰って帰って」


「う、うぐぐ……」


納得しないエーレーンだが、少しずつ離れていく。憎々しく睨みつけていたが、ジェスターは気にも留めない。リティも同様だった。エーレーンなどより、興味があるのはジェスターだ。


そんな彼に口火を切ったのはロマだった。


「……トップ五の一人がどういう風の吹きまわしかしら」


「話を進めたのはあいつらだろう。僕は何も言ってない」


「今まで何をしてたの？　この期に及んで、参加する気？」


「エーレーンに脅された生徒達のケアをしてきた、と言ったら？」


その言葉の意味を考えれば、彼を迎え入れる理由はあるとロマは悩む。しかし真偽を確認できない以上、受け入れるのは得策ではない。


沈黙する生徒達を差し置いて、リティがジェスターをあらゆる角度から覗き込んだ。


「やっぱりどこかで会ってますよね。それも二回です」


「どうでもいい」


ジェスターが素っ気なく顔を逸らすも、リティとしては気になっていた。考えに考えて、リティはついに閃く。


「あーー！　そうです！　レストランと裁判です！　あの時は黒い甲冑をかぶってましたね！」


生徒達が置いていかれる中、リティのテンションだけが高い。当のジェスターも顔に手を当てて、本当に小さくため息を吐いた。







第六話　リティ、学園祭でときめく


「ジェスターが裏切っただと!?」


「申し訳ありません。バドリック様……」


学園内の模擬戦コロシアムにて、エーレーンが恐縮している。恐妻のごとく恐れられている彼女といえど、王族であるバドリックには頭が上がらない。


加えて学園の看板ともなるトップ層だ。何かあれば学園内にて、彼女の立場はなくなる。


「それで先生はおめおめ引き下がってきたのか」


「他の生徒達からの反発も強く……。それにあのリティ、何やら得体が知れません」


「チッ、使えねぇな」


悪態はついたものの、バドリックもリティを恐れて退散した身だ。それ以上はエーレーンを非難しなかった。


彼は焦っている。エリートクラスの催し物は学園祭のメインイベントだが、それだけに重圧もある。


失敗すればトップとしての威厳も地に落ちて、将来あるはずだった席もなくなる可能性があるからだ。


「バドリック様、このイズワルに考えがありますよぉ」


「聞かせろ」


「イベント内容を変更するんですよぉ。ただ我々の凄さを伝えるだけではない……特別な内容を思いつきましたのでねぇ」


「言ってみろ」


丸メガネをわざとらしく指で上げながら、イズワルは考案したイベント内容を語った。その案を聞いたバドリックは次第に笑みを浮かべるようになる。


「なるほどな。確かにそれなら一石二鳥だ」


「わたくしも賛成ですわ。どうせなら派手なほうが、より美しさを披露できますもの」


「ぼ、ぼぼ、僕も賛成だ！　それならあの髪の長い女を……」


「ヒスリーテもリユトーも乗り気だな。よし、わかった。イズワル、さっそく手配できるか？」


「お安い御用ですよぉ？　ワタシもオリジナル魔術式のお披露目会をしたいと思っていたところですからぁ！　ヒヒヒヒッ！」


この時、エーレーンは思った。なんて恐ろしい方法を思いつくのだ、と。これに加担させられるであろう自分の身を案じながら、彼女は自らが信じる神に祈った。






学園祭当日。エリートクラスは二手に分かれていた。


一つは学園内に散って、問題があれば駆けつけて解決する遊撃部隊。もう一つは本部で待機して、応援要請の際に出動する。


リティ達の出番は基本的に前日までだ。学園祭はあくまで生徒のものであり、現役が活躍しても意味がない。とはいえ、緊急時には助けに入る予定ではあった。


クーファと元奴隷の少女はリティほどの機動力もないので、本部にてサポートを務めている。


「き、きき、緊張してきました」


「クーファさん。落ち着いてください」


「すみません……」


「まったく、これで三級なんだからなぁ」


同じく待機組のジェスターが皮肉を漏らす。クーファほどではないにしろ、生徒達もまた緊張しているが彼だけは別だ。


早い朝にあくび、受付の椅子に堂々と座ってカウンターに肘をついている。


「少しは見習わせてほしいね」


「クーファさんはすごいんですよ」


「君もだよ、リティ。この前のジョズーとの戦い、見てたよ」


「え、見てたんですか？」


リティは姿勢を正した。彼女としても、あの戦いに満点はつけられない。何を言われるか、いろんな意味で覚悟していた。


その様子をロマは静観している。もし彼が不快な立場を徹底するならば、考えるところがあったからだ。


「あの程度の相手に苦戦してるようじゃ話にならないね。ジョズー、僕が知る限りでは二級の中でもせいぜい中堅……。そもそも君は弓が使えるんだろう？　だったらもっとそれを活用して徹底して牽制すべきだ。そうすればあの性格だから、積極的に接近を試みただろう。それなのに君は数発だけ撃って諦めた。当たらないからといってね。それにあのスタイルは死角も多い。せっかく接近してきたあいつに初見とはいえ、アドバンテージを奪われたのもお粗末極まりないよ」


「やけに詳しいわね」


「勉強になります……！」


「あの双雷矛を知らなかったのも君の知識不足だ。冒険者をやるなら、魔導具の知識くらい仕入れておきなよ。あのジョズーなら、一般人を狙う事も想定できただろうに。まぁでも、油断を誘って拳で仕留めたのは及第点といえるかな」


「詳しすぎない？」


饒舌になるジェスターに目を丸くしたのは、生徒達もだった。女子人気は学園一だが、寡黙なイメージも相まって遠巻きから見てる者がほとんどだ。これほどまでに喋る姿など、誰にも想像できなかった。


ロマは得体の知れない不安に駆られる。トップ五という枠組みでしか見ていなかったジェスターが、ここにきて未知数の存在になったからだ。


「なるほど。やっぱり私、まだまだですね」


「あなたはあくまで現役の冒険者なのよ。話半分でよくない？」


「でもジェスターさんは現役でも通用するほど強いと思いますよ。あの人の護衛を務めているくらいですから」


「あの人？」


「レストラン、レドナー大公の時ですよ。あの人の護衛に甲冑をつけていた人がいましたよね。そのうちの一人がジェスターさんです」


「えぇーーー！」


ロマが絶叫するが当時、気絶していたクーファには何の事かわからない。あの時、リティの前に立ちはだかった甲冑の人物こそ、ジェスターだったのだ。学園のエリートにしてレドナー大公の護衛など、並み大抵ではない。周囲の生徒達など、もはや言葉も出なかった。


「そ、それは気づかなかったわ……。でも、あまり親しくなりすぎないほうがいいと思うの」


「どうしてですか？」


「どうしてって……」


ロマも言葉を詰まらせる。ジェスターの存在はともかくとして、なぜ自分はこれほど必死になっているのか。


リティとジェスターを見比べても、うまく言語化できずにいた。


「彼は男の子だし……。警戒するに越したことはないと思うの」


「ロマさん、何を言ってるんですか？　あの人は」


「そろそろ始まるぞ」


気がつけば学園祭開始の時間が近づいていた。そして正門より、ドッと溢れる人の波。喧噪が訪れて、学園祭が始まる。


「リティさん！　私は何をすれば!?」


「クーファさんはここで待機してください。時間が経ったらアーキュラさんと共に、水を配りましょう」


「なるほど！　水分補給をしてもらうんですね!?」


「そうです。その際にこちらの宣伝も忘れずにお願いします」


「はい！　はいはい！」


「クーファちゃん、緊張のあまりハイになってない？」


異様なテンションでクーファがうずうずしている。ロマの指摘がもっともだった。


リティも本当は遊撃に加わりたくて仕方がなかった。今は生徒達を信じて、遠くの賑わいに耳を傾けている。


寂れたこの場所に依頼人が来るかどうかは、遊撃メンバーにかかっていた。


「フン、じれったいな。僕も行こう」


「いいんですか？」


「ボヤボヤしてる暇はないよ。それに僕が女の子に甘い声で囁けば一発さ」


「男の子にもお願いします！」


「最低ね……」


ジェスターの軽薄なセリフに、ロマは嫌悪感を抱いた。一方でリティの純真なセリフがいい中和剤となる。


ジェスターがメイン通りに向かい、リティは堪えきれずにギルドの屋根に飛び乗った。上からの見晴らしは、学園祭の様子を一望できる。


「あ！　誰か来ました！　あの人は調理科の四年生です！」


「さ、さっそく頼む！　パンクしそうだ！」


調理科四年の催し物が予想外の人気を博し、在庫や人手ともに限界を迎えているとの説明を受ける。宮廷料理人を生む事もある学園の調理科となれば、当然の結果であった。


「はい。では依頼金をいただきます」


「え、意外と高い……」


「じゃあ、オマケします。その代わり後でおすそ分けを貰いますね」


「いいよ、いいよ！」


受け付けのミルアの手配で二人の生徒を派遣した。


続けてやってきた冒険者科の一年がエリートクラスの知恵を借りにくる。冒険者講座の催し物にて、一押しの知識が欲しいという。


順調な客入りとなったが、血相を変えてやってきたのは魔導具科の四年の生徒だった。


「ゴ、ゴーレムが暴走した！」


それこそ、こんなところに駆け込んでいる場合ではないと一同は思った。


一刻を争う事態とあって、ロマと共に数人の生徒が向かう。疑問はあるが、これを解決すればアリストピア支部への客入りはより増えるはずだ。一人、また一人とギルドから人員がいなくなる。


「雲行きが怪しくなってきましたね……。人が足りなくなりそうです」


「ちょっとぉ！　ここって困りごとを解決してくださるのでしょ!?　私のジョセアンヌちゃんがいなくなったのよぉ！」


ふくよかな体格をした婦人が要領を得ない依頼を持ち込んできた。遊撃メンバーの活躍の賜物であるが、利用者が増えればこういった手合いも増える。


更には彼女の後ろに続く老若男女の群れだ。リティが危惧していた事態が現実となるのも無理はない。


「べっぴんさんが言っておったぞ！　ワシの入れ歯を捜してくれるんじゃな!?」


「ここに伝説の魔剣ディスバレッドがあると聞いたのだが？」


「んん！　冒険者ギルドの受け付け嬢はロングヘアー以外ありえない！」


「トイレどこだよ！」


客なのかすら不明な連中が押し寄せて、ミルア達が対応に追われる。しかし笑顔を崩さず、一人ずつ丁寧に解きほぐしていくミルア。


ペットのジョセアンヌ捜索に向かうメンバーはすんなり決まったが、入れ歯捜索メンバーの選定でやや揉める。


あっという間に忙しさに見舞われて、あれやこれやと騒ぐ生徒を眺めながらリティは満たされていた。クラスメートと協力して何かを成す。これもパーティを組んで冒険に出るのと同じだというのがリティの感想だ。学園に通っていたらこういう未来もあったと、少しだけ羨ましくも思った。


「連れてきたよ」


「ジェスター様！　ここで依頼を出せばお付き合いしてくださるのね!?」


「は？　妄想も大概にしなさいよ」


「ジェスター様は皆のものよ！」


耳障りな黄色い声がギルド周辺に響く。その数たるや、学年の女子生徒が全員集まったと思えるほどだ。


連れてくるだけ連れてきたジェスターは、小指で耳をほじりながら我関せずといった態度だった。


「ジェ、ジェスター！　こいつら、どうするんだよ！」


「どうするって、依頼を聞けばいいだろ」


「おい、君らの依頼は？」


「ジェスター様と付き合いたい！」


「だ、そうだ。ジェスター、依頼だぞ」


「……は？　え？」


学年トップのエリートが墓穴を掘った瞬間だった。男としては女子と付き合える状況を羨むところだが、今回に限っては別だ。


ジェスターの困り顔が見られただけでなく、まとまった仕事をすべて押し付けられるのだから。


「ジェスターさん！　頑張ってください！」


「いや、それとこれとは」


「ジェスター様と付き合えるのだから、このくらいのお金はあげるわ！」


次々とカウンターに置かれるお金にミルアは気圧される。断れるはずもなく、隣の受け付けの生徒に肘でこづかれて納得した。これはこれでいいのだ、と。


「ジェスター様！」


「わたしが先だけど!?」


「手まで握ってもらった私が先でしょ！」


連れてきた女子達にもみくちゃにされながら、ジェスターが流されていく。手を振って見送ったリティをジェスターが睨むも、笑顔で返された。


「ジェスターさんはすごい人気者ですね！　冒険者となれば、あれくらいの人望はないと……」


「リティちゃんもかわいいし、ほうっておかない男の子も多いと思うけどね」


「ミルアさん。そうなんですか？」


「ちょっと子どもっぽいかな……」


一部から振られたにもかかわらず、リティはミルアの言葉の意味を考えていた。子どもっぽいという欠点と向き合おうとしたが、答えなど出るはずもない。


「ミャン、私は子どもっぽいですか？」


「みゃん！」


「そうですか」


では逆に大人っぽいとはどういう事か、とリティが考える。そこで彼女が閃いたのは、いつか飲んだコーヒーのブラックを克服する事だった。


何事も小さな一歩から。冒険者だろうが戦いだろうが、リティのやる事は変わらない。


カタラーナのように優雅にコーヒーをすする自分を想像しながら、リティは明日への活力にするのであった。







第七話　リティ、公開訓練に挑む


「我らから、貴様らに依頼してやろう！」


学園祭の昼下がり、トップ五の取り巻きの一人がアリストピア支部にやってきた。


彼はヒスリーテの家に仕える従者の家系であり、男子生徒マルコラスだ。そんな彼が支部全体を威嚇するようにして立っている。


「しけた催し物だな。どうも貧乏臭くてたまらん」


誰もが歓迎してなかったが、依頼を持ってきたのなら無碍には扱えない。


ミルアが笑顔で応対したにもかかわらず、彼はろくに金額も聞かずにカウンターにそれを叩きつけた。


「これだけあれば十分だろう？　要件を手短に言うぞ。ここに来ている三人の現役冒険者の女に訓練してもらいたい」


「リティさん達？」


「そうだ。今年から催し物の内容を変更してな。知ってるだろうが我々を見に来る国内の重鎮は多い。そんな中での公開訓練というわけだ」


「リティさん、どうですか？」


「いいですよ」


模擬ギルドの屋根から下りたリティが快諾する。ちょうど戻ってきたロマは返事を返せず、クーファも同様だった。


明らかに何か企んでいるとわかっているからだ。しかし、ここで断るという選択をすればどうなるか。トップの四人に笑われるのは些細な事であり、本質は彼女達が受けている依頼の達成の有無だ。


学園長からの依頼を引き受けておきながら、自らの評判を落とすようでは話にならない。たとえ罠だとわかっていても、それを受ける度量と実力が必要なのである。


「私もいいわよ。クーファちゃんは？」


「わたしは……」


傍らの元奴隷の少女の心配そうな眼差しがクーファに刺さる。安心させなければ意味がない。笑顔で見送ってもらえるほどの実力が今のクーファにはないのだ。


「……ご主人様」


「やります」


「フン、だったら支度をしろ。時間は指定した通りだ」


横柄な態度を崩さず、マルコラスは去っていく。その際に肩で笑っていたのをロマは見逃さなかった。


学園内のトップといえど、冒険者ですらない相手にわからせる必要があるとロマはすでに使命感を滾らせている。


息を吐いて、彼女は太ったトップの一人を思い出した。


「ねぇ、このクラスの女の子達はリユトーに脅されてショートカットにしてるの？」


「そう……。入学時は私の髪も長かった」


「何も知らない下級生があいつとすれ違おうものなら、ひどかったわ」


「髪を引っ張って、その場で切るんだもんね……」


「子どもの頃、同年代の髪の長い子にこっぴどく振られたのが原因だって聞いたけど……」


女子たちの発言に対してそんな事で、と思わなくもないロマだがすぐに頭の片隅に追いやる。


その辺りの心的ダメージは個人によるもので、たとえリユトーであろうと馬鹿にはしない。その怒りが何故、髪に向かうのかは理解できなかったが。


かつてのロマの悩みですら、聞く者次第では鼻で笑い飛ばしただろう。


「私達も三級。ギルドの教官としてデビューできる資格もあるわ。その気はないけど、ちょうどよかった」


ロマの薄ら笑いに、生徒達は寒気を覚えた。リティや水の上位精霊の契約者であるクーファの陰に隠れがちだが、彼女も天才の一人だからだ。


パーティを組まなくとも、そのポテンシャルは冒険者として名を轟かせるに相応しい。


「さ、行きましょ」


颯爽と指定場所へ向かう彼女の後姿は生徒達にとって、現役を彷彿とさせる風格がある。長身からのロングヘアーをなびかせて、ロマはやはり嬉々としていた。


*　*　*


アリストピア学園模擬戦用コロシアム。召喚師サモナーギルドにあったものよりも規模は大きく、観客席はほぼ満員だった。


その面々たるや、貴族階級を始めとした重鎮揃いだ。果てには王族も顔を見せている。息子であるバドリックの勇姿を見に来たかと、周囲の者達は口々に囁いた。


「第一王子のオリヴァン様に第二王子のヘンデル様もいらっしゃるぞ……。第三や第四も……」


「どちらもこの学園を首席で卒業されている。やはり弟であるバドリック様が目当てだろうな」


「第一王女のリオノーラ様だ！　相変わらずお美しい！」


「オレは第二王女のミュリシア様派だな！」


遠征中の第五王子を除いた王族達が、各々がリラックスする形で待ち望んでいる。彼らが注目するのはバドリックだが、ただ一人だけは違った。


「我が子がいないようだが」


「そうだな。直に姿を現すだろう」


不満を隠さず、レドナーは専用の席で肘をついていた。







    
  
  




彼の視線の先には一人を除いたトップの四人がいる。値踏みするように見定めるレドナーだが、特別な感情はない。


彼が眠ってしまおうかと思った矢先、冒険者の少女達がコロシアムに入場してきた。


「来たぞ。あれが学園長推薦の冒険者……って、まだ子どもじゃないか」


「オイオイ、冗談きついぜ」


「今日は公開訓練と聞いたんだが、まさかあの子達が指導をするのか？」


「どっちが指導されるんだかなぁ」


不信と嘲笑が入り乱れるコロシアム内だが、リティは張り切って準備運動に勤しんでいる。人に囲まれている状況とあって、元奴隷の少女はクーファから離れない。


「ご、ご主人様……こわい……」


「わたしがいます」


「ハハハ、本当に来たよ」


バドリックがリティ達を挑発するように、にやつく。その際にちらりと王族を見る。父親である国王は当然として、彼にとっては兄達も見返す対象だった。


ここで成功すれば、第一王子のオリヴァンから王位継承権を奪えると確信しているのだ。


当のオリヴァンは無骨な青年の表情を崩さず、会場全体を高い観客席から俯瞰していた。


「えー、皆様！　本日はお集りいただき誠にありがとうございますぅ！　今日は公開訓練とあって、皆様にぜひ見ていただきたいのですよぉ！」


「そこにいる子達は一人を除いて私達よりも年下……ですが、現役で活躍されている冒険者ですのよ。いわば先輩に当たる彼女達のご指導は、きっと後学の為になりますわ」


イズワルとヒスリーテがリティ達にダメ押しと言わんばかりのプレッシャーを与える。ここでロマは彼らの企みに気づいた。


「リティ、気をつけて。これが公開訓練というなら、単に圧勝してはいけないわ」


「そうですね。私も勉強になると思いますし、頑張ります」


「それはいいけど、思ったより厄介かもしれない。だって……」


「ぜひお手柔らかにお願いしますよ？　センセ？」


ロマの発言に続けるかのように、バドリックは狙いを暴露した。王族も含む大勢の前で、リティ達は本気を出せない。


かといって、ただ勝てばいいというわけでもない。彼はそこに目をつけたのだ。


本気を出せない彼女達を完膚なきまでに叩き潰す。訓練という名目で彼女達が負ければ、まともに冒険者活動など出来るはずもない。


気に入らないリティを潰すと同時に、自らの株上げも怠らないのがバドリックだった。


「では改めて……。私はロマ、三級冒険者です。光栄にも、学園のトップの生徒達に訓練の依頼をいただきました。今回は少しでも彼らの力になれるよう全力を尽くします」


この場において、ロマ達が言い出さない事には何も始まらない。主導権はあくまで教官の役割を担っている彼女達にあるからだ。


ロマの皮肉を込めた言葉だが、半分は嘘ではない。剣を抜き、試合場へ上がると激しく素振りを行う。


「私は剣士ファイターだから、そちらのイズワル君は専門外ね。バドリック様とヒスリーテ様はどんな冒険者を目指しているのですか？」


「そうだなぁ。それは先生が判断してくださいよ」


「わからないから聞いてるのよ」


「現役なのに？」


バドリックは三人に恥をかかせる事しか考えていない。とにかくロマを揺さぶりたいのだ。しかし彼の意に反して、ロマは何も言い返さなかった。


強がりはしたものの、全員の実力が未知数だ。ロマは内心ではどうしたものかと悩むが、それをおくびにも出さない。


「ぼ、僕がやる！」


巨体が飛んで、試合場に着地する。やや揺れを感じるほどの重量に、ロマは深く息を吐いた。腰の鞘から汚れや刃こぼれ一つない剣を抜いて、今にも襲いかからんばかりのリユトー。


「おいおい、リユトー。落ち着けって」


「うるさいッ！」


「……あ？」


国王達の手前、リユトーの暴言にバドリックは応えた。ここで怒ってはすべてが水の泡だからだ。それだけに心の中で毒づく。


「ではリユトー君。さっそく……」


リユトーは躊躇しなかった。巨体が踊り、ロマに斬りかかる。


寸前のところで回避するも、その体幹は彼女の予想を超えていた。ぐるりと腰を捻り、追撃を放つ。


「ちょ！　待ち……」


「この！　この髪女ァァァ！」


その体格からは予想もつかない剣技に、ロマは意表を突かれた。重量感をしっかりと活かして、地に足をつける。


それでいて重みに重点を置いた剣撃。彼が剣士ファイターの称号を持っているのも、はったりではないとこの場で証明していた。


「センセ！　早くご指導を！」


「そうよ！　美しくないわぁ！」


「まさかこのままやられちゃったりしませんよねぇ？　ヒヒヒ！」


三人の野次が飛ぶが、ロマは冷静だった。まず彼女は己を恥じる。その見た目でリユトーを判断していた事。体格すらも武器にした独特な剣技に、ロマは感心すらした。


「なるほど……。指導は教えるだけじゃない、か」


「かぁぁぁみぃぃッ！　ハァ……ハァッ……！」


リユトーの突きをかわしたロマが構え直す。彼の動きと様子を見て気づいた事があったからだ。


動きはいい。ロマを指導した教官達が見ても、称賛するだろう。しかしやはり弱点はあると、ロマは反撃に出た。


「うえぇ!?」


「打ち込み！　開始ッ！」


リユトーが間抜けな声を上げた時、ロマの剣が振り下ろされた。咄嗟に剣で防いだリユトーだが、まもなく受ける衝撃は予想していなかった。


その剣にロマの剣が叩き込まれる。手、手首、腕。リユトーの全身に衝撃が走り、足腰が揺らいだ。


「次ッ！」


「ひ、ひいぃぃ！」


再び振り下ろされた時にはリユトーが受け切れずに、尻餅をついてコロリと体を後ろへ転がす。


二撃目で少し力を入れたのはまずかったかと、ロマには多少の後悔があった。剣を手放して手首をさすりながら、リユトーは涙を流していたのだ。


「いだい！　いだいよぉ！　やだぁぁ！」


「動きはいいけど、打ち込みの訓練が足りないようね。言うなれば、技は磨かれているけど基礎が抜け落ちている。要するに技を支える体がないの。それにすぐに息が上がっていたのもダメね。その体じゃ動き続けるのもつらいでしょう」


「あぁぁ！　やだぁぁ！　ママァァ！」


「ママって……」


「まぁ！　リユトーちゃん！」


観客席から飛び出てきたのは、似たような体格の中年女性だった。泣いて這いずり回るリユトーに抱きついた後、ロマをこれでもかと睨む。


「あなた！　やりすぎではなくて!?」


「あなたは？」


「リユトーちゃんの母親よ！　よくもあんなに恐ろしい事を！」


「……過保護なのはいいですけど。周りも見たほうがいいですよ」


ロマに促されたリユトーの母親は周囲を見渡す。彼らがヒソヒソと何を囁いているか、聴こえなくてもわかったからだ。


この場において誰が恥ずべき存在か。それを理解した以上、リユトーを引きずって出て行くしかなかった。


「彼は剣士ファイターの称号を持っているのではないのか？」


「さすがに現役で活動している冒険者には勝てないか」


「あの歳で母親の肌が忘れられんとはなぁ」


呆れ、失望、嘲笑。それらを親子揃って受けてしまっては、もはや模擬戦場からも消えるしかない。


去り際、母親の長い髪が振り乱れる様を見たロマがぞくりとした。過保護に見えたが実は、などと邪推もする。


「……人間、自立がスタートラインね」


自分が家出した身の上である事をロマは再認識した。







第八話　リティ、ロマを止める


「学園の優秀な生徒というから期待していたんだが……」


「彼は剣士ファイターではないのか？」


期待していた重鎮の反応に、トップの三人は各々の感情を抱えていた。


王族であり、彼らを見返す事しか考えていないバドリックはまだいい。生意気な態度をとったリユトーへの報復を考える程度だ。彼と同じく、冒険者としてのステータスが欲しいイズワルも同様だった。


問題はそこ以外に拘りを見せる侯爵令嬢ヒスリーテである。


「あの豚……！　よくもわたくしの晴れ舞台を汚したわね……」


「あーあ……。ヒスリーテ様がお怒りですねぇ」


イズワルが肩をすくめる。お嬢様を気取ってはいるが、その気性は並み大抵ではない。


バドリックにも劣らないプライドを併せ持つ彼女が荒れ狂えば、どれほど面倒な事になるか。


口を滑らした生徒がどのような仕打ちを受けたか。それを知っているからこそ、イズワルもヒスリーテには程々の態度で接している。


「ざっけんじゃねぇわよッ！　あの豚！　今すぐにでも連れてきなさい！　マルコラスッ！」


「は、はいッ！　ただいま！」


「訓練中よ。後にして」


ロマの発言にイズワルだけでなく、バドリックも固まる。ヒスリーテの面倒な性格は、バドリックでさえも辟易とさせるのだ。


仮にも侯爵令嬢とあっては王族とて、下手に扱えない。それだけにロマの自由な発言に舌打ちさえした。確実に飛び火があるとわかっているからだ。


「バドリック様！　ここはわたくしに任せてくださらないかしら!?」


「あぁ、好きにしろ」


「ワタシ達の出番は……」


マシな飛び火でよかったと胸をなでおろすバドリック。彼から許可をもらったヒスリーテはロマを睨むと、片手をかざす。


冷えた風が流れて、ロマは二の腕をさすった。突然の場の変化をもたらしたのがヒスリーテだとわかると、すかさず距離を取る。


「あなたも魔法使いマジシャンね。それなら私じゃ専門外だから、クーファちゃん辺りかな……？」


「あら？　あなた、魔法も使えないわけ？」


「えぇ、残念ながらそっちには恵まれなかったようね」


「ホッ！　ホホホホ！　それは惨めですこと！　まぁ平民が冒険者をやるなら、せいぜい泥臭い剣士ファイターがお似合いね！」


「……なんですって？」


ヒスリーテが甲高い声でロマを嘲笑する。


ロマはかつて同じ女性としてユグドラシアのバンデラに憧れて、その道を目指した。しかし魔力の総量が低く、ジョブギルドから事実上の追放を言い渡される。


地道に鍛え上げて完成させる前衛職とは違い、魔法職はシビアだ。生まれながらに魔力を持つ者とそうでない者。こればかりは努力でも壁は破れない。


派手な活躍に憧れる者は多いが魔力を与えられる者は少なく、ロマもその一人だった。


「魔力に恵まれる人間は決まってるの。当然よね……魔法の威力一つで戦局が左右されるんだもの。つまりわたくしのような高貴な人間はね……生まれながらにして勝ってるわけ」


「お言葉だけどヒスリーテさん。魔法一つでどうにかなるほど、冒険者は甘くないわ」


「あら？　そうかしら？　現にあのユグドラシアのバンデラは指先一つで魔物の群れを壊滅できるというわ」


「あの人は特別よ。それにそんなにすごい人でもパーティを組まないと戦えない……。それほど厳しい世界よ」


「あなたが弱いからそう思うのではなくて？」


度重なるヒスリーテの挑発に、ロマは我慢の限界を迎えていた。女性に対する偏見に嫌気が差して冒険者を志した彼女だ。


リティのおかげで軟化したとはいえ、やはり心の奥底には負けじとする気持ちがある。


自分が弱い。それを事実だと認めていても、魔力に恵まれているであろうヒスリーテに何も感じないわけではなかった。


「まぁあなたみたいなブスは剣でも振ってるのがお似合いよ。どんな殿方も、汗臭い女には見向きもしないわ」


「そんなに男に好かれたいなら、お好きにどうぞ。生涯、男にお酒でも注いで機嫌を取ってればいいわ。お似合いよ」


「あんた、このあたくしを馬鹿にしたわけ？　平民風情のブスがぁッ！」


ロマに平手打ちをくらわそうとしたヒスリーテだが、その手が止まる。ロマの頬に当たったまま動かない。エーレーンのそれとは比べようもないほど、お粗末なものだった。


「……やっぱり魔法使いマジシャンね。こっちは鍛えてないから軟弱よ」


「だったら、わたくしの魔法でぶっ殺してやるわよッ！」


「かかってきなさい」


「ロマさん」


リティが二人の間に入る。彼女に触れられた途端、ロマは熱が急速に下がる感覚を覚えた。


指導という立場を忘れて、ヒスリーテと同じところに落ちた事を認識したのだ。


「リティ……」


「ロマさん。ヒスリーテさんが魔法職なら、クーファさんに譲りましょう」


「そ、そうだけど。クーファちゃん、できるの？」


「できまぁす……」


その声が裏返っていて、ロマが苦笑した。今、自分はリティ達とパーティを組んでいると思い出したのだ。


一人ならこうはいかなかった。怒りに囚われて、ヒスリーテと戦っていただろう。


対してリティはどうかとロマは考える。挑発に乗らずに冷静な対処をしていただろうかと、リティを見ながら無言で問いかけた。


おとなしく試合場を降りて、クーファにバトンを渡す。


「ありがと」


「私もこうしてロマさんに助けてもらいました」


「え？　えぇ、そうだったわね……」


いつかのネームドモンスター戦で、リティが結果を焦った時だ。今、こうしてロマがリティに感謝しているのと同じだった。リティもまたロマに感謝している。


「ロマさんの助けになれてよかったです」


「お互い頑張りましょ……」


「あんたがわたくしの指導ですって!?」


二人が見ると、ヒスリーテがクーファを罵倒していた。長身のヒスリーテに対してクーファは小さい。


同じ歳のロマどころか、下級生以下の少女が指導に立つというのだから激昂も収まらなかった。


「はい、どうかよろしく……」


「あんたみたいなブスガキが、わたくしに何を教えるというの!?」


「そ、それは魔法を見せてもらえれば」


「だったら見せてやるわよぉ！　氷属性高位魔法フローズン・ガーデン！」


ヒスリーテを中心に床に氷が張り巡らされて、一瞬でクーファが巻き込まれる。足、膝までが凍結して身動きを封じられた。


更に床の氷が氷柱となり、ボコボコと刺が生えてうねりを見せる。茨の鞭のようにしなり、先端から吹雪のごとく氷の粒が舞う。やがて咲いたそれは紛れもなく薔薇だった。


「おおおぉぉ！　なんだあの魔法は！」


「氷のバラか！　なんと美しい！」


咲き乱れる氷の薔薇に観客が見とれている。ヒスリーテがその一つに腰をかけて、前髪をかきあげた。


氷の薔薇が頭を上げるように上昇して、ガーデンの一部となりつつあるクーファを見下ろしている。


「どう？　これがわたくしのオリジナルの魔術式よ。あなたの魔術式は及第点ね。大切なものが欠けている」


「大切なもの……」


「美しさよ。戦いを彩るのは勝利だけじゃない。戦場にいるものすべてを魅了してこそ、本物の強さと美が描かれるの」


クーファの上半身まで凍結が侵食していた。それを楽しむかのように、ヒスリーテはケラケラと笑う。


「戦いを彩るのは美しさよ。勝つので精一杯なあなただから、あんな魔術式が限界なの。いや……そこらの凡人にも言えることだけど」


「なるほど……」


クーファは大小が咲き乱れる氷の薔薇に見とれていた。ヒスリーテの言葉を否定せずに教えるどころか学んでいる。


それはリティの姿勢に通ずるところがあり、己の未熟さを自覚しているが故の思考だった。


アーキュラに相応しいマスターになる。漠然としすぎていて未だに彼女もどうすればいいのかわかっていない。


だからこそ、吸収できるものはすると決めていたのだ。


「あんたみたいなチビブスはねぇ！　水遊びでもやってるのがお似合いなのよ！　水の上位精霊だか何だか知らないけど、そんな様じゃ恰好もつかないわ！」


「わたしは……教えなきゃいけないので。攻撃しません……」


「はぁ!?　状況見て言ってんのかってのよぉ！　あんたは庶民のブス！　片やわたくしは将来が約束された人間だっつうのよッ！　このクソブス！」


「美しさ……」


「ねー、考えるのもいいけどさー。ひとまずどうにかしない？」


アーキュラがしびれを切らして、クーファに提案した。間延びしたアーキュラの喋り方が癪に障り、ヒスリーテは攻撃に移る。


氷の薔薇達が一斉にクーファに襲いかかった。


「水属性なんて凍らせればいいのよ！　それがわからないからあんたはブ……」


氷の薔薇がクーファに届く事はなかった。クーファを覆った水が瞬く間に氷へと変化したからだ。


氷の薔薇が衝突して砕け散り、その強度が証明される。散った氷の欠片が舞うと、それが陽光に反射して煌びやかに光った。


「こ、氷って!?」


「ヒスリーテさんのおかげです……。水の形も一つじゃないんですよね」


「この段階で？　はぁ!?」


「それと……一ついいですか」


「何よ！」


クーファがまとっている氷が溶けだして、今度は湯気を立てた。みるみるうちに周囲の氷が溶け出す。


ヒスリーテが作り上げた氷の庭園は、薔薇が溶け始めた事により一気に不気味な様相となった。


溶けた事により、ヒスリーテは氷の薔薇から転落する。そんな彼女を水が包み込み、優しく地上へと降ろした。


「ぶ、不気味だな……」


「氷の彫刻は美しいが、こうなってしまうのがな」


観客が氷の庭園への評価を覆し始めた。ヒスリーテの沸点が高まっているのも知らずに、クーファは更にたたみかける。


「それと、氷の薔薇も元々は水なら……」


「あ、あぁぁぁ!?」


氷の薔薇に亀裂が入り、そこから熱湯が噴き出す。噴水のように飛沫を上げて、それが箇所を増やした。


複数からの飛沫は天に向かい、それが作り出したのは虹だ。七色に輝く虹は試合場の上にかかり、観客席が絶好の観賞場所となる。


溶けたいびつな庭園にとって代わるように、虹が観客を魅了した。


「美しい！」


「虹など、久しく見ていなかったな！」


「忙しい日常に没頭するあまり忘れていたよ！」


「あ、あ、あっ、あああ……」


こうなればヒスリーテの自我は崩壊する。これまで強い者を見ては醜いと貶める事によって、自我を保ってきたのが彼女だ。


恵まれた容姿を持って美を磨き、武器としていた彼女にもはや誇るものなどない。


膨大な魔力を持ちながらも美に傾倒した魔術式だという現実を、年下のクーファに突きつけられてしまった。もちろんクーファにその意図はない。彼女の主張は別にあった。


「あの、薔薇だけじゃなくて色々なお花があるともっと綺麗に……あれ？」


「ああ、あ、あ、ああ、ホホホ……ホホホホホホ……！」


「どうしたんですか!?」


座り込んで呆けているヒスリーテの異常さにクーファがうろたえる。肩をゆするも、反応は変わらない。


すっかり水浸しとなった試合場は、ヒスリーテのプライドの残骸のようであった。


「皆さん！　様子がおかしいんです！」


「大変ですね！　早く運びましょう！」


「はい！」


「ヒスリーテ嬢ぉぉぉ！」


マルコラスが取り乱すが、リティが飛び出してヒスリーテを背負う。その一方で、責任を感じたクーファはひたすら反省した。


ヒスリーテに何も教える事が出来ずに後悔していたのだ。公開訓練という場で、ヒスリーテがおかしくなる。自責の念に駆られるも、やはり答えなど出なかった。


「わたしのせいですか。それとも何かの病気なんでしょうか……」


「傲慢病だねー」


アーキュラのいい加減な発言すらもクーファは鵜呑みにしてしまう。傲慢病、後で調べてみようと決心したのだった。







第九話　リティ、公開訓練を糧にする


バドリックはここにきて、ようやく焦った。リユトーとヒスリーテが立て続けに醜態を見せれば、観客の反応もわかる。


何より一番見せたくない相手がいるのだ。第一王子のオリヴァン、彼こそがバドリックの怨敵でもある。


父親である国王だけでなく、国内で彼を褒め称えない者などいない。幼少の頃からすべてにおいて大人を唸らせ、剣術でも圧倒した。


アルディスほどではないにしろ、少年時代にはすでに剣の師匠すら手も足も出なくなる。そんな彼と比較されて教育係から小言を言われたのではたまらない。


「王位継承権もないのに……やってられるわけないだろ」


「バドリック様？　どうされますかぁ？　なかなかまずい状況ですよぉ」


ユグドラシアのアルディスとて同じだ。平民の生まれながら、王家顔負けの才覚を見せつけられた。


オリヴァン様は素晴らしかった。それにあのアルディスと比べてもバドリック様は、などと嫌でも彼の耳に届く。


バドリックは観客席にいるオリヴァンを睨みつけた。


「高みから見下しやがって……。どいつもこいつもアルディスか？　フン、奴が英雄なら、オレは英雄王だろ」


国王の隣に堂々と居座るところからも、彼がより王位に近いと連想させる。他の兄達の中には、にやけながら本当にバドリックを見下す者もいた。


学園で威張り散らしている彼も、王家の中ではこのような扱いなのだ。だからこそ、学園という箱庭で犠牲者が出るのだが。


「おい、イズワル。本当はお前もオレを見下してるんだろ？」


「は、はいぃ？　そんなわけないじゃないですかぁ」


「お前の父親が経営する情報出版屋は城内のスキャンダルも度々暴いてきたんだよなぁ。さぞかし気持ちいいだろうな」


「そんなこと」


イズワルの返答を許さず、バドリックの拳が入る。歯と血を飛ばして倒れ伏すイズワルが丸メガネを捜すが、その手を踏まれた。


「二人であのガキどもを殺るぞ」


「は、はいぃ……」


「お前のオリジナルの魔術式とかいうの……確かなんだろうな」


「確かですぅ……」


鼻血を垂らしながら、イズワルがバドリックに胸倉を掴まれながらも起こされる。


その横暴な振る舞いですでに観客席は冷えてるのだが、バドリックにはもはやどうでもよかった。


何故、こうなったか。リティ達にすべて転嫁する事によって、その他の問題を有耶無耶にしているのだ。


「そっちは誰がご指導してくださるんだ？」


「それよりバドリックさん。なんでイズワルさんを殴ったんですか」


「うるせぇ」


リティの言葉を無視して、バドリックは試合場に上がる。鼻を押さえながらもイズワルが続き、リティが二人を訝しんだ。


こんな状況で訓練など出来るのかという疑問を持ったのは、リティだけではない。ロマもすでに続ける意味はないと考えていた。


「センセ、指導してくれよ。まさかあーだこーだ言い訳して逃げるのか？」


「わかりました。私がやります」


「リティ、一人で行くの？」


「はい。少し言いたいことがあるので」


軽快な動きで試合場に飛び乗ったリティ。バドリックが目でイズワルに促した途端、詠唱を開始した。


面食らったリティはイズワルの詠唱を許してしまう。


「炎属性中位魔法ブレイズショット！」


観客への被害を考慮して、リティはそれを盾で凌ぐ。足腰を踏ん張っても、その威力はリティの足を後方に滑らせる。


決して低くないイズワルの魔力を熱として感じたリティは、盾の構えを解かない。


暴発してかき消えた炎属性中位魔法ブレイズショットを確認した後、リティは後ろを心配した。


「イズワルさん。観客の方々もいます」


「そうでしょうねぇ。でも、先生ならどうにでも出来るんじゃないですかぁ？　先生ならぁ……ヒヒヒヒッ！」


「イズワル、容赦するな」


「もちろんですよぉ」


「リティさん！　後ろは気にしないでください！」


クーファが水の防壁でカバーしていた。ロマも迎撃態勢をとっており、その瞳には怒りが込められている。


リティでなければ犠牲者が出たかもしれない。誰が彼らをあのように教育したのか。誰も正しい事を教えなかったのか。その答えをエーレーンを思い浮かべる事で解決した。彼女らのような大人が持て囃し、増長させたのだ。


教育者が生徒の顔色を窺い、身分や実績ですべてが決まる。誰もが学園の体面しか考えていない。リユトーの母親を見る限り、肉親も似たようなものだろうとロマは思った。


その結果、この依頼への答えは出たようなものだ。しかし今はそれを口にしない。


「リティ。任せたわ」


「はい」


ロマは言葉にしなかった。リティがやると言っている以上、尊重したのだ。


リティの背中からも感じられる怒気は、ロマも気圧されそうになる。


いつも冒険の事しか考えていないリティが何に憤っているか。考えるまでもなかった。


「バドリックさん、イズワルさん。冒険者をステータスにするだけなのはもったいないです」


「死ぬかもしれない場所にいってこいってか？」


「そんな死ぬかもしれない場所でしか得られないものもあります」


「へぇ、それを今から教えてくれるってのか？」


「そうです。そしてそれは今も変わりません」


リティの言葉の意味など、バドリック達に理解できるはずもない。リティと共にいて理解しようとしたロマだからこそわかる。


リティに憧れて、理解を深めようとしているクーファだからこそ薄々気づく。


「それで先生、何を教えてくれるんですかぁ？」


「それは私も同じです」


「はぁ？」


「私は人に教えられるほど一人前ではありません」


リティは盾の構えを維持したまま、二人の前に立ったままだ。そして俊敏に左右へ動いた後、また元の位置に戻る。


「お二人は私に攻撃を当ててください。私は全力で防いだり、逃げます。これなら互いの訓練にもなるはずです」


「つまりお前からは手出しをしないってのか」


「そうです」


「舐めていると？」


「そうではありません」


どよめく観客もリティの言動を理解できていない。バドリックがその言葉を鵜呑みにするはずもなく、みるみると顔が紅潮していく。


興奮が最高潮に達したところで、片手に魔力を込めて雷を纏わせた。


「当たって死んでもいいって事だなッ！　雷属性中位魔法サンダーソードッ！」


バドリックの片手から雷が伸びて、リティを狙う。それは形を保ったまま、剣のように真っすぐと伸びたままだ。


右手には本物の剣を持ち、躊躇なくリティへ襲いかかる。


「バカにしやがってぇ！　イズワル！　殺せ！」


バドリックの猛攻を凌いでいるリティの真横の床から、地柱が突き出た。かわした先で斜め後方から炎の球と、的確に狙いをつけてくる。


何もないところから魔法が、とリティが訝しむがイズワルの表情を見て理解した。


「アナライズ終了……。あなたの行動パターンは大体ですが把握しましたぁ！　もう逃げても無駄ですよ！　ヒヒヒ！」


「クククッ！　イズワルは王都でも一、二を争う情報出版屋の息子さ！」


「僕のオリジナルの魔術式は敵の情報を収集して行動を解析し……自動で敵を追跡するのですぅ！」


バドリックに加えてイズワルのオート魔法に、さすがのリティも逃げの一手がやや苦しくなる。と、観客はおろかロマ達ですら思った。


事実、リティの逃げ場が確実に封じられている。危うくかする場面も少なくない。


「戦いに必要なのは情報なんですよぉ！　情報さえあれば魔物も人間も殺せる……これが最適な戦法でしょお？　ヒヒヒヒヒッ！」


「すごい魔法です！　感動しました！」


「そうでしょう、そうでしょうよぉ！」


「私も勉強します！」


強がりを、とイズワルが口角を吊り上げるのもこれが最後だった。あと一息で当たるはずだった魔法が、また当たらなくなっている。


それに加えてイズワルも気づかなかったが、恐るべきはやはりリティの身体能力だ。


二人がかりな上にとっておきのオリジナル魔術式ですら捉えられない。空中で身を反転させて、ありえない体幹を見せつけてからの着地。


瞬発力は目で追えず、気がつけばバドリックは何度も後ろを取られている。


「あぁ！　チクショウ！　そこかぁ!?」


こうなるとバドリックも、闇雲に剣を振るしかない。片手で魔法を放ちつつ、剣術を駆使するのが彼の戦闘スタイルだ。


学園内でもジェスターを除けば彼に勝てる者はいない。高い魔力から繰り出される魔法をまき散らしながら、敵を追い詰めて仕留める。


これまで何度も模擬戦を制してきたというのに、リティは思うようにさせてくれない。


「イズワルゥ！」


「ちゃ、ちゃんと解析してますよぉ！」


「私の動きって無駄が多かったですね」


その一言が二人の背筋に冷たいものを走らせた。何故か理解できてしまったのだ。


リティの動きを実際に見せつけられて実感したからこそ、わかってしまった。


「こ、こいつ……イズワルの魔術式さえもクリアして、成長……」


「相手の弱点がわかるなんてすごいです！　私も頑張って成長しないと！」


無邪気にはしゃぐリティだが、二人には恐怖の対象でしかない。繰り出されるオート魔法も、もはや何の意味も成していなかった。


アスレチックで遊ぶ子どものように、リティにとってそれは児戯でしかない。


「でも、ちょっと単調かもですね。もう少しパターンを増やしたほうがいいかもしれません」


「そんな、わ、ワタシが、四年もかけて、生み出したオリジナル、魔術式が……」


「まだ頑張れますよ！　ファイトです！」


「ひっ！　も、もう嫌だぁ！　戦いたくないぃ！」


イズワルがオート魔法をやめて、試合場から逃げていく。取り残されたバドリックが叫ぶも、覇気はなかった。


彼自身も諦めていたからだ。二人がかりなら、まだ勝てると思っていた。その目算すらも甘かった。


「ダメですよ！　まだ訓練は終わってません！」


「ひいぃぃ！　もういい、もういいですぅ！　ワタシが悪かったぁ！」


リティは固まるバドリックを跳び越えて、逃げるイズワルの前に出た。一瞬で追いつかれた事実すらもどうでもよく、彼はひたすら半泣きになりながら懇願する。


困り果てたリティが試合場を見ると、バドリックが剣を落として降りてきた。


「……チクショウ」


「バドリックさん？」


「クソォ！　どいつもこいつもよぉ！」


リティ達を叩き潰して株を上げるつもりだった彼だが、もはや何の願望もなかった。


反省して再出発、となればよいが彼は違う。お前さえ来なければとリティを睨むのが関の山だ。


「お前さえ」


「いなければ、かい？」


現れたジェスターが、バドリックに追い打ちをかける。今更、出てきた彼にバドリックは激昂する。しかし殴りかかるもかわされて、拳を受け止められた。


「ジェスタァ！」


「第六王子だから、兄のほうが才能があるから。王位継承権が自分にはないから。僕からすれば羨ましい環境だよ」


「何だと！」


「王子で教育すらも何一つ不自由なく受けられる環境に身を置いておきながら、何を悔やむんだい。挙句の果てに、そこのリティに嫉妬か……」


「前から思ってたが、口の利き方がなってないよなぁ！」


「そうですね。あなたは陛下の息子で、僕は大公の子どもなのですから」


「えぇ!?」


リティが声を上げるほど驚き、続いて観客席にいるレドナーを見た。


レドナーはさも当然のように、見下ろしている。再びジェスターに視線を戻すと、かすかに笑った。


「リティ、君とは確かに会ってるよ。学園にいない時、僕はずっとあの人につきっきりなんだ」


「護衛ですよね？」


「社会勉強も兼ねてるかな。おかげでなかなか自由がなくてね。おっと……」


ジェスターがわざとらしく父親であるレドナーに目を向ける。そしてまた自嘲気味に笑うと、剣を抜いた。


「公開訓練なんて茶番はもう終わりだ。リティ、僕と勝負をしろ」


「私と……？　どうしてですか？」


「君が気になる」


「そうなんですか」


一応の納得はしたが、リティとしては彼と戦う理由がない。夜襲してきたニルスや奇襲してきたジョズーとは違う。


純粋な真剣勝負というものに、リティは慣れていなかった。


「これも冒険、だろう？」


「うーん……。そうかもしれませんけど……」


「面白い！　やってみろ！　さぁ皆さん！　我が自慢の息子が、現役の冒険者と剣を交えます！　見てみたいでしょう！」


唐突にレドナーが立ち上がり、観客を煽る。その行動の意味を理解できず、リティはレドナーの悪意として受け取った。


これを機会に息子を通じて自分を潰そうとしてるとさえ感じたのだ。あのレストランでの一件を思い出したリティは思い直す。


「わかりました。ジェスターさん、勝負しましょう」


「感謝するよ。本気でやらせてもらう」


両者の勝負が成立すると、観客達が歓声を巻き起こした。


「レドナー大公のご子息か！　これは見物だ！」


「どちらが勝つと思いますかな？」


「ジェスター様でしょう」


「私はあちらのリティという少女も見所があると思いますな」


「リティ……！」


決闘ムードへと移行する中、ロマはある意味で心配していた。勝負の行く末もだが、ジェスターが言った言葉が気になっている。


「君が気になるって……どういう事よ」


「ロマさん、どうしたんですか？　リティさんが心配なんですか？」


「えぇ……！」


ロマの真意がわからず、クーファは言葉通りに受け取って身を引き締めた。


戦いの中でそういうものが芽生えたとしたら、などとロマにとっては気が気でない状況だ。


改めてジェスターを見ると、やはり容姿端麗であり魅力的に見える。ロマはあくまで客観的に観察していた。


「まだあなたには早いのよ、リティ……」


妹を心配するような心地で、ロマは試合場で向かい合う二人を見る。もはやリティの勝利よりも、だいぶ何かへと傾いていた。







第十話　リティ、ジェスターと決闘する


リティは対峙するジェスターを観察した。物腰、得物、視線。力量と戦法を把握しようと努めるが、捗らない。


戦いの前だというのに極めて穏やかで、それでいて目は好戦的だ。得物は腰の鞘に収まってる剣が一つで、それ以上の情報はない。


「僕を見定めているのか。怖いな」


「ジェスターさん、一つ教えてください。あの人の息子なのに何故、冒険者科で学んでいるのですか？」


「気が向いたら教えてあげるよ」


「お父さんが怖いんですか？」


「そんな挑発的な発言をする子だったとはね」


リティも自分らしくないと感じている。そこまでしても、リティは彼の情報を引き出したかった。


何故ならレドナーの評価ではジェスターの実力は二級相当だが、あのジョズーより遥かに強いと確信しているからだ。


「適当に戦闘不能に追い込むだけで、殺さないから安心していいよ」


「私が勝ちます」


「気負ってるね」


観客達すら静まり返る。国王や王子達すら瞬きも忘れる瞬間だが、レドナーだけが不敵に笑っていた。


互いに見合う中、先に動いたのはリティだ。先制で何もさせない。少なくとも今のリティはそれが最善だと思ったからだ。


が、そんなリティ以上の速度を誇る攻撃が放たれる。


放たれたというよりは、目視では完全に片手から一筋の光が一直線に出現したようにしか見えなかった。


「ヅッ……！」


それはリティの左肩を削った。これでも回避を試みたのである。リティのフィジカルを以ってしても、これが最小限の被害だった。


「光属性高位魔法レーザー。君ならその程度はかわすと信じていたよ」


「リ、リティッ!?」


ロマが絶叫するのも無理はない。あのリティが回避できずに開幕で即負傷したのだ。


あのスカルブクイーンにすら迫ったリティなら心配はないと信じていた。


しかし蓋を開けてみれば、敵はリティのフィジカルを容易に封じる攻撃を繰り出したのだった。


「たぁッ！」


「む……！」


痛みで怯むかという期待がジェスターにはあった。それどころか一目散にまた突っ込むという蛮行だ。


二発目を撃つ為のラグをリティは本能で見抜いた。片手槍から繰り出すスパイラルトラストで、中距離から狙いをつける。


「チィッ！」


その膂力の脅威をジェスターもまた本能で感じた。ここでジェスターは、すかさず第二の手を打つ。


スパイラルトラストがジェスターを捉える事はなく、リティも顔負けの超回避で左へと光速移動した。またもリティが目視できない速度だ。


「速い……！」


「光速ライトニング、これで君のフィジカルにも対抗できる」


光属性は全属性の中でも、殺傷力はあまり高くない。これをジェスターはオリジナルの魔術式により昇華させている。


火属性を複合させる事によって威力を高めた光属性高位魔法レーザー。


光速ライトニングは強化、治癒、風の三つの属性を盛り込んでいた。


強化魔法により肉体を強化、治癒魔法で肉体への負荷を軽減。風属性による空気抵抗や進路の調整と、構築した魔術式だけで常人の域は軽く出ている。


ただし直線上の移動限定かつ連続使用不可、更には極めて短い持続時間である。ジェスターはこれを無意識のうちに引き出していた。


短い持続時間とはいえ、小刻みに使用する事によってリティのようなフィジカル特化型とも互角以上に渡り合えるのだ。


「リ、リティの剣が弾かれた!?」


「光速ライトニングはこんな使い方も出来るのさ」


光の速度で武器を弾かれたのだ。リティが腕ごとのけぞり、体がガラ空きになる。


そこへジェスターが再び片手を突き出して、光属性高位魔法レーザーによる決着を目論んだ。


しかし、その腕がバク転したリティのつま先によって弾かれる。痛みを意に介さないリティと違い、ジェスターは腕の激痛で隙を見せてしまった。


リティの蹴りをまともに受けては、骨へのダメージは避けられない。


すかさずリティは羽靴によって空中を蹴り、バク転を終える前にジェスターに突進する。


ジェスターに組みつこうとするが、これを光速ライトニングで回避。左方向への瞬間移動を終えた。


「やぁッ！」


「チッ……！」


ジェスターに回避されてもリティは体勢を崩さず、片足で踏ん張った。直後、飛び蹴りを放つ。







    
  
  




かろうじて腕でガードしたものの、その威力はジェスターへの肉体に大きなダメージを残した。


左手の手首と右腕の外側頭、計二ヵ所のみだというのに、ジェスターは脂汗を流し始める。


ジェスターが軟弱なのではない。人間という枠組みだけで比較しても、それだけリティのフィジカルが常軌を逸しているのである。


「くらえッ！」


光属性高位魔法レーザー発射を阻止するべく、リティはまた果敢に攻めた。


しかし、放たれない。ジェスターが光属性高位魔法レーザーだとリティに思い込ませたのだ。


まんまと体術での攻めを変えなかったリティの拳を、光速ライトニング込みのジェスターの剣が迎え撃つ。


リティの拳に剣が刺さり、血を垂らしながらも身を退いた。常人であれば腕ごと裂かれていたところだ。


「ううッ……！」


「光速連撃ライトニングコンボ」


頭、腹、足への三点同時攻撃だ。連続使用制限を限界まで攻めたジェスターのスキルである。


ここまでくると体への負荷も無視できず、追撃とまではいかない。しかしさすがのリティも、くらりと意識を失いかけていた。


が、すぐに目を見開く。


「爆連撃ッ！」


リティはジェスターへの攻勢を、体術のみにとどめる。ダメージだけならばこれで十分と判断した。


光属性高位魔法レーザーや光速ライトニングの前では、武器の出し入れのわずかな時間すらも隙となるからだ。


ジェスターが光速ライトニングで後方へと下がって、拳の嵐を避ける。


ここでリティが連想するのはやはり光属性高位魔法レーザーだ。撃たれたら避けようがない上に、当たり所によっては致命傷になる。


ジェスターは痛む腕を堪えながらも、剣の刃部分に光をまとわせた。


「光属性高位魔法レーザーソード」


刀身が直線状の棒に見えたリティだが、その脅威をすぐに予測する。


剣が光属性高位魔法レーザーと同じ性質ならば、体術どころか武器ですら役に立たないとわかったからだ。


「魔力に恵まれないと、こうも差が出るなんてね」


「羨ましいです！」


ジェスターの皮肉をリティは素直に受け取る。ただし自分に魔力があれば、などという無粋な思考は排除した。


むしろ持っているものを最大限に活かしているジェスターの貪欲なまでの戦術追求に、敬意を払うほどだ。


「皆さん！　御覧になられたでしょうか！　我が息子が現役の冒険者を圧倒する様を！　彼は光属性を得意としますが、これは僥倖です！　あの実力を以ってすれば、息子はこの国を照らす光となるでしょう！」


レドナーの高らかな演説は、同時にリティへの貶めともなっている。この場でリティを圧倒する事によって、間接的に冒険者のイメージを下げようとしているのだ。


だからこそリティは絶対に勝ち筋を探るのを諦めない。物語の主人公も、こうした場面に幾度も遭遇している。ここを乗り越えれば自分も少しはそんな人物に近づけるかもしれないと信じていた。


そんな素晴らしい冒険者を、自分のせいで貶めるなどあってはならない。リティは己を奮い立てた。


「これはさすがにジェスター様の勝ちだろう！」


「いやいや、あの少女もまだ手の内を見せておらんぞ」


観客も熱が入り、全員が二人の若者に様々な想いを巡らせている。どちらが勝つか。どんな戦いになっていくのか。


それは模擬戦場に駆け込んできた生徒達も同感だった。


「リティちゃん！　ジェスターと戦ってる!?」


「二人とも、怪我がひどいな……まだやるのか？」


「どけどけ！」


続いてなだれ込んできたエリートクラス以外の生徒達。どこからか話を聞きつけたのだ。


これによりリティとジェスターにとって、より意味のある戦いになる。


「僕は冒険者の星となる。その為に冒険者科を選んだんだ」


「だったら冒険を……」


「違うね。僕が優れた冒険者となれば、現役達の評価が相対的に落ちる。『ジェスターは王族でありながら、冒険者としても一流』だとね」


「あなたは、お父さんと同じ事を……」


「平民生まれのアルディスが人々の希望となったように、今度は僕が塗り替えてやる。やがて冒険者ギルドそのものを作り替えるんだ」


リティはジェスターの真意を素直に理解できなかった。彼の後ろに見える父親の幻影が拭えなかったからだ。


もしそうであれば、エリートクラスへの手助けなど完全に必要ない。


あの時のジェスターと比較したリティは、やはりその言葉を信じられなかった。


「ジェスターさん。それがあなたの本音ですか？」


「そうさ。僕はバドリックのように言い訳をしない。認めてくれないなら認めさせるまでさ」


「お父さんにも、ですか？」


「父上は関係ないッ！」


ジェスターが光属性高位魔法レーザーソードを振るって、リティに挑む。


しかし腕を負傷しているのがリティにとって幸いで、その動きにキレがない。


更には光速ライトニングの連続使用による負荷と魔力の消費だ。


ジェスターがいかに高い魔力を誇るといえど、無限ではない。魔力が尽きてしまえば、リティを圧倒できる要因がなくなる。


だからこそ、ジェスターはここで決めてしまいたかったのだ。


リティはこれに対して確かめたい事があった。その為の剣だが──。


「け、剣が……」


「ナマクラとは言わないけど、それじゃ光属性高位魔法レーザーソードは受けられないね」


結果的にリティは目的を達成した。綺麗な切断面を見せて泣き別れした剣が、光属性高位魔法レーザーソードの威力を見せてくれたからだ。


更にリティを驚かせたのは、光属性高位魔法レーザーソードの射程だ。


伸びる刀身がリティを危うく重傷へと至らせるところだったのだ。


「ジェスター様！　そこです！」


「リティちゃん！　かわせ！」


ヒートアップする観客に囲まれて、二人は互いを意識し合った。


リティはジェスターという強者をもっと知りたいと思い、ジェスターもまたリティへの好奇心を抑えられない。


互いにとって、これほど拮抗した相手に巡り合えたのが幸運だった。ジェスターは笑う。リティも笑う。


「もう逃げるのが精一杯じゃないか！」


「あのすごい移動の魔法は使えないんですね！」


「やってやろうかい!?」


「無理です！　使えばあなたの肉体は限界を迎えます！」


「でも君にも手はない！」


互いが勝ちたいと思ってるからこそ、そうでありたいという言葉をぶつける。それはほぼ真実だった。一つを除いては。


「あります！　アパッチランスッ！」


体術のみの攻めを捨てて、剣を折られたリティに手はない。次の武器を出しても、同じく破壊されて終わりだ。


ジェスターはそう確信したが、リティはそのスキルを下に向けた。


ジョズーのスキルであるそれは、スパイラルトラストとは違った連撃による破壊力を誇る。いわば上位互換だ。


石造りの床を粉砕して、ジェスターは破片を浴びた。咄嗟にガードするも、それが大きな隙となる。


「し、しまッ……」


破片のダメージも上乗せされて、もはやジェスターに槍高跳びしてきたリティの踵落としを避ける術がない。


勝負は決まった──本人を含めて、誰もがそう思った時だった。


「天使……降臨……」


誰もがその存在を忘れていた。二人の決闘の隅で、バドリックが召喚術を使ったのだ。







第十一話　リティ、天使に挑戦する


「ア、アハハ……お前らだけで盛り上がってんじゃねえよ……」


リティとジェスターの決闘を放心状態で見ていたバドリックだが、ついに行動を起こした。


学園の歴史の中でも、彼以外に天使の召喚に成功した者はいない。ましてや天使と契約した者などいない。


天界に住む彼らは神の眷属とも言われており、ほとんどの者が高いプライドを持つ。


「バドリック……！　何をしてるんだ！　邪魔をする気か！」


「ジェスターよう……。お前、召喚術だけは頑なに使わなかったよな？　やっぱりお父ちゃまが怖いからか？」


「父上は関係ない！　リスクに対してリターンが少なすぎると判断したからだ！」


「そりゃお父ちゃまは召喚術なんて許さないよな……。国外の異形を呼び込むなんてなぁ」


輝く輪が、天へ光を届かせる。雲が割れて、青空が顔を覗かせた。やがて輪が回転するに伴って強風が吹く。


「クッ……！　天使を呼び出して何をする気だ！」


「証明するんだよ。オレこそが王位に相応しいってな。何せ、これから出てくる天使はオレをマスターに選んだんだ」


「君が初めて召喚した時に僕も立ち会っていたが、あんな契約を果たせると思ってるのか!?」


「天使は悪魔と違って何かを奪うような事はしない……。あの時からオレは成長した。果たせるさ」


「ジェスターさん！　天使は強いんですか!?」


ジェスターが見れば、リティも満身創痍だ。この場で天使に対抗できそうな人物を、ジェスターは頭の中でカウントする。


まずは自分の父親レドナーが最有力候補だ。次点で第一王子のオリヴァンに第二王子のヘンデルだが、彼らは逃げる立場にあるので期待は出来なかった。


「この場にいる全員で挑んだとしても、何人か死ぬ。全滅さえある」


「だったら戦えない人達を逃がしましょう！」


「自分の心配をしろ！　逃げるなら君もだ！」


「ジェスターさんだって！」


「天使ねぇー。アタシでどうにかなるかなー？」


レドナー以上の対抗馬として、ジェスターはアーキュラを加えた。怒れる水神の恐ろしさは伝承で知っている。


もし史実だとすれば彼女が唯一、天使に対抗できる戦力だろうとジェスターは踏んだ。


「オタオタしたってもう遅いぞ……。オヤジもお前も、目にモノを見せてやる！　出てこい！　雷天使ザイエルッ！」


目もくらむ光が模擬戦場を照らす。天を貫かんばかりの雷が、地から放たれる。


つんざく轟音の後、くらんだ目を開けられるようになった者がそれを目撃した。


左右に三枚ずつ、合計六枚の純白の翼が揺れている。金色の長髪をなびかせながら、天使もまた目をゆっくりと開けた。


「……我と契約せし者よ。望みは何か」







    
  
  




高いとも低いともつかない声色。その中性的な顔立ちも相まって、どちらとも取れる性別だ。


初めて見る天使をリティは棒立ちで眺めている。強い、弱いという判断すら出来ていない。


生物としての規格が違いすぎるという事実を、リティは言語化できずにいた。


今、この場にいるすべての人間に対する生殺与奪の権利が握られている。そんな途方もない存在に、リティは生まれて初めて出会ったのだ。


「オ、オレだ！　覚えてるか？」


「望みは何か」


「あそこの二人を倒せ！　そうすれば、オレは認められる！」


「何故か？」


「あの二人を倒したお前を使役するマスターという箔がつくんだよぉ！　じれったいな！」


「倒すとは、どの程度か？」


「痛めつけろ！　殺さない程度なら出来るだろ！」


ザイエルの淡々とした口調に、バドリックは苛立ちを露わにしている。


指示通りに動かないザイエルを見て、リティは本能で危険を感じ取った。しかし体中の痛みが消えず、この状態で動いても好転しないと考えている。


そこへ、こそこそと元奴隷の少女が近寄ってきた。リティが彼女に気がつくと、心地よい光に包まれる。痛みや倦怠感のすべてが消えた。


「これは……」


「な、治した……」


「今のは治癒魔術ですか？」


元奴隷の少女は無言で頷いた。ジェスター戦での傷がすべて癒えるというとてつもない回復力だが、この事態だ。天使ばかりに注目して、誰も気づかない。当のリティですら、自身の状態を再確認するのが精一杯だった。


「人間の子どもを倒すことによって汝の価値が上がるのか？」


「だからぁ！　お前はオレと契約」


模擬戦場内に数本の雷が落ちる。これを皮切りに、観客達が一斉に出口へと走り出した。押して押されて、怪我人が出てもおかしくないほどの勢いだ。


「どけぇ！」


「このままじゃ殺される！」


「バドリック様はあいつと契約したんじゃないのか!?」


その雷は元奴隷の少女の数歩先にも落ちていた。尻餅をつき、粗相をしてしまうほど怯えている。


クーファがアーキュラの力で、彼女を水で包む。それを視界の端で捉えたのか、ザイエルがアーキュラに気づく。


「精霊か。汝らは存外、人間に付き従うものだな」


「そだねー」


この異常性を真っ先に感じ取ったのがクーファだ。あのアーキュラが軽口で返さなかった。それだけで、ザイエルの実力がアーキュラを上回っている可能性があると判断した。


彼女の水は不純物がなく、雷を通さない。理屈だけならば対抗できる余地があるが、それとこれとは別だ。事を構えて勝てる自信も保証も、クーファとアーキュラにはなかった。


「さて、契約者よ。汝はあの人間の子どもを圧倒して功名を目論んだ。それは正しい行いであるか？」


「た、正しくないのか？」


「汝、判断できぬか？」


「いや、た、正しい！」


「そうか。ならば、過ちを正そう」


守られながらも逃げる国王の頭上に雷が落ちようとした。寸前、一人の男が飛び出す。武器を振り回して雷を打ち消し、重量感ある着地を見せた。


巨大薙刀のような得物を軽々と扱うのはレドナー大公だ。両方の柄に大袈裟な刃が光る。雷を消されたザイエルは、レドナーにゆっくりと視線を移した。


「クソ天使ィィィ……何故、王を狙った」


「まさか人間に我が雷を相殺されるとは……」


「答えろ」


「知れた事だ。我が召喚主バドリックは過ちを犯した。そのような人間を産み落とし、育て間違った親の責任でもある」


「それが契約違反ペナルティーか？」


「否……」


このような事態だというのにリティは今一度、興奮が高まる。


この場をどうにか出来るとしたら彼だという期待もある。少なくとも、雷をかき消すなどという芸当は今のリティには不可能だ。


しかしリティは我慢ならなかった。天使という強大な存在に挑むのは、リティが夢見た冒険の一ページでもある。勝ち目がない、無謀だ。そんなものは冒険の時点で明らかなのだ。


「貴様は我が国の王の命を狙った！　即ち外敵だ！　その翼をもぎ散らかして、二度と天へといけぬようにしてくれるわッ！」


レドナーの咆哮にリティは圧倒された。レストランで自分に一撃を入れた時は、まったく本気を出していなかったと再認識したのだ。


巨大薙刀を回転させてザイエルに特攻する。空をも切り裂く刃捌き、爆破が起こったと錯覚するほどの体動。所作のすべてがリティを刺激した。


が、ザイエルはすでにそこにいない。


「愚劣、劣等。それは正しくない行いだ」


背後を取られたレドナーが振り向く前に、雷が直撃した。レドナーが静止して、ぐらりと倒れかける。


体表が焦げて、鎧は破砕。造作もないと言わんばかりにザイエルはレドナーから興味を失くす。


「ふうぅぅんッ！」


レドナーは息を吹き返して、片足で踏ん張った。半裸となりながらも、何故か巨大薙刀は無事だ。


ぐるりとザイエルのほうへと向き、再戦を挑む。再度、挑もうと意気込むレドナーの隣にリティが立っていた。


「何の真似だ」


リティは答えない。答えず、天使ザイエルに対して半笑いだ。この時、レドナーは初めてリティの異常性に触れた。彼の見立てではリティが敵う相手ではない。死ぬと確信しているのだが、彼自身も断定できずにいる。どういうわけか、彼女が死ぬイメージが湧かないのだ。


「我が名はザイエル。正しきを知り、裁きを下す者だ」


天使ザイエル。人の里に落ちる雷の多くは、この天使の仕業とされている。一部地域では厄神と恐れられており、機嫌を鎮める為に祈りを捧げる人々もいるという。


そんな情報と違わぬ天使に、レドナーは大きく笑った。再び雷を受けようとも、だ。


「神気取りが、神にでもなったつもりか！」


「何だ、この人間……」


ザイエルにとって人間など吹けば飛ぶような存在だった。雷一つで絶命する。そんな取るに足らないはずの人間が、ものともせずに向かってくるのだ。


こうなると、かすかに畏怖の感情を抱くのはザイエルのほうだった。


「神槌トール」


ザイエルの周囲に発生した雷が、幾重にも束ねられる。それらが一点に集中して、巨大円柱として放たれた。


ジェスターの光属性高位魔法レーザーすら、比較すれば児戯となる。


「かぁぁッ！」


回転させた薙刀に巨大雷円柱が衝突して、レドナーを吹っ飛ばす。観客席に激突したレドナーと入れ替わるように、リティが突進する。


「馬鹿な事を……！」


リティのトップスピードでザイエルに迫るも、無情に雷が落ちる。


「リティー！」


「死ににいく気ー？」


ロマが飛び出そうとするがアーキュラに止められる。今、飛び出せばリティの二の舞だからだ。この場における最善手は逃げるか、いかにザイエルを刺激しないかの二択だと彼女はよく知っている。ロマとしても、そんな事はわかっていた。


「なんと小さき愚かな人よ……。冥界にて己の蛮行を悔いるがいい」


レドナーですらザイエルの言葉を肯定した。リティの小さな体がふらりと揺れる。死んだ、レドナーとして喜ぶべき事ではあるがそんな余裕はない。すぐにザイエルを見据えて──。


「なにっ！」


リティが片足に力を入れて倒れず、踏みとどまった。が、顔は上げない。表情は見えず、ただ立っているのみだ。


「……神槌トールが効いておらぬ？」


当のザイエルですら、現状を理解できずにいる。落とせば人間の一団など死滅して、以降は恐れる。神として祭り上げて、災厄を受けぬようにと人々が保身に走った。ザイエルにとって人間とは吹けば飛ぶような存在だったのだが。


「おい、貴様。生きているのか？」


レドナーは問いかけるが、リティからの返事はない。しかし拳を握った。同時に並び立つロマとクーファ、アーキュラもマスターの行動に従って不本意ながらも並ぶ。元奴隷の少女だけは震えて、遠巻きに見ているだけだ。


そんな彼女達を見てレドナーは軽蔑に近い感情を抱いた。いくら自身が嫌う愚かな冒険者とて、命の選択は正しく出来るはずだと思っていたからだ。戦えば死ぬ、いや。戦いすら成立しない。半ば頭がおかしくなったのかとさえ思うほど、レドナーは訝しんだ。


「死ぬつもりか？」


「私達はパーティを組んだのよ。共に並び立つのが当然じゃない」


「その程度の矜持で死ぬつもりか。やはり冒険者は愚かだ」


「リティはまだ立っている」


などと発言したところで、ロマ自身も今のリティがまともな状態ではない事などわかっている。虚ろな目でただ立ち続けるリティに、ロマは恐怖すら覚えた。


「人間ではないのか？」


静かなリティに、ザイエルは次の雷を躊躇っていた。武器で雷を受けたレドナーを差し置いて、ザイエルはリティに釘付けだ。やがてリティが一歩、動く。


レドナーは考えるのをやめた。リティが何であろうと、彼女をこの場から排する理由がないからだ。


「無知蒙昧極まりないクソ天使に教えてやろう！　人は国を守ってこそ強いのだ！　さぁて！　体が温まってきたなぁ！」


ザイエルがレドナーに意識を戻す。レドナーは薙刀の回転を止めずに、増した速度で挑む。


ザイエルが片手を出すと、レドナーの薙刀が火花を散らして弾かれた。レドナーが驚く様子はなく、更に速度を上げる。


一方でリティと並び立ったロマ達であるが、次元が違う戦いを目の当たりにして尻込みしていた。ザイエルが少し気まぐれを起こすだけで、全員の命が消し飛ぶ。その事実をより肌で実感しているのだから。


「どうしたぁ！　モタモタしていると天ごと地に落とすぞぉ！　クソ天使がぁ！」


「汝、召喚主も守るか」


「当然だ！　ただし惨事のツケは支払ってもらうがな！」


レドナーの一撃が空振りした後、ザイエルはバドリックの前にいた。瞬間移動とも思えるが、雷を司るならば速度も比例して当然とレドナーは見破る。


ジェスターのような断続的なものとは違い、瞬く間もなく決着される可能性すらあった。どうするか、と興奮しながらもレドナーが舌なめずりをした時だ。


「汝のような矮小な召喚主でも、あの人間は守ると発言した。我は汝にそれほどの価値を見出せぬ」


「あ、ひっ……！」


「汝、契約内容を復唱せよ」


「た、正しい人間に、なる事……！」


「汝は果たせなかった。しかしあの人間に免じて、契約違反ペナルティーのみを科す」


ザイエルがバドリックの頭上に手をかざす。バドリックの頭の周囲に、輪となった雷が囲む。その時だった。ザイエルの肩を槍が削るようにして通過した。ザイエルの肩からきちんとした赤い血が噴き出す。


「な、何だと……」


そのセリフはレドナーも心の中で吐いた。ザイエルに接近していたのはリティだ。相変わらず表情はなく、むしろ死人のようでもある。


「当たったぁ……」


「リ、リティ？」


ロマへの返答はない。それは子どもが投石に成功した時のような、あまりに無邪気な声のトーンだった。悪戯が成功したのではない。ザイエルを仕留めようと狙ったのだ。その隙はバドリックがある意味、作り出してくれた。ザイエルがバドリックに意識を向けた時、リティは本能で動いたのだ。


神槌トールにより、リティの意識はない。ザイエルという途方もない存在に勝てるはずもなく、彼女はここで死ぬのが当然だった。しかし、本能のみがかろうじて命を繋ぎとめている。冒険とは時として命を失うものであるが、神槌トールですら一撃ではリティの命にはかすかに届かなかった。


「こいつ、やはり意識がないのか？」


レドナーにも理解不能だが、今のリティの命は吹けば消える。どうする、どさくさに紛れて殺す絶好の機会ではないか。などとレドナーの邪心がなかったわけではない。しかし、同時にリティへの好奇が更に高まってしまったのだ。


次にザイエルが神槌トールをリティに放てば死ぬ。レドナーは決断した。


「クソ天使、用件はどうした？」


「……始めよう」


ザイエルがリティから興味を逸らして、バドリックに向き直る。輪となった雷が空中に静かに静止して、どこか威圧的な存在感を放っていた。


「な、なんだこれ!?」


「これから汝は正しい行いのみをしなければいけない。正しくなければ、その裁きの輪が汝を襲う」


「なんだよ、それぇ！　ふざけん……」


輪が強く発光して、バドリックの頭を締めつける。電撃がバドリックの全身を駆け巡り、壊れた人形のようなポーズとなった。


着飾っていた王族服は見事に焼け焦げて、全裸に近い形で仰向けに倒れる。


「あ、あ……ぁ……」


「まずは口調を改めよ。そして正しき言葉を聞け。己を律せよ。その裁きの輪の解除を試みようとした途端に、苦痛を味わう事になる」


「助け、助けて……嫌だ、こんなの、嫌だぁ……」


「泣き言程度は問題ない」


レドナーも誰もが、この状況に手を打てない。何かすれば今度こそ、ザイエルが再燃すると誰もがわかっていたからだ。


同時に立ったまま静止しているリティの命も危うくなる。人質に近い形でなければ再戦を挑んだレドナーだが、思いとどまる理性はあった。


何よりすべてはバドリックが撒いた種である。分不相応な契約を見届けた学園にも非があり、そうなると誰も天使ザイエルを責められない。ザイエルは召喚されて、バドリックと合意の上で契約をしただけなのだ。


更には相手は神の眷属とも呼ばれている存在とあっては、人間側が無知と無謀を恥じるのが筋である。


「良い退屈凌ぎであった」


ザイエルが翼を羽ばたかせて天へと昇る。その際にリティを見下ろした。


「なんと異形な」


ザイエルにはリティがどんな姿で見えていたのかとレドナーは表情を曇らせる。彼は内心、嫉妬した。常勝将軍として揺るぎない武力を持つ自身よりも、ザイエルはリティに興味を持ったのだ。憎むべき冒険者であるリティに、この場において敗北した感覚すら覚える。


「クソが……」


そう吐き捨てたレドナーが周囲を確認する。ザイエルが消えて残されたのは途方もない存在への畏怖と、破壊の爪痕だ。その際に逃げずに留まっていたロマ達も視界に入る。王族は仕方ないとして誰もがこの場から逃げ出した中、彼女達は留まっていたのだ。恐れず、逃げなかった。


倒れるリティをロマが背負う姿を見届けて、レドナーは物思いにふける。彼女達の将来性、否。危険性を認識した今、どうすべきか。


「どうもこうもあるか……」


レドナーにとって冒険者であれば邪魔な存在だ。しかし今は急激に襲ってきた疲労に免じて、静かにこの場を去った。


*　*　*


「……んん？」


「リティ！　目覚めたのね！」


リティが最初に見たのはロマの泣き腫らした顔だった。その隣には祈るようにして座っているクーファ、寄り添う元奴隷の少女。暇を持て余して上下の伸縮を繰り返すアーキュラ。王都の治療院の一室にて、リティはまたも世話になっている。


「みゃん！　みゃんみゃん！」


「ミャン……皆さん、すみません……」


リティの口から瞬時に謝罪の言葉が出る。ザイエルに挑んで雷に打たれたところが、彼女の最後の記憶だった。そうなればこの状況が何を表しているか、嫌でも理解できる。


悔しいという気持ちが芽生えないのは、目覚めたばかりで頭が冴えないせいか。それとも、当然の結果だと帰結しているか。リティはそのどちらでもなかった。


「私、生きてるんですね。また冒険できるんですね」


「えぇ、そうよ。でも今までのような冒険は出来ない」


「どうしてですか？」


「言ったでしょう。私達、パーティを組むのよ。リティ一人に負担をかけない。私も強くなるし、クーファちゃんだってそうよ」


ロマの言葉には、言葉通りだけではない意味も込められていた。パーティとしての在り方、全員がどうあるべきか。単に強くなるのではない。互いを活かしつつ生かす。それをこれから模索して学んでいかなければいけない。


ロマとしては当然、ザイエルという強敵どころではない相手に動けなかった悔しさもある。それ以上に芽生えたのは端的にいえば向上心だ。冒険をする上で、格上といくらでも出会う機会がある。その時になってどうあるべきか。


「もっと冒険に心躍らせないとね」


「ロマさんがもっと冒険を好きになってくれるんですか？」


「あなたに負けないくらいね」


リティの目が宝石のように輝く。同じパーティ、ましてやロマが改めて同じ志を示したのだ。嬉しくないわけがない。


「リ、リティさん。私も、もっと強くなります……。もう大切な人を失うのは嫌ですから……」


「クーファさん、私は生きてますよ」


「そうじゃなくて……」


クーファが言い淀むには理由があった。それはリティが知る由もない両親との死別、とある恩人との別れ。どれもクーファという少女を形成した大切なピースだ。そんな経験があるからこそ、クーファもまた強くなろうと決意できる。


「……はい！　一緒に頑張りましょう！」


空気を察したのか、リティは追及しなかった。代わりの笑顔でクーファを元気づけて、決意を新たにする。


この時、ロマの中でパーティ名のヒントが浮かんでいた。しかしそれを明確にするにはあと一押しが必要だった。


一方、病室の外で立ち聞きしていたジェスターが踵を返して去る。


「チッ……」


何に対して舌打ちしたのか。リティへの才能か。彼女の恵まれた境遇か。あるいはすべてか。いずれにしても、ジェスターもまた父親と同様にリティを意識せざるを得なかった。更にはザイエルを前にして、一歩も動けなかった自分に対する不甲斐なさを戒めながら。







第十二話　リティ、成果を振り返る


「この度はどうもご迷惑をおかけしました……」


学園長がリティ達に頭を下げる。学園祭は中止となって関係者以外は帰された。


数日前から生徒達の保護者からの追及が激しく、門の外では警備に当たっている騎士達との押し問答で騒がしい。


教員達は教員達で、アリストピア学園のブランドへの傷を心配して頭を抱えていた。


そんな中、学園長の謝罪の意味をロマは考えている。巻き込んでしまった事への謝罪なのか。それとも、荷が重すぎる依頼をしてしまったという意味か。


ロマの邪推が当たったとしても、自分達へのプラス評価にはならないだろうと考えていた。


「まさかこのような事態になるとは、思いもよりませんでした。どうやら私の見通しが甘かったようです……」


「そうですね。私達の未熟も恥じるところですが、手に負えません。彼らのような生徒は今年だけではないでしょうから」


ロマは素直な気持ちを口にした。学園長のダシアンはすぐに二の句が継げられない。


「いや、しかし天使召喚による暴走はさすがに」


「この学園が長年かけて作り上げたのが彼らトップです。ポッと出てきた私達にどうこう出来る案件ではありませんでした」


ロマが明らかに刺のある言葉を突きつける。しかしそれは失敗を認めているようなものだった。リティも思うところがあり、ふくれっ面で直立している。


「でも、まだ終わってません」


「いえ、もういいんです。私が間違っていたのですから……」


「間違ってたなら直せばいいんです！」


「リティ、もう……」


「ロマさんも諦めないでください！」


準二級昇級試験がかかっている依頼だからではない。ザイエルに太刀打ちできなかったからでもない。リティは純粋に仕事への責任を感じている。


レドナーと天使ザイエルの戦いに触発されて、リティのテンションは今まで以上だった。


「特にバドリックさんは深刻です。あの人はどうなるんですか？」


「あれだけの事をしたのです。処刑は免れないでしょう」


「処刑!?」


「王族を含めた大勢の人間を危険に晒したのです。レドナー様がいなければ、どうなっていたことか」


「そうですね……。あの人はすごいです」


「本来であれば、な」


ノックもせずにレドナーが学園長室に入ってきた。リティの何をしに来たという露骨な顔を軽く一瞥してから、学園長の前へ行く。


リティは感謝すべきところだとわかっている。しかし、彼に限ってはどうしても感謝の言葉が出てこなかった。


「学園長。バドリックの処遇について報告する。彼は牢獄へと幽閉する事にした」


「ほう、それはまた何故です？」


「あの裁きの輪が未知数だからだ。解除を試みたが、下手をするとこちらも手痛い目に遭う。バドリックを処刑すれば、あれがどうなるかわからん」


「なるほど。それは確かに……」


まさかあの電撃を受けたのかと思ったのはロマだけではない。リティがレドナーに口を噤んで見せた。


リティは一撃で気を失ったが、レドナーはザイエルの雷を受けても息を吹き返して反撃に出たのだ。それがバイタルによるものか、何かのスキルなのか。


リティはこれについてもずっと考えている。彼の強さの源泉を何とか探ろうとしているのだ。


「私を観察したところで無駄だぞ」


「してません！」


「それはさておき。依頼のほうは順調かな？」


「順調です！」


「よくもまぁ……」


呆れ笑いのレドナーが何を言いたいのか、リティにはわかっていた。


リティ達に確信させるかのように、続けて入ってきたのが見知らぬ中年の男性とエーレーンだ。


エーレーンが申し訳なさそうにしながらも、どこかニヤけている。


「カシャック侯爵……。それにエーレーン先生？」


「学園長、こればかりは私も見過ごせません。話はカシャック侯爵からお聞きください」


「カシャック侯爵……。ヒスリーテ様の件で……？」


「その通りだ！　娘をあんな目に遭わせおって！」


眉間に皺を寄せて、への字の口を崩さないカシャック侯爵。ヒスリーテの父親である彼は、王族の親族にも当たる。


王家に対して多額の出資を行っており、国政に度々口を挟もうが無碍に扱えない人物の一人である。天使騒動の時には居合わせなかったが、話はすべて把握していた。


「その節はどうも大変申し訳ありません……」


「フン！　貴様の薄っぺらい謝罪はどうでもいい！　私のかわいい愛娘が怯えて泣いておるのだぞ！　そこにいるクソ冒険者気取りの小娘のせいでな！」


「ひっ……！」


やり玉に挙げられたクーファが緊張する。ヒスリーテの公開訓練を担当したのが彼女であり、その性格を考えれば自責に走るのも仕方ない。


何も言えずに固まっているクーファに、カシャックが追い打ちをかける。


「かわいそうに！　可憐でおしとやかなヒスリーテが外に出られないほど怖がっておるのだぞ！　えぇ!?　貴様ぁ！」


「すみません、すみません……」


「はぁー」


「水のそこの化け物！　何か言いたいようだな！　そうだ……こんなものを王都に入れているようだからいかんのだ！　あの国王に言いつけて取り締まらせてやらねば！」


化け物呼ばわりされたアーキュラだが、つまらなそうにウネウネと体の形を変えているだけだ。


長年、彼女が飽きるほど見続けてきた人間の典型例である。相手にする気もなければ、コメントも出ない。


「他の奴らもだ！　現役の冒険者を呼び込んだ学園長のジジイにも責任はあるがな！　おかげでどんな事態になったと思ってるんだ？　えぇコラ？」


「私達の力が及ばなかった事に関しては謝ります」


リティがカシャックに頭を下げた。しかし熱を下げるには至らない。紅潮した顔を見せて、より唾を飛ばすだけだ。


「娘の件はどうしたんだぁッ！」


「クーファさんは謝ってます。ですがクーファさんは一度も攻撃してません。身を守っただけです」


よせばいいのに、とロマは思うがリティを見て納得した。澄んだ目に無表情ともいえる様子は、リティが怒っている証拠だ。


言いたい事はたくさんあるが、これでも抑えているほうだとロマは理解する。


「ヒスリーテさんが転落した時も、クーファさんとアーキュラさんのおかげで怪我をせずに済みました。訓練として不十分ですか？　ヒスリーテさんは何故、怯えているのですか？　分からない事があるので、ぜひお話したいです」


「こ、このガキめ！　怯えているのに出来るわけないだろうがッ！」


「ではどうすればいいですか？」


「リティ、ロマ、クーファといったな！　侯爵の権限により、貴様ら三人の冒険者ライセンス剥奪を冒険者ギルドに要求する！」


「どうしてですか？」


「ミャアァァ！　ミャアッ！」


ミャンが噛みつくような仕草で、カシャックに反抗している。冒険者ライセンス、それはリティにとっての夢の懸け橋そのものだ。


事情を知ってるロマとしては、刺激するなと願うばかりだった。


そんなやり取りを見て、エーレーンがもはやニヤけ面を隠さずに参戦する。


「学園長、実は多数の保護者の方々から同様のクレームが相次ぎまして……」


「クレームだと……？」


「私の案としましては、こちらの三名の冒険者ライセンス剥奪でひとまず手を打ってもらうのが最善かと。このままでは当学園のブランドに関わります」


「しかし、それはあまりに厳しすぎる」


狼狽している学園長だが、あまりに厳しい処分だと感じている。リティ達には謝罪こそしても、処分してもらう理由などないからだ。


「冒険者とはつらいものだなぁ。いやぁ、天使との戦いはくたびれた。クックックッ……」


レドナーがカシャックやエーレーンという手札を使って、リティ達を追い詰めようとしている。


リティの参戦はあったものの、あの場を切り抜けたのはレドナーのおかげだ。その負い目をリティ達に叩きつけた。


「なぁ、リティ。君はずいぶんと冒険者として張り切っているようだが、果たして今回はまともな仕事が出来たか？　ヒスリーテ嬢の件にしてもそうだ。まともな指導であれば、こうはならんかったのではないかな？」


「諦めません」


「ん？」


「ダメだったというのなら何度でも挑戦します。学園長さん、どうですか。まだ私達やれます」


リティはレドナーの挑発を受けずに、学園長へと迫った。どこか臆した学園長が、顔を逸らす。


肯定したいのは山々だった。しかし、この場にいるのはカシャック侯爵とレドナー大公である。もはや疲れ切ったという感じで、早くこの場を切り上げて事後処理に当たりたいと願っていた。


エーレーンの言う通り、今回の件で学園のブランドが落ちたのは明白だ。リティ達に刺激されてバドリックが天使を召喚したのも事実だ。


これらの事実もあって更にはレドナーの手前である以上、学園長はリティの希望には応えられなかった。


「すまないが少し検討させてほしい……」


「失礼します」


学園長が保留を口にした時、ジェスターが礼儀正しく登場した。父親であるレドナーにも軽く頭を下げた後、リティの隣に立って学園長と向き合う。


「学園長。こちらの三名の冒険者は本当に素晴らしい模範を示してくれました。ライセンス剥奪に相当するとは思えません」


「き、聞いていたのか？」


「えぇ、話は伺っております……。エーレーン先生達の会話を生徒達が聞いてましたので。彼らも心配してました。僕達のクラスだけではありません……。こちらへお越しください」


ジェスターが学園長室の外へ全員を招くと、そこには大勢の生徒がいた。そこそこ広い廊下とはいえ、ほぼ埋め尽くさんばかりだ。


メリダ達、エリートクラスだけで足りる数ではない。他の学年の生徒達も多数いる。


「学園長！　リティちゃん達は悪くありません！　冒険者ギルドの催し物は楽しかったですし、すごく勉強になりました！」


「そうだ！　暴走したゴーレムを止めてくれて助かった！」


「間に合わない食材の買い出しを手際よく手伝ってくれて助かった！」


メリダを筆頭として、発言している他の生徒達はアリストピア支部によって助けられた者達だ。学園長がよく見れば、廊下の奥の奥まで埋め尽くされている。


これほどの人数が三人の少女達を擁護しにきた事実に、学園長は驚愕した。同時に彼の中にある枷が外されようとしている。


エリートクラスのアーサーとミルアが出てきて、学園長に懇願した。


「オレ、エリートクラスといっても大した成績もなかった。それがあの子達のおかげで自信が持てたんです。特にバドリック様みたいに……。兄の影を追うのはやめました。オレはオレでいたいです」


「私も、諦めかけていました。自信がついたのも彼女達のおかげです……」


「君達……」


この様子に慌てたのはエーレーンだ。間に入るようにして、生徒達を睨みつける。


「あ、あなた達は何を言うのです！」


エーレーンが生徒達に甲高い声を上げる。生徒達にとって恐怖でしかなかったエーレーンだが、今は彼らに怯む様子がない。


いつもと違う調子を見せた生徒に、エーレーンの怒りはエスカレートした。


「あなた達が感謝すべきはこちらのレドナー様です！　この方が天使様と戦っていたのですよ！」


「確かにそうです」


認めた生徒達に安堵するエーレーン。もはやコントロールなど容易いと確信した彼女は一気にたたみかける。


「ほれ、ごらんなさい！　学徒アーサーだけではありません！　他の学徒も今の己の言動を恥じなさい！」


「でもリティちゃんとジェスターの戦いもすごかったんです！」


アーサーの言葉を皮切りに、生徒達の中にはリティとジェスターの戦いを語り出す者が続出した。


自分達よりも年下の少女冒険者と学園の誇りであるトップの戦いは、確かに彼らに強い印象を残している。


それは雲の上の存在である天使とレドナーの戦いよりも、身近な存在である二人だからこそであった。とはいえ、彼らは礼儀を忘れない。一斉にレドナーのほうへと向く。


「レドナー様！　ありがとうございます！」


「あなたがいなかったら全員、死んでいたかもしれません！」


「あの天使を撃退したんです！　レドナー様がいる国だからこそ安心して暮らせると再認識しました！」


「ぬぅぅ……」


こうも持ち上げられてはレドナーも黙るしかない。内心は己と国が誇らしくて仕方がなかったが、リティ達の前だ。照れ隠しが精一杯であった。


カシャックもエーレーンも、レドナーへの感謝の意思を示す生徒達に何かを言えるはずもない。


「……カシャック様。お怒りはもっともですが、これだけの生徒達が少女達に感謝しているのです。確かに彼女達の言う通り、未熟かもしれません。ですが教育者として……私も人として本当に大切なものを見失うわけにはいきません」


「う、ううむぅ……！」


「納得がいくまで、彼女達と話をされてはいかがでしょう。この度は私も一から出直す所存です」


「何？　どういう事だ？」


「話をして、彼らが出した答えを尊重します。保護者の方々とも向き合います。あらゆる大切なものをないがしろにしてきたのだから、いずれこうなるのは明白だったのです」


レドナーも折れている以上、カシャックは学園長にすら何も言えなくなった。元々は父親である彼に泣きついたヒスリーテが、報復を企んだだけのシナリオだ。


適当な嘘をつけば簡単に丸め込める程度の事案である為、カシャックはこれで手を打った。


「それと父上に大切なお話があります」


「何だ……？」


「本日をもって僕はアリストピア学園を退学します」


「何だと？」


「冒険者科を選んだ僕のワガママを聞いてくださって感謝します。入学金を含めた資金については、いずれお返しします」


実の子どもの告白に、さすがのレドナーも動揺する。親子間の事情に関しては誰も立ち入れない。ましてや大公相手である。


そんな重要な話をこの場でされるだけでも、学園長達としては恐縮するのであった。


「どういう算段だ」


「この学園をトップとして独走していながら、そこにいるリティに互角以上の戦いを演じられたのです。聞けばそこのリティは冒険者になってから日が浅い……。それなのに四年もこの学園に在籍する意味など見出せません」


「まさか冒険者に身を落とすなどと、ほざくわけではあるまいな」


「……お許し願えませんか」


レドナーの静かな怒気が周囲を威圧する。彼が暴れ出せば、誰にも止められない。学園長はおろか、エーレーンやカシャックなど完全に壁際まで下がっていた。


一方でそれを受けながらも立つ三人。元奴隷の少女はクーファから離れず、震えてはいるが。


「あ、ああ、あの！　ジェスター様、考えを改めてくださいませ！　このエーレーン、出来る事なら何でも」


「エーレーン先生。今までお世話になりました。どうかこれからはあなたも学園長と同じく、生徒達と向き合ってあげてください」


「向き合いますとも！　だからどうか考えを」


「……いいだろう」


レドナーの了承が、エーレーンを諦めさせた。学園長が思い改める中、彼女だけが最後まで学園のブランドだけを気にかけている。


そんな口から出た言葉をジェスターは信用していなかった。


「ただし、その意味は理解しているのだろうな。生半可な結果であればどうなるか」


「承知しています。あなたの夢も忘れたわけではありません」


「フン、一丁前だな。まぁそれも一つの道だとわかってやろう」


あのレドナーが、誰もがそう思った。命拾いをしたとすら思った者もいた。


そんなレドナーに怯む事なく挑んだジェスターの強さを、リティは改めて認める。


「ジェスターさん……。かっこいいです」


「リ、ティ？」


ロマの心配が加速しているとも知らずに、リティはジェスターに見とれていた。


カシャックが項垂れながら姿を消して、エーレーンは放心したまま膝をつく。学園長が生徒達の前で謝罪をする。進む者と止まる者。明暗がハッキリした瞬間だった。







第十三話　リティ、準二級昇級試験の告知を受ける


「はぁい！　かわいい後輩諸君！　準二級昇級試験の告知よ！」


冒険者ギルドで学園長からの報酬を受け取って、あまりの額に声が出なかった三人。


小さな民家なら買える額は、リティ達の見間違いではない。そこへ相変わらずのテンションで登場したのがカタラーナだ。


報酬額に目を奪われているリティ達にとって、カタラーナへのリアクションなど後回しだ。唯一、少女だけが棒立ちで不思議そうに凝視している。


「ちょっと！　先輩冒険者とは仲よくしておいたほうが今後の為にもなるのよ？」


「あ、カタラーナさん！　告知ですか！」


「聞いてたならちゃんと反応しなさいよ、リティちゃん。冒険狂のくせに金に目を奪われるなんてね」


「冒険をするほど、お金の大切さに気づいたんです」


リティは王都でも武器や防具を物色したが、その値段はトーパスの街の比ではなかった。


その中でも魔導具に至っては、三級冒険者が死に物狂いで数年かけて稼いだ額に相当する。


リティは今後のためにも、羽靴以外の魔導具も視野に入れていたが値段に圧倒されて退散したのが先日だった。


「カタラーナさんが持ってるファランクスは特注ですよね。どうやって作ってもらったんですか？」


「魔導具職人は王都にもいるけどね。私のコレは冒険者ギルド本部にいる職人に作ってもらったの」


「本部ですか！　いいですね！」


「魔導具、ほしいの？」


「はい。双雷矛はかなり強力でしたし、ああいうものがあればもっと強くなれると思うんです。ミャンもいますし……」


「みゃあんっ！」


えっへん、とばかりに得意気に頭をもたげるミャン。カタラーナも、リティの意見には同感だった。


リティのフィジカルに加えて魔導具となれば、敵に回してこれほど恐ろしい存在もいないからだ。


カタラーナはふと魔法を無効化する魔導具を思い出す。もしリティがそんなものを手にしたら、と想像してしまった。


「いいんじゃない？　でも、この王都に売ってる魔導具は手が出ないでしょ？」


「はい。高すぎます」


「魔導具はまだまだ世界各地に眠っていると言われているわ。その正体は様々だけどね」


「あるんですか!?」


「噂によると、あなた達がこれから向かう準二級昇級試験をやる場所にも眠っているみたいね」


「うわぁあ！」


リティのテンションが上がりすぎて、片足を軸にして回り始めてしまった。


魔導具でこんなにも喜ぶ女の子か、とロマは今更ながらに思う。


「あの、カタラーナさん」


「なぁに、ロマちゃん」


「告知をしてくれるという事は私達、合格なんですか？」


「変態パンツを通して本部が持ちかけた依頼だったわね。その合否は現地の特級冒険者に委ねられる……」


「変態パンツ!?」


全員が身構えた。何せ理不尽に合格者ゼロを叩きだす特級冒険者である。意地悪く笑うカタラーナの姿も相まって、緊張感が漂った。


「文句なし……とまではいかなくても合格よ」


「不合格って！　またそんな……合格？」


「ロマちゃん、どうして失礼な聞き間違いするの。私は忙しくて行けなかったけど、学園長の話やら何やら聞いて大体わかったわ。生徒達からの評判もよかったわね」


「そこまでしてくれたんですか……」


生半可な結果であれば、現場にいなかったカタラーナとて誤魔化せない。生徒達の表情や口調、態度で嘘かどうか判別したのだ。結果、誰もがリティ達の話を嬉々として語る。学園内限定とはいえ、ここまでの評判を得られる者達などそういない。


口にこそ出さないが、カタラーナはリティ達を大きく評価している。他の三級冒険者でここまでの結果を出せたかとなれば、考えるまでもなかった。


「合格！」


「みゃみゃんっ！　みゃん！」


「はいはい、はしゃがないでね。もう一つあるんだから」


「もう一つ!?」


「いちいち驚かない。はい、これ変態パンツからの伝言ね」


「だから変態パンツって誰！」


うろたえるロマに構わず、カタラーナは一枚の紙を手渡した。


『諸君！　学園からの依頼はどうだったかな？


楽しかったかな？　苦しかったかな？　ロマンだったかな？


そんなハプニングを乗り越えたなら心配ないな！


準二級昇級試験の案内だ！


ひとまず熱砂の国タハラジャルで落ち合おう！


日時については心配しなくていい！　いつまでも待つ！


では！　しっかりとロマンしろよっ！


特級冒険者　戦手アスリート　パワーロビンより』


「だそうよ」


「この人が変態パンツ……」


「名誉職レアルの冒険者よ。心配ないわ」


「その基準で言ったらユグドラシアもまともになるわ」


リティが興奮するロマをなだめるというシーンが展開される。ロマとしては目の前にいるカタラーナに始まり、上位の冒険者を信用できない。


トラウマになりかねない昇級試験を課せられた彼女である。人間性に加えて変態パンツというフレーズが加わるのだから、うろたえるのも当然だった。


「ロマさん。大丈夫ですよ。私達はカタラーナさんで鍛えられてます」


「そうでもないわよ……」


「リティちゃんったら、ずいぶんと攻めた発言するようになったのねぇ」


カタラーナがリティを抱き寄せて、頭を撫でる。ロマが高速でリティを引き戻して、改めて告知を見た。


「熱砂の国タハラジャル……かなり遠いですね」


「海を越える事になるわね」


「なんだってそんなところで……」


「あそこはアレがあるからかな？」


「アレ？」


「行ってみてのお楽しみ！　それより道中の心配をしたほうがいいわね！」


昇級試験に辿り着く前に果てる冒険者は多い。辿りつくまでが試験といったところで、わざと遠方の地を指定するケースもあった。


リティ達の場合はまず大陸南部の港町を目指す必要がある。そこまでにいくつかのルートがあり、選択次第では苦楽に雲泥の差があった。


遠回りだがいくつかの街や村、野営場所があるルート。近いが街や村が少なく、強力な魔物が徘徊するルート。


その他多数、ルート選択も実力の一つといってもいい。


安全なルートと思えても、そこを狙うならず者も多いのだ。王国騎士団が定期的に討伐しているとはいえ、そういった輩が完全に消える事はない。


「……遠い上に未知の場所ね」


「うーん……」


「リティ、何か心配？」


「私、上位職が気になります。騎士ナイトの称号がほしいです」


「確かにあなたは剣士ファイターと重戦士ウォーリアの称号を持ってたわね」


「知らない場所ですから、少しでも強くなっておきたいです」


ロマも自身について考えた。身体能力、センスにおいてリティに劣っているのは彼女もわかっている。


それならば、どうにか差別化できないものかと以前から頭を悩ませていた。クーファのように召喚獣と契約しようかとさえ思ったほどだ。


「賛成したいけど、あまり時間はかけられないわ」


「じゃあ、私が変態パンツに遅れるって伝えてあげようか？　ハルピュイア運送でね」


「だから変態パンツって……」


「どうする？」


「……お願いします」


本当は自分でやるべきだが、ロマとしては少しでも変態パンツとの接点を持ちたくなかった。いずれにしても試験で関わる事になるのだが。


「騎士ナイトの称号獲得ね……。剣士ファイターと重戦士ウォーリアの訓練を乗算しても足りないと評判よ。二つの称号を獲得した人間が一日で逃げ出すなんて珍しくないからね」


「そんなにすごいんですか」


リティが感心する一方、ロマの中で騎士ナイトという選択肢はない。うまく言語化できていないが、ロマは何か違うと感じているのだ。


自分がリティと同じ事をやる必要があるのか。リティは紛れもなく天才で、彼女に出来ない事はないとロマは確信している。


そこでロマは真剣に考えた。彼女になくて自分にあるものは何かと、リティを見つめる。


「ロマさん？」


「あ、ごめんなさい」


「こんにちは！」


この小さな体のどこにそんなポテンシャルがあるのかとロマが思ったところで、突然の来訪者だ。


レッドフラッグのジェニファが遠慮なく挨拶をする。他のメンバーの同行はなく、一人だ。


歌踊手アイドルという珍しいジョブにつく彼女に元気づけられた冒険者も多く、人気者としての存在感を発揮していた。人だかりが彼女を囲む。


「ジェニファちゃん！　今日は一人なのか？」


「今日は休日だよ。いつもパーティ全員が一緒にいるわけじゃないからね」


「そ、そうか！　じゃあさ、よかったら」


「あ！」


ジェニファがリティ達に気づいた。冒険者達の間を踊るようにするりと抜ける様は、完全に達人の域だ。


意を決した冒険者の誘いが空振りに終わるが、ジェニファに気に留める様子はない。そんな彼女の興味はリティ、ではなかった。


「あなた名前は!?」


「え？　ロマだけどあなたは……？」


「あたしはレッドフラッグのジェニファ！　あなたいいね！　スタイルもオーラも完璧すぎる！」


「な、何の話？」


冒険者ギルドのアイドル、ジェニファが一人の少女を絶賛しているのだ。人の群れがリティ達に迫る。


小さなリティとクーファが押し出されてしまった。囲まれているのはジェニファやロマとなる。


ジェニファがにっこりと笑いかけて一言。


「あなた、歌踊手アイドルにならない？」


「……え？」


「見た瞬間、ビビーンときたもん！　こんなの初めてだよ！　ね、歌踊手アイドルになろ？」


「ちょっと待って！　いきなり何がなんだかわからないわ！」


「この子が歌踊手アイドル？」


周囲の冒険者が訝しがり、ロマに視線が集中する。たまらなく恥ずかしくなったロマは俯き、この不可解な状況をやり過ごそうとした。


冒険者達がロマを舐め回すように観察した後、雰囲気は一変する。


「ありかもしれないな」


「スタイルもいいし美人だ」


「歌って踊ったら、さぞかし綺麗だろうなぁ」


「ね!?　そうでしょ！　でしょ！」


これだけ大勢の人間に認められた経験など、ロマにとっては剣士ファイターギルド以来だ。


しかし今は別の方向で注目されている。男に女としての魅力を認められるなど、彼女が心地よく思うはずがない。


「いい加減にしてッ！　あなた達、人を何だと思ってるの！」


「うぉっ……。怖いな……」


美人と評価されたロマだが、中身は決して穏やかではない。綺麗なバラには刺があるといった言葉がピッタリで、迂闊に触ると怪我をする。


リティ達と同行しているうちはわからないが、これが本来の彼女であった。


「怒らないで！　笑って！」


「ジェニファちゃん？　あなたも何なの！　私が歌踊手アイドル？　からかわないで！」


「からかってない！　怒らせてごめん！　本気で言ってるからお話しよう？」


「素質があるなら、そこのリティでいいじゃない」


ジェニファはリティと同時にクーファを見る。彼女は以前、リティを評価したのだ。


エイーダと共にユニットを組めばなどと本気で考えたが、その考えを改めさせたのがロマという存在だった。


「この子は確かに映えるけど、あなたに比べたら全然！」


「リティが!?」


「まずスタイルがねー。愛敬はあるけど、どうも子どもっぽくて……。そっちで売り出せばいいかもしれないけどね」


「また子どもっぽいですか」


「みゃんっ！」


ミャンがリティを慰めるように鳴いて見上げる。一方で、ジェニファの選択肢にすら入らないのがクーファだ。


スタイル、オーラ、すべてにおいて落第点だったがジェニファはあえて黙った。


「ねー、あんた向いてないってさー」


「そ、そんな……」


アーキュラがクーファに余計な事を吹き込んでいる横で、リティは自分とロマを比較した。


子どもっぽい、スタイルというワードについて彼女は答えを出そうとしている。


リティは歌踊手アイドルも、ジョブの一つとして興味を持っていた。それが思わぬ形でダメ出しされたのだから、納得するはずがない。


「スタイル……そんなに変わりませんよね」


「みゃーん」


「子どもっぽい……。そうでもないですよね」


「みゃん」


リティにしては珍しく冷静ではない分析だった。彼女とて、すべてにおいて客観視できるわけではない。


それが冒険や戦闘とは関わりないところならば尚更だった。


ロマにあってリティにないもの。それが思わぬ形で判明する事となる。







第十四話　リティ、騎士ギルドを訪れる


ファクティア王都、騎士ナイトギルド。冒険者が目指す上位職の騎士ナイトの訓練所としても名高いが、王国騎士の登竜門の役割も果たしている。


冒険者であれば称号獲得がゴールだが、王国騎士にとっては始まりに過ぎない。


剣士ファイターと重戦士ウォーリアの二つの称号を獲得した猛者と騎士候補生が同じラインなのだ。


この事からも王国騎士は冒険者の上位職と同等の力を持つと言われており、騎士ナイトギルドは冒険者殺しとも呼ばれている。


何せ実績を積み重ねてきた冒険者が、隣にいる騎士見習いに追い抜かれるなど日常茶飯事だからだ。


「う……おぇぇぇ……」


「立てぇ！　へばっていては訓練にならんッ！」


「もう、無理……」


「ならばどけッ！　邪魔だ！」


あまりの過酷な訓練に耐えかねて嘔吐しているのは、ネームド討伐の実績もある三級の冒険者だ。


冒険者ギルドが認定したほどの人物ですら、情け容赦のない教官の足元で醜態を晒してしまうほどだった。


自分のペースで進める探索と違って、ここではいじめに近い訓練が早朝から行われている。


「朝からほとんど休憩もない……騎士様がこんな事をしていいのかよ……」


「たまにお前のような勘違いが来る！　騎士とは命に換えても主や民を守ると己の剣に誓う者だ！　力なきものが成せるかッ！」


「剣士ファイターギルドでも、技術指導くらいあったぞ！　それすらもないのかよ！」


「こうすれば出来ると教えて、お前はその通りにやる！　それはやり方に従っただけだ！　考えろ！　切り抜けろ！　それが出来ぬ者に騎士ナイトの資格はない！」


反論できない冒険者が腹を押さえながら退場する。これがリティの目の前で行われていた。


「どうだ？　怖気づいたか？」


「いえ！　やりがいがあります！」


「泣いても知らんぞ」


リティを案内した男は、あえて彼女にこういった光景を見せつけた。


強がりと決めつけていた男だが、リティはいつものごとく目を輝かせている。


剣士ファイターギルドとは比べものにならない熱気と訓練風景に怯まず、リティは剣を抜く。


「今日からお世話になります！　リティです！　お願いしまぁすッ！」


その熱気を打ち消すかのように、リティの挨拶が訓練を止める。


じろりと教官がリティを睨むも、案内した男のように侮る様子はない。大前提としてここに来る者は何らかの実績を持っていたり、基礎は出来ている。


そんな連中が門を叩くのがこの騎士ナイトギルドだ。教官はリティを見て、すぐに理解したのだった。


「その歳で……なるほど。いいだろう」


「あの！　ミャンも一緒でいいですか？」


「問題ない。ただし怪我をしても知らんぞ」


教官グスタフ。元王国騎士の中隊長を張っていた彼も、いくつもの修羅場を越えている。


同期の仲間に何人も死なれたとあって後進の育成に励むのだが、中にはやりすぎと評する者も少なくなかった。格闘士マーシャルギルドのダッガム以上に、彼はやりすぎる。


見込みがない物に引導を渡すのも指導者の務めでもあるが、問題はそのやり方だ。必要以上に罵声を浴びせるのは日常茶飯事で、もう一つ彼には厄介なところがある。


「冒険者か。一つ手合わせを願いたい」


「また始まったよ……」


冒険者と見るや、試合を申し込んで叩き潰す。それが彼のやり方でもあった。


バイダーほどではないにしろ、冒険者を疎ましく思ってる者は少なくない。彼の場合は、統制も規律もないところで命をやり取りしている存在だからという理由で気に入らないのだ。


仲間の死に涙を流して何度も命の儚さを感じた彼だからこそ、そういった者達にも厳しくなる。そんな思いをさせるくらいならばいっそ、と彼は今日も剣を握るのだった。


そんな彼に驚く者は多く、教官グスタフもリティにそんな反応を期待したが──。


「はい！　やりましょう！」


「みゃん！」


二つ返事で応じた者など彼も久しく見ていない。先程の冒険者も動揺してから、ようやく試合に臨んだのだ。


「フン……威勢は良し」


「良いですか！」


「みゃあんっ！」


負けじと威勢をよくするミャンが場の緊張感をほぐす。


この少女を打ち負かしたとしても、めげずに訓練に挑むかもしれない。そこで、あの冒険者のように心を折る。そんなプランが教官グスタフの中にあった。


が、勝負は一瞬で決する。


「……な、なに？」


教官グスタフがリティに眼前に剣を突きつけられている。


剣士ファイターギルドに来た頃のリティは剣を握った事も実戦経験もなかった。それ故にほんの少しだけ飲み込みに時間がかかったのだ。しかし今は違う。


これまでの実戦経験がリティを強くしたのだ。たとえ相手が熟練の騎士ナイトだろうと、もはや手に負えるものではなかった。


「グ、グスタフさんが負けた？」


「一瞬だったよな……」


騎士ナイトのスキルを持つ彼が、尻餅をついているのだ。


自分はこの少女に訓練をつけるのか。そんな必要はあるのか。これだけの実力があるのに。彼のキャパシティーが限界に達した時、騎士ナイトギルドに新たな訪問者が現れた。


「リティ、ここにいたのか」


その人物の登場に、放心しかけたグスタフが直立して敬礼する。その他、教官や見習いも同様だ。


すらりとした長身、肩までかかる銀髪をややなびかせた彼女がリティを見つける。彼女よりも遥かに年上のグスタフを含む他の教官が、その一挙一動を注視した。


「イリシスさん？　どうしてここに？」


「冒険者ギルドを起点にして情報収集した甲斐があった。パートナーのロマは踊り手ダンサーギルド、新しい仲間のクーファは魔法使いマジシャンギルドだな」


「そうです。よくわかりましたね」


「なに、少しの手間だ」


王国軍の中核を担う騎士団シルバーフェンリル隊の隊長が、一人の冒険者を捜していたという事実に一同は衝撃を受ける。


騎士ナイトギルドという登竜門を越えた先に待っているのが入団試験だ。中でもシルバーフェンリル隊は屈指の難易度である。


一度、試験を受けた者は身の程を思い知って第二の人生を考えるとまで囁かれているのだ。


解体されたアンフィスバエナ隊のような低質の騎士団に入る者。次に難易度が高いとされるゴールドグリフォン隊にかろうじて入団する者。地方の警備隊に落ち着いて従事する者。


この事から、王国の戦力に加わる者の中でも花形とされているのがシルバーフェンリル隊であった。勧誘か、と誰もが考える。


「ここにいるという事はやはり騎士ナイトの称号が目的なのだな」


「はい。今はこちらの方と試合をしたところです」


「そうか。この様子だと結果は聞くまでもないな。やはり見込んだ通りだった……教官」


「はいッ！」


上擦った声を張り上げた教官グスタフ。現役の冒険者を含めて諦めさせるほどの猛者が、娘ほどの年齢である彼女にかしこまっていた。


「このリティを鍛えられる自信はあるか？」


「そ、それは！　で、でき……ません！　恐れながら申し上げますが、こちらの少女は知り合いですか!?　何者ですか！」


「前から目にかけていた逸材だ。教官、恥ではない。正直で己を弁えていると私は賞賛しよう」


「ありがたき言葉です！」


「こちらの手に余るのであれば、私に預からせてもらう。私がこの目で判断して、合格ならば支部長に掛け合って騎士ナイトの称号授与を打診しよう」


「な、なんと！」


異例中の異例の事態に、誰もが狼狽する。一方で、勧誘かと危惧して安堵した見習いがいるのも事実だ。


しかしそれは勧誘以上の意味を持つと知らぬが故である。


「それはつまり、イリシス隊長がそちらの少女を鍛えると？」


「鍛えるなどという言葉では収まらんな。とにかく私に任せてほしい。後ほど支部長に掛け合おう」


「はい……。私としては異論ありません」


「そうか。感謝する……。そうだ」


イリシスが何かを思いついたように、周囲を見渡す。その瞬間、教官を含めた者達は体の芯から冷えた。


彼女がどういう人間か知っていて、尚且つ何をしようとしているのか理解したからだ。それはつまり、以前にも起こった事だった。


「せっかく来たのだから、久しぶりに私が鍛えよう」


「あ、あの！　それはさすがに恐縮です！　お忙しいでしょう！　お手を煩わせるわけにはいきません！」


「なに、これも前途ある者達への餞別せんべつだ。それに教官、あなた達も指導してばかりでは腕が鈍るだろう？」


「そんな事は」


「遠慮しなくてもいい」


美人の微笑みとなれば、その気になる男は多いだろう。しかし見習いどころか、教官までもが青ざめている。


一部、シルバーフェンリル隊への入団を考えている者は奮起した。隊長自らの指導など、願ってもない機会だからだ。


ある腕自慢は鼻を鳴らして、望むところだと意気込む。騎士としての人生を考えている冒険者は隊長の座を狙っている。


「イリシスさん！　私も鍛えてください！」


「君は今回、別枠だ。後でたっぷりとな」


「えー！」


「みゃーん！」


リティは口を尖らせるが、イリシスはどこか熱っぽい表情だ。彼女は好物のデザートを最後に食べるタイプである。


上昇志向を持ち、未来への前進をやめない後輩達への指導すらイリシスにとっては前菜に過ぎない。


「全員、かかってくるのだ。殺す気で構わない。私にかすらせた者がいれば、シルバーフェンリル隊への入団も考えよう」


「かすらせた？　そりゃ大きく出たな！」


「あなたほどの方が、ずいぶんと思い上がったものだ」


一部の自信家はポジティブな未来を思い描いていた。しかし、そんなビジョンは瞬く間に見えなくなる。


集団で挑んでもかすらせるどころか数秒と持たずにねじ伏せられるという惨状が、延々と繰り返された。


尽きるのは体力だけではない。身も心もすり減ったところで課せられる基礎トレーニング。


いつ終わるかもわからない素振りが開始されて、騎士ナイトギルドとは思えない風景が仕上がる。


「やはり基礎からやり直しだな」


「はぁい！　フッ！　ハッ！　くらえっ！」


「みゃっ！　みゃっ！　みゃみゃん！」


教官の横でリティが素振りに参加していた。それに応じたミャンの頭の動きが愉快だったが、誰もそんなものに気を取られない。


そんなリティに、イリシスはやはり熱視線を送っていた。







第十五話　リティ、騎士団で訓練する


城より程ない距離に、シルバーフェンリル隊の詰め所や宿舎が立ち並ぶ敷地がある。


訓練施設も併設されていて、その広さは数十人の騎士達が模擬戦を行えるほどだ。


この敷地から威勢がいい声が聴こえれば王都の治安は安泰だなどと、昔から囁かれている。


そんな場所で総勢三十人の騎士達が、イリシスにリティを紹介されていた。


「こちらが今日から騎士見習いとして参加するリティだ。優秀な三級冒険者なので諸君にも学べるところがあるだろう」


「リティです！　よろしくお願いしまぁす！」


「みゃああんっ！」


気合いが入った一人と一匹の挨拶が、シルバーフェンリル隊一同に届く。


騎士達は微動だにせず、険しい面構えを崩さない。この段階でリティは今までとは違うと感じた。


何せ彼らはリティが小さな少女だからと決して侮らない。それは油断という不要な要素を徹底して排除しているからでもある。


それに加えてイリシスが連れてきた少女だ。彼女が普通の子どもを招くはずがないと理解していた。


「こちらの方々がシルバーフェンリル隊……」


「全員ではない。彼らは緊急時の際に出動できるよう待機しているのだ。後は王都内にある各詰め所で勤めていたり、遠征中であったり……まぁ要するにごく一部と思っていい」


リティはその面々を改めて見渡した。その険しい表情は一見、リティを牽制しているかのようでもある。


リティも初めから彼らと馴染めるとは思っていない。リティの目的は騎士ナイトとしての力をつける事だ。その為にはたとえ嫌われても構わないとすら思っている。


「リティ。君にはここで真の意味での騎士ナイトを学んでもらう」


「真の意味、ですか？」


「剣士ファイターのように果敢に攻めて、重戦士ウォーリアのように守る。騎士ナイトに求められるものの一つだ」


「それはすごそうですね！」


「もう一つは……」


「もう一つは!?」


イリシスは言葉を続けず、騎士達の元へ歩いていく。そして彼らの前でリティに向き直った。


騎士達をバックに、イリシスは不敵に笑う。その途端、リティは反射的に飛びのいた。この王国最強騎士団がまるで自分に宣戦布告してきたかのように感じたからだ。


「試験だ。リティ、君にはこれから全員と戦ってもらう」


場の空気が冷える。訓練を想定していたリティにとって、それは予想外の発言だった。


イリシスの射貫くような目を向けられて、リティは武者震いせずにはいられない。


「試験ですか……」


「もしや歓迎されると思ったか？　シルバーフェンリル隊は民の間でも、平和の象徴として崇められている。その末席にでも加わろうと、夢を捨てきれずに年単位をかけて入団試験に挑む者もいるほどだ。つまりリティ……君もこればかりは避けられない」


「わかりました」


騎士達はリティの即答に驚く。動揺が見られず、質問もなかったからだ。


誰であろうと、本来ならばそうする場面である。リティは今、本気で騎士達に挑もうとしていた。


「リティ。もし我々が一斉に襲いかかれば、お前は死ぬ」


リティは言葉を返さなかった。イリシスだけではなく、背後の騎士がそれぞれ烈気を放っている。


リティは剣を抜いて、騎士団と対峙した。イリシスの発言通り、彼らが襲いかかってくれば自分は死ぬ。それはリティ自身が一番、よくわかっていた。


魔の森での一夜よりも。スカルブの群れよりも。クイーンよりも。深き底の暴掘主やガリエルよりも。ジェスターよりも。


どの時よりも、リティに死をイメージさせたのだから。リティの額から顎へ、汗が垂れる。


並みの精神ならばとっくに泣き喚いて命乞いしただろう。もしくは緊張に耐え切れず、意識を手放す。しかしリティは相変わらずだった。


「がんばります」


恐怖で支配されるどころか、やはり笑っている。王国の主力たる彼らが殺意を漲らせても、ある種の快楽へと変えていた。


ある騎士は本気で武器を握りしめる。ある騎士は歯を食いしばる。各々がリティに対抗心を漲らせる。彼らもまたリティに当てられたのだ。


中でも魔物の上位種〝魔獣〟を討伐した部隊を率いた中隊長の男が、勇み足を踏む。リティもまた反応し──。


「やめろ」


イリシスの制止が遅ければ、リティと男は激突していただろう。リティと激闘を繰り広げていただろう。


そして彼のビジョンの中で倒れていたのは──。


「申し訳ありません。死ぬところでした」


「なに、彼女もお前が相手ならば無事ではすまない。よく抑えた」


「ハッ……」


中年の男が、若いイリシスに深々と頭を下げる。それを見届けると、イリシスはリティに柔らかく笑いかけた。


「冗談だ。ようこそシルバーフェンリル隊へ」


「はい？」


イリシスや騎士達から殺気は感じられなかった。さすがのリティも騙されたと気づく。


先ほどの中隊長の男は大きく息を吐いて、やりきった態度だ。


「騎士とは命に換えても挑み、民や主君を守る。場合によっては常識外の化け物とも戦う。その時に怖気づいて逃げ出すような人間に騎士は務まらない。試してすまなかったな」


「いえ……でも皆さん、本気でしたね」


「わかるか？」


事前に口裏を合わせていたわけではないが、騎士達もイリシスが本気ではないと見抜いている。しかし、やろうと思えばいつでもリティに攻撃を仕掛ける気構えだった。


イリシスはシルバーフェンリル隊の意思であり、万が一でも攻撃命令を出せば彼らは従う。たとえ脅しとわかっていても、本気で取り組まないわけにはいかなかったのだ。


「後ろに守るべきものがいれば、絶望を乗り越える。これこそが真の騎士だ」


「なるほどー！」


「みゃんっ！」


「とはいえ、精神ばかりでは何も守れない。次は訓練といこう。彼らも、その為にここにいるのだからな」


「はぁいっ！」


「みゃあぁんっ！」


イリシスが高評価する冒険者と聞いて、全員がリティに注目しているのだ。ましてや騎士団の殺気にも怯まなかったのだから、期待は否が応でも高まる。


ただし彼女が認める冒険者のケースとして、同性が多く含まれている理由については諸説あるが。


「二人一組となり、二対二の模擬戦を行う。リティ、君は初めてだろうがまずは自由に戦ってほしい」


「誰と組めばいいんですか？」


「そうだな……。デミトル！」


「……うす」


大股で歩いて出てきたのは、口数が少なそうな巨漢だった。据わっている目つきは一見、機嫌が悪そうで誤解される事がある。


そんな彼に圧倒されて近づかない者も多い。そんなデミトルは身の丈に合った大剣を抜き、やる気を示した。


「対して……アウィンにレルート！」


「ハッ！」


「かしこまりました！」


「この二人は若手の中でも群を抜いた実力者だ。次期、大隊長候補の中隊長でお前ともいい勝負をするだろう」


リティはパートナーのデミトルと対戦相手の二人を見比べた。実力でいえばあちらの二人よりもデミトルのほうが劣るとリティは読んだ。


やるぞと奮起して、リティもミャンから剣を取り出す。そんな珍妙な様子も、騎士達は黙って見届けていた。


他の騎士達もペアを組み、いよいよ模擬戦が行われる。


「では……始めッ！」


リティは先制を試みる。しかし対戦相手はそれをさせなかった。アウィンの剣撃がリティの剣を響かせ、抑え込まれたのだ。


そのまま剣を落とせばリティの負けだ。


「つぁッ！」


「ふぅん！」


同じくレルートがデミトルを抑える。一瞬で劣勢となり、リティはより冴えた。相手の二人はジェスターと比べても遜色ない実力者であり、ジョズーよりも上だ。


アウィンがリティに反撃を許さず、押しに押す。


「負けませんっ！」


「む……！」


リティが反撃に出て、アウィンを攻める。が、アウィンはイリシスが持ち上げた実力者だ。


「ディフレクトッ！」


アウィンが構えを固定した。その途端にリティの剣が、見えない壁にでも弾かれるようにして通らなくなる。


全神経を防御に集中させているとリティは踏んだが、彼は唐突に攻めに転じたのだ。


体当たりを決め込み、リティは反射的に後退してかわそうとするが──。


「ぬおぉっ！」


「ぐはっ！」


横から同じく体当たりをしたのがデミトルだ。アウィンを吹っ飛ばして、リティは助けられた。


その代償としてデミトルはレルートに剣を突きつけられてしまい、模擬戦終了が訪れる。


「そこまでだッ！」


イリシスが双方を止めて、アウィンもレルートも武器を収める。デミトルは大剣を持ったまま俯いて、何かを考え込んでいた。


「今の戦いでデミトルが討たれた。リティ、もしこれが実戦ならば君は一人でアウィンやレルートと戦わなければならない。出来るか？」


「厳しいです」


「潔い。その通りだ。彼らの高い実力も身に沁みただろう」


「でも、たとえそうなっても私はやり遂げます。それも冒険なので」


「そうではない」


イリシスはリティの言葉を遮り、アウィンとレルートの間に立つ。二人の肩に手を置き、リティを突き放すかのような仕草だ。


「これはペアの模擬戦だ。互いの状況を把握して、時には守る。リティ、君は自分の戦いだけで精一杯だったな。デミトルは少なくとも君のピンチを助けた。どちらが強いかはともかく、この戦いにおいてはデミトルのほうが騎士ナイトだったのだ」


「あ……」


「攻めるだけの剣士ファイターでもなく、守るだけの重戦士ウォーリアでもない。攻めて守れるのが騎士ナイトに求められる資質だ」


森の統率者戦のように、悪食なる虐殺者戦のように。敵がどちらか一方のみに注意を向けているとは限らない。


敵が一人、一匹だけとは限らない。混戦の最中でも、攻めて守るを実行できるのが強い騎士ナイトの条件なのだ。


いかに敵が強かろうと、状況を見極めて庇う。自分が傷つく事になっても構わない精神こそが騎士道ともいえる。


「そこのデミトルは君よりも実力は劣るが、騎士ナイトとしての動きなら及第点だ」


「デミトルさん。未熟な私を庇ってくださって、ありがとうございます」


「いや……」


デミトルが気恥ずかしそうに頬をかく。リティにとって、実力の上下は関係ない。


デミトルが騎士ナイトとして正しい動きをして、自分を助けたのだ。それだけでリティはデミトルに対して好印象だった。


「アウィンとレルートは高い実力を持つが、実戦では今以上に苦しい事もあるだろう。慣れたら三人、四人と増やして経験を積んでもらう」


「はい！」


「みゃあぁああぁんッ！」


気合いが入りすぎて雄叫びに近くなったミャンに、イリシスが噴く。幻獣ミャーンは彼女も知っているが、近くで実物を見るのは初めてだった。


実は触りたくて仕方がないのだが部下の手前、必死にその欲求を抑えている。


「ではもう一戦ッ！」


この日、リティは彼らと模擬戦を何度も行う。


最初こそリティは苦戦したが、夕刻が迫った時にはリティがデミトルをフォローする場面も増えてきた。


イリシスの見立てでは明日いっぱいまでかかるはずだったが、その驚異の成長速度に感嘆する。


対してアウィンとレルートは自身が若い身でありながら、リティという小さな芽の成長速度に冷や汗をかく。


訓練一日目にして、リティは王国最強騎士団においても存在感を色濃くアピールした。


*　*　*


「さぁ、上がれ。遠慮するな」


その日の夜、リティはイリシス邸に招かれた。騎士団の頂点に相応しい豪邸で、居間だけでもルイズ村の家の広さを凌ぐ。


イリシスとしてはそれほど多くを望んでいなかったが、住居に関しては部下や民への示しとして立派にしている。


国を守る象徴が質素な暮らしをしていたのでは、与える不安もあるからだという考えだった。


「すごい家ですね！　家の中でも走り回れるほどです！」


「君にはやってほしくないな」


「みゃあんっ！」


広いが、調度品の類はほぼない。走り始めるミャンをリティが取り押さえて、抱きかかえる。イリシスはもはや我慢の限界だった。


「リティ……ミャンを触らせてくれないか」


「いいですよ」


「お、おおっ……あっ……はぁっ……」


頭や体など、くまなく撫でられているミャン。部下達の前では決して見せないうっとりとした表情で、イリシスはミャンに頬ずりした。


ミャンもまんざらではない様子で、イリシスには好意的に頭を擦りつける。


「なんという手触りだ……」


「ミャンは触り心地もいいんですよ」


「幻獣ミャーンは良くない人間には敵意を見せるというが……。私は認められたようだな。フフ……」


「そうなんですか！　ミャンはすごいんですねぇ」


「みゃあん」


幻獣ミャーンについては召喚例が少ない故に、リティも初めて知る情報がある。イリシスも召喚獣について詳しいわけではない。


今回については可愛い生き物に目がない彼女だからこそ出た情報だった。


「ミャンに君……知りたい事がたくさんあるな。リティ、服を脱いでほしい」


「はい？」


イリシスの唐突な提案にリティも困惑する。彼女がリティを手招きして案内した先はバスルームだった。







第十六話　リティ、フィジカルモンスターについて知る


「ハッ!?」


「集中できてないんじゃなぁい！　ロマさぁん？　ハァイ！　ワン！　トゥ！」


踊り手ダンサーギルドでのロマの訓練は順調そのものだった。


単調な基礎訓練の段階ではあったが、早くも頭角を現しつつある。しかしここで彼女の中に異変が起きた。


「ロマさぁん！」


「すみません！　続けます！」


「今はまだリズムよぉ！　リズムが何なのかを知らなければいけないのよぉ！　わかるぅ？」


突如、ロマは不安を覚えたのだ。自身に対してではない。リティの身に何かあったと、根拠もなくそう思った。


もしくは危険が迫っていると予感してしまい、ロマは目の前の支部長に許可を取って抜け出そうかと考える。


「あの！　支部長！」


「コーチとお呼び！　なぁに!?」


ロマは、かつて王都中を魅了した元劇団女優の支部長が手放しに褒める逸材だ。


申告すれば問題なく抜け出せるだろう。しかし年単位でくすぶっている者も少なくない中、抜け出そうとすればどうなるか。


見習い達の視線を気にしたロマは気の迷いを振り払う。


「いえ！　続けます！」


ロマは自分で決めた事を思い出した。リティと共に戦うだけではなく、自分にしか出来ない戦いを見つけると決心したのだ。


その為には脇目を振っている暇はないのだ。


「そう？　じゃあ、リズムを再開するわよぉ!?　ワァン！　トゥ！　ワン！　トォウゥ！」


元のスタイルも相まって、ロマの動きは自然と周囲を惹きつける。


踊り手ダンサーは単なる技術だけでは務まらない。その性質上、本人の魅力次第で発揮できる力が天と地なのだ。


資質、オーラ、カリスマ。人によって表現は異なるが、概ねそういったものが必要になってくる。


「今の動きグッドよぉ！」


「支部長のグッドが出た!?」


「コーチとお呼び！」


見習い達が驚くグッドとは、動きに対する査定である。始めて一ヶ月以内にグッドを得られた者など、この支部ではジェニファ以外に存在しない。







    
  
  




ロマはまだ、わずか初日の終わりだ。支部長は自身の目に狂いはなかったと確信して、より指導に熱が入る。


「グレェト！　あなた、グレェトよぉ！　わかるぅ!?」


「なにぃぃぃ！　一日目で!?」


「コーチとお呼びぃ！」


「えっ？」


基礎の仕上げにして、ロマは素質を開花させていた。グレートなど、この場で貰った者はいない。


歴戦の冒険者も動きの矯正の場として活用するギルドだ。支部長の眼力にかかれば一級冒険者であろうと、些細な乱れを見抜ける。


彼女にグレート以上を貰えたなら最低三年は生き延びる事が出来ると、レッドフラッグのジェニファも太鼓判を捺す。


「リズムは皆、無意識のうちに刻んでいるのよぉ！　生活リズムなんてのもあるように、戦いにもあるのよぉ！　これが乱れるうちは半人前以下なのよぉ！　わかるぅ？」


「はいっ！」


戦いのリズム。リティが聞けば大喜びしそうな情報だとロマは苦笑する。


後で教えてやろうと思いながら、ロマは一日目を終えようとしていた。


「ハイ！　お終いよぉ！　皆、お疲れさぁん！」


「今日はありがとうございました！」


「あなた、とても美しいリズムよぉ！　極めれば敵も味方も自然とあなたに惹かれるかもしれないわねぇ！」


「美しいリズム……」


人によって刻むリズムがあるとすれば、リティはどんなものかとロマは考えた。


また、この支部長がリティにどんな評価を下すのか。そんな事を考えるほど、ロマに余裕が出来た証だった。


「私は強くなる。リティ、あなたはもっと強くなるのよ」


支部長のノリについていけるかなどの心配はあったが、ロマはリティに思いを馳せる。先ほどの不安など、今の彼女にはない。いらない事で思考を乱している場合ではないのだ。


*　*　*


「背中を洗ってやろう」


「あ、はい」


バスルームにて、リティはイリシスに背中をこすられている。ルイズ村にいた時も、母親にやってもらった事を思い出した。


妙に心地よくなり、一度は村へ里帰りしなければと考える。そんなリティの思考を打ち消すように、イリシスが他の部分にも手を伸ばす。


「イリシスさん？」


「せっかくだから背中以外にも洗ってやろう」


「いいですよ！　子どもじゃありませんし、自分で洗えますから！」


「子どもだろう？」


「イリシスさんもそう言いますか」


「ん？　誰かに言われたのか？」







    
  
  




それまでの経緯をリティが話すと、イリシスは腹を抱えて笑い出す。面白おかしく、いつまでも笑ってそうな様子だった。


たちまちリティはふくれっ面になり、逆襲を考える。垢すりを手に取り、イリシスの体をこすり始めた。


「ふー、久しぶりに笑った。それはそうと、これはこれで悪くない……あぁっ……」


「子どもじゃないので洗います」


「要するに君はロマよりも、歌踊手アイドルの素質がないと言われたのが悔しかったのだろう？」


「そうです。やる前からそんな事を言われるなんて、思ってなかったです」


「やはりそっちか」


リティが自分に女子としての魅力の有無を考えるはずがない。単純に子ども扱いされたり、ジェニファにダメ出しされた事が気に入らないのだ。


そんな彼女の様子に、イリシスは複雑な心境だった。これではその気にさせるのは遠いと、歯がゆく感じている。


曲りなりにも騎士団を統率する者として、彼女なりに一線は死守していた。


「私もロマのほうが歌踊手アイドルの適性があると思う。しかしリティ、君のほうが彼女よりも多く持っているのは忘れないでほしい」


「どういう事ですか？」


「君はフィジカルモンスターなのだ。特に身体能力が異常に優れており、恐らく獣人族をも凌ぐ。かつての英雄もこれを持って生まれたと言い伝えられている」


「英雄……」


「君の冒険者カードに刻まれているジョブの数は異常だ。剣聖と呼ばれた人間に弓の才能があるとは限らないように、どんな強者でも取捨選択をしているのだぞ」


イリシスがリティの腕を掴み、撫でる。くすぐったさを感じたものの、イリシスが真剣な表情なので抵抗はしなかった。


更にはふくらはぎや太ももと、イリシスはリティの肉付きを確かめている。


「私もそうだ。剣術ならば国内で負ける気はしないが、槍……長物となればレッドフラッグのシャールが上回るだろう」


「シャールさんを知ってるんですか？」


「彼らには幾度となく協力してもらっている。国外での活動に精を出して知名度を上げれば、特級も夢ではない連中だよ」


「やっぱりすごいんですね！」


「ここだから言う。リティ、君は彼らとは比較にならない才覚の持ち主だ。怪物と評されてもおかしくない」


冗談の類ではないと、リティはイリシスの表情以外から察する。いつしか押さえつけるように、イリシスがリティの腕を握っているからだ。


振りほどけず、まるで自分の体が支配されたかのような錯覚に陥る。


「今日のペアでの訓練にしてもそうだ。私は正直、もう少しかかると思っていた。対戦相手のレルートやアウィンはあの後、ほとんど口を開かず……。デミトルは今も残って自主練習に励んでいる」


リティは言葉を返せなかった。それは自分がロマに対して感じた感情と同じだろうとわかったからだ。剣士ファイターギルドにてロマが味わった、いわゆる屈辱というものだった。


「あの二人は私がより目にかけていたのだが……。君と対峙してしまっては、さすがに心の整理をつけるにも時間がかかりそうだ」


「でも！　私はまだまだだと思ってます」


「気を悪くさせてすまない。ただ……君が感じたものなど、他の者は倍以上も思い知ってるとだけは理解してほしい」


「わかりました」


「あっさりだな」


物分かりがいいのか、悩まない気質なのか。イリシスはリティという少女を測れていない。


そもそも理解できるものではないのかもしれないと割り切り、イリシスはリティを解放した。


「あ……」


「フフ、動けなかっただろう？　その気になれば、この場で君を好き勝手にする事も可能だ」


「させません！」


「冗談だ」


する気がないのか、出来ないという意味なのか。リティこそイリシスを測れていなかった。


フィジカルモンスターなどと褒めた手前でリティを完封する。それはイリシスの強者としての矜持でもあった。


そうでもしなければ自分も嫉妬の海に呑まれてしまうと思ったからだ。


「堅苦しい話をしてしまったな。だがリティ、フィジカルモンスターにはある特徴があってな」


「それは？」


「総じて魔力に恵まれない傾向にある。一振りですべてを消し去るとまで伝えられた少女などは、回復魔法が使えなかったらしい」


「一振りで！　すべてを！　消し去る!?」


「尾ひれをつけたのか真実かはわからん。もともと魔力を持って生まれるはずが、身体能力に注がれたなど諸説ある。君も魔力は少ないだろう」


「はい……」


トーパスの街でマームがやってみせた炎の魔法は、リティを上回っていたのだ。


これはセンスではなく、単純に魔力の総量の差である。もしリティが魔力にも恵まれていれば、それこそ怪物どころではないのだが──。


「魔力まで与えてはいかん、という運命のささやかな抵抗かもしれないな」


「魔法使いマジシャンギルドにも興味があったのですけど、クーファさんやマームさんにお任せします」


「落ち込まないのだな」


「はい。イリシスさんにも言われましたし」


「そうか。健気でかわ……」


「みゃん！」


泡だらけのミャンがバスルームのタイルの上に、腹を見せて寝っ転がっている。そして体を反転させて、リティの体に巻き付くようにして這った。


「ミャン!?」


「ハハハ！　もしかしてリティを洗ってやろうとしているのかもな……そうだ」


素早いミャンを一瞬で掴んだイリシスの手腕に、リティは何気に驚いた。ミャッ、と鳴き声を上げたミャンにイリシスが垢すりのタオルを巻きつける。


彼女の意図をリティはすぐに理解した。


「ミャン、これで今と同じようにやってみろ」


「みゃーんっ！」


「わわっ！　こ、これは！」


タオルをまとったミャンの動きと擦れる感触は、至福といえるものであった。体中を駆け巡る垢すりはまさに新発見といってもいいだろう。


もっとも、幻獣ミャーンの召喚例がほぼない時点で褒められる可能性はない。勝手知ったるものによる新発見ではないので、驚きようがないからだ。


「ミャン、私にも頼む」


「みゃんみゃん！」


「あぁっ！　こ、これふぁっ！」


「みゃーん！」


イリシスはこの時、幻獣ミャーンの召喚を本気で考えた。しかしこれには背徳感がつきまとうリスクがある。人としてこれでいいのかとイリシスは葛藤した。


「みゃんー！」


「こ、これはいいな……」


「イリシスさん、もうそろそろいいですか？」


さすがに洗いすぎだとリティは心配する。普通に洗ったほうがいいとすら考え、新発見とまでは驚かない。リティは冷静に泡を洗い流した。







第十七話　リティ、イリシスに鍛えられる


魔法使いマジシャンギルド。一定以上の魔力がなければ門前払いされるという、ある意味で一番厳しいジョブギルドである。


しかも一定以上というのは、あくまで最低水準の話だ。仮に魔法使いマジシャンの称号を得たとしても、魔力が低ければ活躍の場はない。


多くのパーティではメイン火力として期待されるので、この辺りで折り合いがつかずに追放冒険者となる者もいるほどだ。


「炎属性中位魔法ブレイズショット……」


「さすがマーム様！　いけてるっ！」


魔法を放つ際に課題となるのは集中力である。魔術式の構築や魔力のコントロールなど、やるべき事は多い。


魔法や個人によっては詠唱が必要となり、こういった苦労はあまり知られていなかった。


このギルドの卒業生でもあるナターシェが持ち上げているマームは、いわば天才に属している。


マームの体ごとすっぽりと入りそうな火球が空中で静止して、教官や見習い達の驚愕した顔を赤々と照らしていた。


「……鎮火」


マームがそう呟くと、巨大火球は収縮して消えた。魔力のコントロールと消失の魔術式で更に周囲を驚かせる。教官ですら、ここまでスムーズに行える自信がないのだ。


この所業に加えて三角帽子や木製の杖が、いっぱしの風格を漂わせていた。


「見事です、マーム様。短期間で中位魔法を習得したばかりか、そこまで操れるとは。あなたの最終試験を検討しましょう」


「最終試験!?　わぁい！　やったっ！」


「なんてペース！　はやっ！　早すぎて見えないっ！」


護衛という名目でマームを見守って茶化すナターシェだが、教官達と同じ心境だった。


魔法使いマジシャンギルドで一年半、剣士ファイターギルドで二年。彼女も天才の域だが魔法ならば、マームに軍配が上がる。


何せマームの場合、半年と経っていないのだ。魔力の総量を上回る見習いが、この状況に一番納得していない。


「フンッ……結局、モノをいうのは火力さ。コントロールなんて些細なものだ」


「では、次。クーファ」


見習いの男が悪態をついた直後、ふわりと漂ってきた魔力に戦慄する。


冷水を浴びせられたような、体の芯から凍り付くような。鼻や口から大量の水が流れ込む苦しささえ感じた。


基本的に魔力の総量が多いほど、魔力感知に優れる傾向にある。同時に知らないほうがよかった現実を知ってしまうのだ。


見習いの男は微動だにできずに、前へ出たクーファの背中を見る。


「なんだ、こいつ」


その呟きがクーファに聴こえてしまったか。そんな心配をするほどに、見習いの男は自分よりも一回りも年下の少女に恐れをなした。


クーファが両手を差し出すと一つ、水球が出現する。


二つ、三つ、四つ、五つ。どれ一つとして同じ大きさの水球がなく、それが際限なく増え続けた。


さすがにまずいと判断したのか、教官が片手に持つ杖を振るうと水球を砂が包む。教官の地属性から派生する砂魔法は水を吸収するが、焼石に水だ。


単純に砂の量以上に水量が多い。明確な魔力差に、教官すらも心が折れかける。


「もういい！　やめろッ！」


「は、はい！」


口頭での注意をされるまでもなく、クーファは発動した魔法を抑えようと試みていたのだ。


室内の人間を溺死させかねない状況だったが幸い、水球が一つずつ消えていく。すべてが収まった頃には、クーファはへたり込んでいた。


もう少し遅ければ水浸しどころか、訓練場が完全に水没していたところだ。


「……魔力のコントロールが課題だな」


「うまく出来ません……」


教官の精一杯のアドバイスだった。今回、クーファはアーキュラの力を使用していない。当の水の精霊はナターシェの隣で無意味に伸び縮みしている。


つまりクーファの魔力量が絶大であるが故の結果だった。


怒れる水神の契約者、水属性への限りない適合率。大器などという枠組みでは捉えられず、もはや災厄への変貌を危惧する事態である。


こんな子どもが今まで埋もれていたのかと、教官が今日までの平穏に感謝するほどだ。


放置してはいけないと、教官は意を決してクーファに声をかけようとした。しかし、彼女の前にマームが立つ。


「あ、あの！」


教官は焦った。陰気なクーファの性格が掴めない以上、下手に刺激するのはよせと願っている。見習い同士のいざこざはたまにある上に、止めるのも教官の務めだからだ。


ライバル意識を滾らせて挑発するような少女ではないと思いつつも、止めようとして彼女の肩に手を伸ばしかけていた。


「魔力の放出、うまいですね。私、コントロールは上手と言われるのですけどそっちがどうも苦手で……」


「……え？」


「あ、いきなりごめんなさい」


「いえ……」


トラブルの兆しはない。そうとわかった途端、教官は床に膝をついた。


*　*　*


「ま、まいった……」


リティの前で、レルートとアウィンが尻餅をついている。二日目にして四対四の模擬戦で、リティはシルバーフェンリル隊の大隊長候補を破った。


単なる才覚だけではない。二人はリティの気迫に圧倒されたのだ。模擬戦だというのにこの瞬間まで微塵も殺気を隠そうともしなかったからだ。


それだけ真剣という事だが、終わった途端にリティはそれを感じさせていない。


「ありがとうございました！」


負けた二人に対する配慮か、リティは大声で礼を述べただけに留まる。


レルートが立ち上がらずに剣を突き立てて俯く。その姿勢は誰の目から見ても、落ち込んでいるとわかる。


アウィンも座り込んだまま、呆然として地面を見つめたままだった。彼らは良家の生まれで幼い頃から恵まれた環境にて、剣一筋だったのだ。


レルートとアウィン、共に十六の頃には剣の師匠を超えている。親友同士、切磋琢磨してきた関係だった。


「立て、二人とも」


「隊長……」


「気にするな。これが世界というものだ」


「でも……」


「では私の模擬戦を見ろ。相手はリティだ」


イリシスとのまさかの模擬戦である。心躍っているのはリティのみで、部下達は一律に固まっていた。


この部隊において、イリシスは部下と模擬戦を行った事などほとんどない。単純に彼女とそれを成立させられる者がいないからだ。


手加減などしては模擬戦の意味もなく、相手に礼を欠く行為だと考えるイリシスが実行しなかったというのもある。


騎士ナイトギルドで行ったのはあくまで訓練であり、彼女に模擬戦という自覚はない。


「お前達が敵わなかったリティは今から私に負ける」


「むっ……！」


イリシスのほうが上だと認識しても、実際に宣言されるとリティも感じるところはある。　


この瞬間からリティはイリシスを完封するとまで意気込む。それほど気合いを入れなければいけない相手なのである。


冒険者でいえば特級に位置する彼女に自分がどこまで通用するか。リティとしても確かめたいところであった。


「リティ、あらゆる手段でかかってきてもいい。ミャンも活躍させるといいだろう」


「……怪我させます」


「フフフ……よい気迫だ」


総毛だつとはこの事かと、イリシスはリティの圧を真正面から受けた。先ほどの模擬戦の時ですら見せなかったそれは、敗者である二人を更に追い込む。


化け物、怪物、人間じゃない。言葉に出さずとも、リティに対するイメージは二人で共通していた。


リティは剣を構え──。


「ではいくぞ」


リティの手元に剣がなかった。それは回転しながら宙を飛び、遥か遠くへと突き刺さる。


さすがのリティも固まった。終わった、負けた。何も出来なかった。そう認識するのに数秒を要したのだ。


「どうした？　実戦ではわざわざ『いくぞ』などと言ってもらえないぞ」


「はい」


リティが剣を拾った途端、消えた。持てる最大限のフィジカルを発揮して、イリシスに迫ったのだ。


裏をかくよりも瞬間の決着をつける。それは正解であり、イリシスも納得するところではあった。が、それと結果は別である。


「……あ」


「二度目の死亡だな」


見透かしたようにリティの首元に突きつけられる刃。実戦であればリティはイリシスに二回も殺されていた。


先日のバスルームでの賞賛など、どこ吹く風だ。イリシスはリティを遥かに上回っている。まさに子ども扱いであった。


「確かに君は私の部下よりも強い。しかし私の前では彼らと模擬戦を行った時の結果と変わらない。要するになんとかの背比べなのだ」


部下達はリティに同情した。何故、お気に入りであるはずのリティにここまでするのか。


リティが彼らと同じメンタルであれば、アウィンやレルートと共に意気消沈する。


下手をするとしばらく武器を手に取る事も出来ないだろう。リティが立ち尽くす姿を見て、騎士達は胸が締め付けられる気分だった。


「アウィン、レルート。落ち込むことはない。お前達よりも強いリティがこの様なのはわかるだろう。それに世界にはこの私よりも強い者などいくらでもいる。つまり際限がないのだ。自分よりも強い者などいくらでもいると考えた上で、どこかで折り合いをつけろ。もちろん向上心は大切だがな」


国内どころか、少なくとも大陸を見渡しても彼女より上の者などそうはいない。


あのレドナーですらそう評価するのだ。バドリックが召喚した天使だろうが、彼女もレドナーと同レベルの戦いを披露する。言ってしまえばそのレベルでなければ、戦いが成立しないのだ。


「リティ。今がもし冒険の最中であればどうする？　それでも楽しめるか？」


「はい。今、ドキドキしてます」


イリシスはリティを本気で折ろうと思っていた。これで折れるならばいっそ冒険などやめたほうがいいと考えているからだ。


あわよくば、それでリティが自分の下へ来るならば──と邪な願望も抱かないわけではない。しかしそれ以上に信じていたのだ。


「死んだら冒険は出来ません。それは残念です……でも、イリシスさん。私は生きてます。だったら強くなります」


「……なるほど」


そう、リティがこれで折れるはずがないとイリシスは信じていた。騎士達もさすがに悟る。イリシスがリティを本気で叩き上げようとしていると気づいたのだ。


同時にその容赦のなさも、見ているだけで痛々しく伝わってしまう。我が身の事と少しでも考えれば、自分のほうが折れるだろうとすら思っていた。


「君は冒険終了の時ですら楽しむのか。さすがの私も君への理解が限界に近付いている」


実力ではリティを圧倒的に上回るイリシスが、二の腕をさする。彼女は初めて人間相手に寒気を感じた。とことん鍛えてやろう。イリシスは口元を歪ませる。







第十八話　リティ、騎士の称号を獲得する


リティがイリシスとの模擬戦を始めてから五日目。何度、リティの武器が宙を舞ったか。


リティがあらゆる手を尽くそうと、イリシスは遥か上をいく。騎士達もまた彼女達を分析していた。


身体能力であればリティが上回る。それなのに何故、歯が立たないのか。


「リティ、よくやった。この私と五秒も模擬戦を行えたのだからな」


「でもイリシスさんはスキルを使ってません。つまりまったく本気を出してないですよね」


「スキルを使えばお前を殺してしまう。と、言うと本気を出せと君は懇願する」


汗一つかかずにイリシスは剣を収めた。これ以上、続ける気はないという意思表示だ。リティに見切りをつけたわけではない。その逆だった。


「君のフィジカルと身体能力には驚かされる。たった数秒といえど、これを見ろ」


「髪の毛……？」


イリシスが自身の髪をつまんで、リティに見せる。リティよりも先に騎士達が呼吸を止めるほど驚愕した。


ほんのわずかだが、短くなっているからだ。イリシスと模擬戦を成立させられる者など、シルバーフェンリル隊にはいない。


五秒も戦えた上に、リティの刃がイリシスに届いてしまっているのが答えだった。


「髪だろうと、かすらせるつもりはなかった。つまり君が私を上回った瞬間が生まれてしまったのだよ。リティ、君がどういう心境かわからないが落ち込むのは私のほうだ」


自嘲気味に笑うイリシスに嘘偽りはなかった。そもそもスキルの有無が本気に直結するとは限らない。


必要に応じて放つ必要があり、言い換えればリティはイリシスにスキルを放つ隙や判断を与えなかった。


もちろん開幕からイリシスは最高威力のスキルを放つ選択もあったが、あえてそれはしない。


そういう意味で手加減しているとも言えるが、これはあくまで模擬戦である。


「少なくとも今は殺し合いではない。模擬戦という形式で、君は私に迫った」


「でも、やっぱり私に足りないものがあると思うんです。イリシスさんの……読みというか。うーん……」


「勝負勘だな。咄嗟の判断、ともいうべきか。こればかりは踏んだ場数の違いが出る」


経験の差である。リティの才能がイリシスを上回っていたとしても、ここで大きく引き離されてしまうのだ。


神妙な顔をして悩むリティに、騎士達はうんざりしている。もう十分だろう、と。ここにいる誰一人として、イリシスに勝とうなどとは考えていないからだ。


「じゃあ、場数を踏みます！　もう一戦、お願いします！」


「もう十分だろう。君は合格だ。騎士ナイトの称号に相応しい」


「でも場数！」


「私とばかり戦えばいいわけではない。いろいろな相手と戦い、己の勘を磨き上げて研ぎ澄ますのだ。君にそれが出来たなら……」


イリシスは言葉を詰まらせた。その続きを口にするのも憚られるほど、リティの底が見えないからだ。


たった数日で自分と数秒も戦えるようになるなど、駆け出しだった頃のアルディスでも不可能だと考えている。


フィジカルモンスターは歴史に名を残さない事が多い。その力が圧倒的すぎて、闇に葬ろうとする者が多いからだ。


イリシスは身をもって、その意味を知る。自分の理解を超えるものを封じ込めようとする本能的なものを理解できてしまったのだ。


目の前で場数について真剣に考える少女は、すでにイリシスの理解を超えようとしている。


「イリシスさん？」


「あ、あぁ。これから騎士ナイトギルドに向かおう。それで晴れて君は騎士ナイトだ」


「騎士ナイト！　私が上位職！」


「みゃあんっ！」


とんでもない跳躍力を見せつけて、リティは喜びを表している。その様子を騎士達はただ見上げるのみだった。


もしこの子が自分達の敵になったら、などと考えてしまった者は身震いする。とんでもない怪物を連れ込んだものだと、イリシスに見当違いな苛立ちを覚える者もいる。


騎士である以上は決して口には出さないが、彼らもこの時だけは一人の人間に戻ったのだった。


*　*　*


騎士ナイトギルドでの手続きはスムーズだった。自分だけが、という思いからリティは支部長に最終試験を懇願したがあっさりと断られる。


イリシスという国内最強の騎士が傍らにいて認めている、それだけで結果としては十分なのだ。


仮にこれを卑怯だと罵る者がいれば、支部長は今すぐにでもシルバーフェンリル隊の訓練への参加を促すだろう。


イリシスがギルドで行った訓練の様子からして、喜んで飛びつく者など皆無である。


並みの冒険者など歯牙にもかけない騎士達に揉まれて結果を出すよりも、最終試験のほうが遥かに望みがあるからだ。


つまりリティは称号習得の過程だけを見るなら、恐ろしく遠回りをした事になる。ただし、それが無駄であったかどうかとなれば話は別だった。


「……イリシスさん。私からは何も言いますまい。いえ、言えるはずがない」


「我がままに付き合っていただいてすまない。しかし彼女は騎士ナイトとして、この上なく仕上がっただろう」


「騎士ナイトとして、ですか」


支部長はリティの冒険者カードに羅列されているジョブ群に目を奪われている。一つのジョブを習得するのに年単位が相場だという常識がひっくり返されたのだ。


下位職とはいえ、ロマのように一年で剣士ファイターの最終試験を受けられる者がせいぜいである。


支部長はリティの小さな体を観察するが、何も見えてこなかった。


「長生きしてみれば、こういう子に出会う。かつてはワシも一級冒険者として持て囃されたものだがな……」


「喜ぶべきことです。次の世代に光がなければ、何も進展しない」


「そうだな。しかし、この子がもたらす影響は本当に大きいだろう。誰もが羨望の眼差しを向けるわけではない」


「それも一つの試練です」


直立したままのリティに支部長が近づき、頭を撫でる。元騎士の面影がなく、枯れ枝のような腕だ。


若い時はこの腕でいろいろな魔物を倒してきたんだなどと、リティは思いを馳せた。


「嫉妬、憎しみ……。多くの者達がお前を睨み、時としてその足を引っ張ろうとするだろう。これは仕方ない。持って生まれた者の宿命といってもいい。だがな、彼らを憎まんでいい。もしお前がその立場ならば、そうしていたかもしれんからな」


「はい！　足を引っ張られないようにします！」


「リティなら、掴まれたところでそのまま走り出すだろう」


思わず苦笑する二人だが、リティはその冗談の類が理解できていない。しかし、ほんのりとトーパスの街で襲ってきたニルスを思い出す。足を引っ張る人間のイメージ像として、リティにとっては彼が適切だった。


そこから芋づる式に引っ張り上げられる情報の数々。マームを襲った者達、ズール。その手が遥か深淵から伸びている気がして、リティは途端に表情を険しくする。


「本当に大丈夫です」


二人は何も言えなかった。その圧に押されて、支部長はリティへの情報提供をためらう。


おぼろげながら存在する、ある者達の情報だが今のリティの前で言えばどうなるか。更なる圧が来るかと思うと、支部長は口を閉ざしてしまった。


*　*　*


リティはロマの様子が気になり、踊り手ダンサーギルドを訪れた。建物の中から聴こえてくる軽快なミュージック、妙なかけ声。


すべてがリティにとって未知だ。称号を狙ってみたい衝動に駆られるが抑える。これ以上、タハラジャル行きが遅れてはいけないからだ。


「ハァイ！　ワァン！　トゥゥッ！　スリィ！」


中で繰り広げられる踊りの世界。性別問わず、多くの人々がリティが理解不能な動きをしている。これを戦いでどう活用するのか。リティには想像もつかなかった。


「ロマさぁん！　エクセレェントゥッ！」


特にリティの視線を釘付けにしたのは、華麗に舞うロマだった。絶え間なく妖艶に舞う彼女の姿に、リティは魅了される。


完成された踊り手ダンサーは、誰もが見とれてしまう存在なのだ。今のロマは完成に限りなく近づいており、その習得速度だけならばリティのそれとほぼ変わらない。


「はぁい！　休憩よぉ！　あら、小さな観客がいるわねぇ？」


教官がリティに気づく。ロマが振り返り、少しためらったが笑顔を作る。今の自分を見られるのが何となく恥ずかしかったのだ。


最初は剣士ファイターとして頑張るつもりだった彼女は、自分のイメージというものを持っている。それがまだ踊り手ダンサーに近づいていない。


休憩に入って全員が各々の思いのままくつろぎ、ロマはリティと対面しつつも目を合わせられなかった。


「ロマさん、すごく綺麗です」


「そ、そう？」


「素敵です」


リティのシンプルな褒め言葉だが、ロマは気恥ずかしくなった。いずれは披露するものだが、不意打ちとなればさすがの彼女もうろたえる。


ましてや練習中であり、未完成の状態を見せるのも気が進まなかったのだ。


「騎士ナイトの称号を貰いました。ロマさんはどうですか？」


「やっぱり、さすがね……。私は最終試験まで辿りついたわ。自分でも驚くほどのペースよ……」


「すごいです！　ううー！　私もやっぱり踊り手ダンサーに……」


「時間がないのよ。クーファちゃん達も気になるし……。そういえばリティ、何か危ない事はなかった？」


「え？　危ない事ですか？　イリシスさんとの模擬戦……？」


「イリシスさん!?」


ロマがリティの肩を掴み、揺さぶる。


「イリシスさんと模擬戦してお風呂に入りました。気持ちよかったです」


「お、お風呂で、き、気持ちよかった!?」


ロマの甲高くも悲痛な叫びがギルド内に響く。少しの間だけ固まり、膝から崩れ落ちるロマの姿は尋常ではなかった。


床に倒れて気を失ったとしか思えない彼女の元に、多くの者達が駆けつける。


「ロマさん!?」


「みゃん！」


ミャンが思い出したかのように、ロマの体を這いまわる。風呂での動作を繰り返しているのだが、この光景は完全にカオスだ。


さすがのリティも理解が追いつかず、ロマを本気で心配するばかりだった。






名前：リティ


性別：女


年齢：十五


等級：三


メインジョブ：騎士ナイト


習得ジョブ：剣士ファイター


重戦士ウォーリア


召喚師サモナー


弓手アーチャー


格闘士マーシャル


騎士ナイト







第十九話　リティ、クーファの様子を見に行く


リティとロマが魔法使いマジシャンギルドに訪れると、危うく門前払いされかける。


見習い志望ではない事を伝えたものの、リティは目に見えてむくれた。イリシスに言われたものの、魔力の低さを理由に挑戦すら出来ないのは納得いかないのだ。


ギルドの入口にはこうして、一人か二人の門番が立っている。防衛の為ではなく、無駄を省くためだ。


「やってみなくちゃわかりません」


「まぁまぁ……。割り切るのがいいわ」


追い返されなかったものの、ロマも素質がないと見なされて挫折の道を歩んだのだ。


今は剣士ファイターの称号を貰っているとはいえ、彼女にとっていい思い出ではない。


心の底から這い上がろうとする記憶を押し込み、ロマは魔法使いマジシャンギルド内へと踏み入れる。


受け付けのギルド員に話しかけようとしたその時、奥から悲鳴が聴こえた。


「く、訓練場のほうからだ……！」


青ざめた受け付けのギルド員に、リティとロマも続く。


三人が訓練場に到達した時、見習い達の背中が見える。全員が何かに注目している様子だ。


その際にリティはクーファを少しだけ捜したが、見当たらなかった。


「何があった！」


「いやぁ……まいったなぁ。この子がご指導をお願いしますなんていうから……」


まずリティの目に飛び込んできたのは、肩を押さえているマームだ。出血をして、流れる涙を堪えきれていない。


頭よりも体が先に動き、リティがマームの元へ飛び込む。


「マームさん!?」


「リティさん……。何でもない……」


護衛のナターシェがいながら、などとリティとて思わなくはない。しかし、そのナターシェが見た事もない憤怒を顕わにした表情なのだ。


その視線の先にいるのは、赤髪のモヒカンを垂れ下げた魔術師風の男だった。教官でもなければ見習いとも思えず、リティはその男を訝しむ。しかし、その前にやるべき事は見失っていなかった。


「皆さんの中で回復魔法を使える方はいますか!?」


リティに促されずとも、救護担当のギルド員がマームの手当てを行っていた。


治癒師ヒーラーの称号を持つ彼だが、その怪我の完治には苦労している。リティがよく見れば、肩が貫通していたのだ。


「ごめんな。怪我をさせるつもりじゃなかったんだ」


「あなたは……」


「ウソだ！　そいつは明らかに狙った！」


見習いの誰かが、赤毛モヒカンを指して叫ぶ。かすかに舌打ちした男だが、すぐに調子を戻した。


リティは男を観察するが、見た目以上の情報が見えてこない。魔力が低いリティに、魔法の使い手としての力量を感じる事が出来ないのだ。


一方でロマはリティよりも高い魔力を持つが、こちらも大して変わらない。


「いやいや、本当にごめん。まさかここまで雑魚だとは思わなくてさ。な、お嬢ちゃん？」


「あのさ、そろそろ口を閉じな？」


「おっと、怖い姉ちゃんだなぁ」


ナターシェの威嚇に、男が後ずさった。その様子は怖気づいているようでいて、どこかおどけている。


彼は見習いとして先日、魔法使いマジシャンギルドに入ってきた。しかし実力はすでに魔術師ウィザードクラスなのだ。つまり称号の獲得が目的だった。


「いやぁ、師匠にさ。いい加減、魔術師ウィザードの称号くらい取っておけと叱られてさ。で、渋々来たんだけどまず魔法使いマジシャンの称号が必要なわけじゃん。面倒ったらありゃしないよ。あくびが出るこんな場所に来てみれば、ザコどもが精を出しちゃってるわけ」


「……あなた、大魔術師の後継者達エーギルエッグね」


「お、ご名答。よくわかったね」


「そのローブについているタマゴのようなシンボルですぐにわかったわ。教官達も気づいているとは思うけど」


ロマが指摘したシンボルが、男のローブの胸部分で黄金色に輝く。


リティもその存在は気になったが、マームが心配でたまらない。回復魔法の光から目を離さず、男には目もくれなかった。


「古代魔術師エーギルの子孫オズウェンの弟子達……。いずれも高い魔力と資質を認められた者達と聞くわ」


「そうそう。生半可な奴じゃ弟子入りを認められないのさ。で、その師匠にうるさく言われて来たってわけなのよ。ね、面倒だろう？」


「そんな偉大な人の弟子が、あんな小さな子に何をしたの」


「ちょっと待ってくれ。訓練をつけてやるかと聞いたら、あの子は快諾したんだ。そりゃ多少、手荒になって悪かったけどさ。幸い、致命傷にはなってないだろう？」


「傷の治りが遅い……！　お前、何をしたッ！」


治癒師ヒーラーが、男に激昂する。まぁまぁ、と両手で制する男の胸倉をナターシェが掴んだ。


「おいおい、乱暴だなぁ……」


「マーム様が希望した訓練だし、怪我をするのも仕方がない。ここで私があなたをぶちのめせば、マーム様の意思決定に水を差す事になる。でもね、知ってる？　訓練って教えるほうの技量も試されるってさ」


「つまり教え方がよかったって事かな？」


「頭が悪いなら矯正してやろっか？」


ナターシェの怒気に、さすがの男もわずかに態度を正す。彼にとっても、ナターシェは警戒に値するという事だ。ローブを正して、男は顔つきを変える。


「……ザコばかりだと思ってたけど、まともなのもいるじゃん。でも魔力のほうは悲惨だけどね」


「節穴？　これでも、そこらの魔法使いマジシャンよりは高いつもりだけどね」


「あんただけに言ってるんじゃないよ。見習いどもは元より、教官もね。マジでこんなのが何を教えてるのって感じだよ。だってそうだろ？　魔法の使い手ってのは魔力の総量で決まるんだからね」


「へぇ、魔力の総量だけで全部決まるほど単純なんだ」


皮肉を込めたナターシェだが、男は大真面目だ。やや垂れ下がったモヒカンの前髪を揺らして、男は饒舌になる。


「だってそうだろ？　あの災厄魔女イレイサーウィッチのバンデラだって、結局はアホみたいに高い魔力でゴリ押しだ。それに比べたら魔力のコントロールだの放出だなんて些細なものだよ。つまり何が言いたいかってね、魔力が低い奴に魔法の使い手を名乗る資格がないって事さ。その辺をちょろつかれても迷惑だからね。それとも君、責任とってくれるの？　俺がそんなのに足を引っ張られたらさ？」


「ありきたりで下らないご宗旨ね。行きつくところは『我々の魔法を世界に思い知らせる』『高魔力の者が支配するべき』かな？」


「それのどこが下らない……？」


意外な逆鱗に、ナターシェも面食らう。いい加減に挑発したのに、まさかここで怒るのかと感心すらしたほどだ。


そして一番の驚きは、支配の件を否定しなかったところだった。


「お前ら、ボンクラが剣を振るってスキルだの繰り出してる間になぁ！　こっちはその上をいってるのさ！　魔法の使い手は守られなければ貧弱？　いつの時代だッ！　とっくに通り過ぎている！　それが俺達、大魔術師の後継者達エーギルエッグだ！」


ナターシェが呆れているにも構わず、男は自論を訓練場内に響き渡らせる。


マームを心配しているリティだが、黙って聞いていた。男の主義主張に一つずつ反論するつもりもない。


魔力がないリティではわからない世界であり、それだけに男の主張を否定も肯定も出来ないからだ。しかし、そんな事は彼女にとってどうでもよかった。


「マームさんの怪我は治りますか？　また訓練できますか？」


「……これは呪術の類か。治療がなかなか進まないのはそのせいだな」


「しばらく休めるだろう。その間に自分の資質について考え直せる」


リティの体が勝手に動く。男をくびり殺さんばかりだが、止めたのはナターシェだ。


片手で制している。そんな彼女も怒りで打ち震えており、その行為がいかに困難であったかを物語っていた。


「リティちゃん、待って」


「ナターシェさん。私、我慢できません」


「ミャアァァァッ！　ミャッ！」


「マーム様は術戦で負けたの。だから、ここであなたがあいつを倒してもあまり意味がないわ。たぶん、その役目はあの子がやってくれる」


気がつけば訓練場の入口に立っているクーファ。


召喚師サモナーギルドで調べものをしていたせいで、遅れての登場だった。そちらの知識を仕入れるのも怠らない彼女だが、この日に限っては後悔している。


「マームさん……？」


表情や感情に乏しいと思われているクーファだが、見習い達はすでに肌で感じていた。


クーファが少しずつ状況を理解するにつれて、その魔力が針のように彼らを刺す。


その高い魔力、いや高すぎる魔力を彼女はまだ完全にコントロール出来ていないのだ。マームと親交を深めて精進しているところへ、この状況である。


「へぇ、マシなのがいるな？」


男はクーファに興味を持つ。彼の好奇心とは裏腹に、教官や見習い達は逃げ出したい一心だった。


クーファはこのギルドに来て日が浅いが、すでに教官ですら手に負えないのだから。


今、この場において怒らせてはいけない者はリティやナターシェではない。


「こりゃすごい！　いいモノ持ってるねぇ！　なるほど、君も称号だけ貰いに来たのか！　わかる、わかるよ！」


「……わたしは、まだ見習いです」


「ここの節穴教官どもじゃ話にならない。他を当たろう」


「どうして、わたしには優しいんですか」


「そりゃ君がいい魔力を持ってるからさ。俺は認める奴はきちんと認める男なんだ」


クーファは男を無視して、マームの元へ行く。手を握り、震える。


回復魔法に精通していない事を悔やんだクーファは、目に涙が溜まりそうになった。


「仲よく、なれたのに」


もはやリティですら、クーファの様子に気づいている。コバンザ戦で見せた暴走の再来がすぐそこまで迫っていた。


「俺は大魔術師の後継者達エーギルエッグのナプト。師匠に頼んで、君を弟子入りさせてあげよう」


クーファはゆっくりと立ち上がり、またゆっくりとナプトのほうを見る。


雲行きが怪しいが、アーキュラは成り行きを見守っていた。ここで暴走してしまえば何も成長していない。


アーキュラとしては、そろそろクーファに成長してもらいたかったのだ。







第二十話　リティ、クーファの術戦を見届ける


大魔術師の後継者達エーギルエッグ。彼らを一言で表すなら傭兵部隊が妥当だ。師であるオズウェンを筆頭に高魔力保持者の者達は、方々の戦争へと介入している。戦場における彼らは決戦兵器とまで評されているが、脅威は戦いだけではない。


暗殺、諜報、謀略。幅広い分野で成果をあげており、今や政情不安や国交問題を抱えている国々から引く手数多だ。


しかしそれだけに問題視されており、一部の国家や国家間の会議の議題にて挙がる事が多い。


「俺達は国を左右する立場にある。高魔力ってのはそれほどの存在なのさ」


クーファはナプトを睨んだままだ。怒りを抑えている、というより魔力を抑え込んでいる。気を抜けば暴発しかねないのだ。


「あぁ、もしかしてそこの子と親しかったの？　それは悪い事をしたね。だったら治し」


「いいです」


「遠慮しなくていいさ」


「近付かないでください」


クーファの拒絶にナプトが苛立つ。元奴隷の少女が寄り添い、その体を抱き寄せたクーファは体温を感じ取った。


彼女はここにいる元奴隷の少女を守ると決めている。彼女を安心させられるくらい強くなる。決して一人にはさせない。寂しい思いはさせない。


傍らにいる元奴隷の少女を強く認識する事で、決して忘れまいと堪えていた。


「あなたに……名前をつけてあげたかったけど……。まだ決められてない」


「ご主人様、怒ってないですか？」


刺々しく、今にも周囲を貫かんばかりだったクーファの魔力が落ち着いてくる。


しかし、収まったわけではない。依然、保たれたままのそれには意味があった。使い道があるからだ。


元奴隷の少女のためだけではない。マームに教えてもらったコントロール方法を無駄にしない為でもある。


ここで活かせば、必然的にマームの存在意義をナプトに知らしめる事が出来るからだ。ナプトが見下したマームの力をもって、クーファは挑もうとしている。


元奴隷の少女をアーキュラの元へ下がらせて、クーファは再びナプトに視線を移す。


「術戦は……魔力だけではなくて放出、コントロールも試されます。相手に当ててはいけなくて……。受けるほうも魔法で守る……。それを交互に行って、評価するんです」


ナプトがため息で答えたが、クーファは言葉を続ける。


自分の魔力に屈しないのは恐らく怖いものを知らないだけだと彼は、ほくそ笑んでいる。


街を歩けば魔法の使い手に人々は道を空けて、刻まれているシンボルに畏怖する。そして迎合して賞賛するのが当然と思っていた。


「あなたがすごい人なら……マームさんは怪我をしませんでした。優れた人ほど、そうできるからです」


「んー、つまり君は俺が未熟だと言いたいのかな？」


「……そうなります」


一連のやり取りを見て一番驚いているのはリティだ。悪魔に頼り、怯え、孤独の道を選択した頃と比較してしまう。


何がそうさせたのか、リティは間違っても自分のおかげなどとは考えない。マームとの関係から推測すれば、すぐに結論は出る。


クーファにとってマームが大切な存在になり、それが彼女を成長させたとリティは考えた。


「わたしと術戦をしてください。わたしが勝ったらマームさんを治してほしいです。そして謝ってください」


「俺が勝ったら、共に来てもらうよ。君はこんなところで腐らせていい人材じゃない」


術戦の合意が成立して、場所を変える事にした。本気を出せばギルドが崩壊しかねないというナプトの提案をクーファが受け入れたのだ。


もはや教官達に手に負える事態ではない。支部長すらも頭を抱え、自身に魔力がある事を今日ほど悔やんだ事はなかった。


魔力がなければ、ナプトやクーファのような並み外れた若手に劣等感を抱く事もなかったからだ。


*　*　*


王都外にて、術戦が行われる事になった。立ち会いは支部長、観戦する者達は距離を置く。


遠巻きにして眺めている観客達を、ナプトは馬鹿にするようにして鼻を鳴らした。


「フンッ……。俺の隕石魔法なら、この距離でも危ないんだけどな」


「先手はクーファに譲るのだな？」


「そうだ。支部長だったか。あんたも危ないから、もう少し離れてな」


支部長を追い払うようにして、ナプトはクーファの先制を待つ。


今回、クーファはアーキュラの力を使用しない。自分がどれだけ成長したか、アーキュラに判定してもらうためだ。


彼女に相応しいマスターになる。その目的は失われていない。


それをナプト相手に実行するなど正気ではないと、支部長や教官達が直前まで止めたのだ。


単にナプトの魔力を危惧したのではない。彼の魔法をクーファの水魔法で凌ぐには無理があるからだった。


「では行きます。水属性低位魔法ウォーターガン」


なんとも覇気のない声であるが、放たれた魔法はもはや低位の次元ではない。


城壁すら打ち砕かんばかりの水の暴力に、リティは目を見張った。ナプトを殺す気だと疑いたくもなる。


「隕石属性低位魔法コメット」


水属性低位魔法ウォーターガンの進路を、上方から地面に激突した物体がぶち切る。


その勢いたるや地響きだけで観客の総崩れを引き起こす。風圧で人々が飛び散り、クーファも例外ではなかった。


攻撃側の彼女が被害を受ける形になり、よろめきながらも立ち上がる。その様子に、ナプトが勝ち誇って口角を吊り上げた。


「低位魔法同士、フェアだろ？　ま、手加減はしたけどね」


隕石魔法とも言い換えられる。地属性に適性があるナプトは、これと他属性を掛け合わせたのだ。


ジェスターの光属性高位魔法レーザーも光と火による複合の産物であるが、ナプトはそれ一つで終わらなかった。


応用に応用を利かせて、よりオリジナリティーを際立たせてしまえばそれはもはや一つの属性とすら呼べる。


「基本属性なんて、まさに基本でしかないんだよ。イメージしやすいから魔術式も簡単に組み立てられる。君は何か工夫してるのかな？　あ、俺の攻撃だったね」


ナプトが天にゆらりと片手を上げて、振り下ろす。


「隕石属性中位魔法コメットショット」


隕石属性低位魔法コメットを上回る速度かつ質量だ。


地表に激突すれば周辺はおろか、王都にすら届く熱風と地震。自身の魔法がどれほどの威力で、どう影響を与えるか。ナプトはわかっている。


いつかの戦場では、屈強な腕自慢達が隕石に抗えずに地表の砂埃と共に消えた。


まさに魔力の暴力だ。何も持たない連中が、持っている自分の手によって死んでいくとナプトは自身に陶酔している。


高すぎる魔力故に恐れられ、避けられて孤独だった頃の彼ではない。オズウェンの下で自身の存在意義を認識したナプトは強く、そして歪だった。故にクーファに対する苛立ちを爆発させたのだ。


突出する者は等しく孤独であり、そうであるべきだと思い込んでいる。クーファがマームを心配する様が、彼にはひどく滑稽に見えた。


どうせ誰もいなくなるのに何を甘い事を、とナプトはクーファに殺意さえ抱いたのだ。


「お前はこっち側なんだからなぁッ！」


「水属性高位魔法コールドマザー……」


それは一見、誰もが水の障壁だと思った。それだけでは隕石の勢いを殺す事など出来ず、散らされてしまう。


リティは反射的に飛び出そうとする自分を抑えつけた。ここで助けにいけば、クーファの意思を否定する事になるからだ。


信じるのが彼女を尊重する事だと、リティは結末を目に焼き付ける。そしてクーファの前で隕石が着水した。


「な、なに……？」


隕石の進行を阻害するように、水が凍り始めた。隕石が進行するほど、液体が固体へと変貌する。


やがて一つの氷塊となり、液体だった頃の面影が消えた。


「止められた!?　何だと！　何だ、それは！」


隕石を包み込んだ氷のオブジェの後ろで、クーファはまだ緊張した面持ちだ。


うろたえるナプトだが、彼だけではない。リティもロマも少女も理解できていなかった。魔法の知識に長けているはずの支部長や教官達も同様だ。


「水属性高位魔法コールドマザー……。荒々しい攻撃も水のように優しく包んでくれて、止まらなければ最後には厳しく……。お母さんってこんな感じだったと思って……」


「こんなもの見た事がない！　まさかお前のオリジナルだと!?」


「調べものをしていたら過冷却水というのがあって、それで思いつきました。でも魔力の消費も大きくて、アーキュラがいないと疲れますね……」


もはや教官達に、クーファに対するコメントが思いつかない。発想以前に可能とする魔術式の構築、そして発動の難易度が異次元なのだ。


一つの属性として放った魔法を、特定のタイミングで少しずつ変質させる。ナプトが知る限り、これが可能なのは師匠であるオズウェンと極一部の賢者候補とされている者だけだった。


この魔法の利点は二次被害を抑えられるところにある。もし隕石をただの氷の障壁で防いだならば、それなりの惨状となっただろう。


「こんなの、こんなのがあってたまるか……。隕石魔法は俺が半生をかけて生み出した超威力魔法だ……。師匠だってしばらく空いた口を閉じられなかったし、兄弟子だって威力ならばお前には敵わんって……。こ、こうなったら隕石属性高位魔法メテオしかない……！」


「もうよせ。この術戦、クーファの勝ちとする」


ナプトの暴走に終止符を打ったのは立ち会いを務めていた支部長だ。単に終わらせたかっただけではない。


隕石魔法を放ったナプトに制御する気がなかった点に加えて、クーファの魔法の完成度だ。


術戦は単に互いが消耗するまで戦えばいいというものではない。見るものに評価ポイントを与えて、絶賛させるほどの魅力がなければいけないのだ。


「ナプト殿、あなたの隕石魔法は確かに恐ろしい。これほど敵に回したくないと思った者はほぼいない。遠距離からの大規模破壊が可能など、あのバンデラと並ぶと言ってもいい。しかし……クーファはまだ魔法使いマジシャンギルドに入って日が浅いのだ。そこを考慮すれば、大先輩のあなたが配慮を利かせるべき場面だっただろう」


「日が、浅い？」


「彼女は召喚師サモナーなのだ。あちらのアーキュラがいなくては今のところ、本領を発揮できん」


「アーキュラ……？」


クーファが全力を出せていなかったという絶望的な現実が、ナプトに叩きつけられる。そんな相手に本気を出して勝ったところで、誰も認めないのだ。


支部長の言う通り、ナプトには熟練者として認めさせなければいけないものがあった。術戦とはただの戦いにあらず、己をあらゆる意味で出し切るものだ。小規模の隕石魔法で、わざとマームを怪我させるなど論外である。


ナターシェはマームの負けと言ったが、実際はそうではない。ナプトは初心者のマームにすら勝てなかったのだ。


「師匠は召喚術だけは禁じている……。その危険性も考えずに行使するなど……」


本来であればお前が言うな、と総突っ込みの場面である。膝をついて、うなだれる彼に追い打ちをかける者はいない。


クーファもそんなナプトに声はかけず、チラチラと見ながらもリティ達のところへ行く。


「あの、勝ちました……」


「クーファさん、すごすぎてなんて言っていいかわかりません。私、魔法はわからないですから」


「少しはリティさんに近づけたかなって」


「……あー、あー。聴こえるかの？」


クーファの背後から、聞き覚えがない声が聴こえる。瞬時に振り向くと、声の主はナプトだった。


ただし白目を青空に向けて、口の端から涎が出ている。異変に警戒した一同が各々の構えを見せた。


「どうやら聴こえてるみたいじゃな。うむ、突然だがワシがこやつの師匠であるオズウェンじゃ」


魔法に詳しくないと言い切るリティは事態を飲み込めないながらも、それがナプトではない別の何かである事は察した。一方、魔法の使い手達は次第に歯の根が合わなくなる。


大魔術師、いや。賢者オズウェンがどれほどの存在であるかなど、その道を歩む者ならば魔法の基礎よりも通じているのだから。







第二十一話　リティ、賢者に挑む


「あー、待っとくれ。まだ目が合わん」


ナプトの目玉が数回転した後、黒目が合う。支部長や教官達ですら、もはや魔法によるものとすら思えなくなっていた。


賢者が蓄えている膨大な知の一端を見せつけられて、ただ眺めるしかない。


リティはそんな彼らの様子が疑問だった。オズウェンが実力者というだけならば、これほど恐れる必要もないからだ。


「さぁて、待たせたの。ところでそこの支部長殿よ。魔力感知で探っても無駄じゃぞ。ワシはここより遥か西方の地におるでな」


「も、申し訳ありませんッ！　賢者オズウェン様！」


「今回はワシの弟子がやらかしたわけじゃろ？　すまなかったな」


「は……？」


オズウェンの謝罪を意外に思う支部長に、リティはやはり違和感があった。オズウェンが危険人物でなければ、こうはならない。


もしくはレドナーのように癖が強い人物か。リティなりの分析だったが、あえて黙った。


自分よりもオズウェンに詳しい支部長達に任せた方が良いと判断したからだ。


「こやつナプトがきちんとやっておるか、気になってな。ところが、思わぬ収穫があるではないか。そこの小娘じゃ」


「ク、クーファの事ですか？」


「おそらくナプトのやつも勧誘したじゃろうて。こんな逸材が今の今まで放置されておったのも、偏にお主らの怠慢じゃな」


「それは……」


「この国の重鎮も含めて節穴か？」


初めに賢者の怒りを感じ取ったのは支部長だ。言葉を出そうとするも、口だけが動くばかりだった。


この賢者がどのような人物か。何故、大魔術師の後継者達エーギルエッグを率いているか。


それを知っているからこそ、怒りの理由や深さをわかってしまうのだ。


「だから、言ったじゃろ？　魔法、魔力こそが至高だとな。いつまでもそれを理解せずに、この国はのう……。魔法使いマジシャンギルドも同じじゃ。要領が悪い下らん訓練に意味のない最終試験……。ナプトの暴走もわからんでもない。そこの小娘にしてもそうじゃ。とっとと称号くらい与えてやればよかろう。それとも何か？　あれほどの逸材を前にしても、見極められんか？」


「それは、我々の未熟故に……すみません」


「仕事をやるにも、称号がないと不便でな。仕方なくワシらも甘んじておるわけじゃ。わかったら、とっととナプトにも称号をやらんか」


「はい……」


横暴でしかない賢者の振る舞いだが、誰にも止められない。もはや支部長は嵐が過ぎるのを待っているかのようだった。


早く消えてほしい、そんな願いを打ち消すかのように賢者はナプトの顔で笑った。


「お主では話にならん。そこのクーファといったか」


「はいぃっ!?」


「ぜひ大魔術師の後継者達エーギルエッグに加わらんか？　報酬はひどい中抜き、しょうもない試験を合格せねば認められんつまらん冒険者ギルドよりも、わかりやすいぞ。何せ相手は国じゃからな」


「あの、わたしはリティさん達とパーティを組んでますので……」


「ん？　それはどの凡骨じゃ？」


オズウェンの無遠慮な言葉に、クーファはわずかに口を噤む。クーファにとってリティは目指すべき存在であり、友達でもある。


初めて自分を認めてくれた者への侮蔑に怒りを覚えるほど、クーファは自我が育っていた。


「凡骨じゃありません」


「いやいや、あの娘達からは大した魔力は感じられぬ。特にあのピンク色の小娘は悲惨じゃな。かわいそうに……」


「魔力がすべてではないはずです……」


「もしあの娘達のどれかが、フィジカルモンスターというのであれば話は別じゃがの」


「ふぃ、ふぃじかる？」


「そうそう、お主は知らんか？　魔力に恵まれないものの、フィジカルに愛された者の事じゃ。そやつならばぜひとも、欲しいものだがのう……」


リティはすでにオズウェンを危険人物と認定している。つまりここで自分がそう呼ばれている事は悟られてはいけないと考えた。あくまでイリシスの私見であってもだ。


「身の回りに心当たりのある人物がいないかの？」


「さぁ……」


「んー、そうか。名を上げている者を洗ったが、どうもピンとこないのじゃよ。この国でいえば常勝将軍とシルバーフェンリルの女隊長、次点でゴールドグリフォンの若造じゃが……。常勝将軍……フィジカルモンスターであれば歳の割には大した事がない。残りの二人は、たかが騎士団のトップに上りつめるのに数年を費やす男女ではのう……」


リティの中で何かが煮えた。自分への批判であれば受け止められるのがリティだが、彼女もクーファと同じだ。


──騎士とは命に換えても挑み、民や主君を守る。


「特にイリシスはのう……。大陸最強などとほざく者もおるが、守っておるのはせいぜい貞操じゃろう。ワシはあまり評価せん」


──後ろに守るべきものがいれば、絶望を乗り越える。これこそが真の騎士だ。


「おや、ピンク？　何か用か？」


イリシスの言葉を胸の内で反芻したリティが、無言でオズウェンの前に立つ。彼女は明確な意志をもってそうしたのではない。


感情に流されてしまったのだ。危険人物と認定した相手に近づくほど、リティは冷静さを欠いてしまった。


「賢者って物知りなんですか？」


「もちろん。何か知りたい事でもあるのか？」


「イリシスさんと会った事がありますか？」


「いや、面識はないぞ」


「物知りなのに間違ってます。きちんと会ってから決めてください」


空気が一変した。ナプトの体で、オズウェンが魔力を集中している。その行動が何を意味するか。何を表しているか。


支部長はその場で土下座をしてしまった。他の者達は耐え切れず、逃げ出してしまう。


王都に向かって一目散に駆け出し、残されたのはリティ達と支部長のみだ。


「オズウェン様！　申し訳ありません！　どうか未熟者の戯言として、寛大なお心で」


支部長が消えた。その際に、宙に舞い上げられた彼の腹に打ち込まれている隕石を視認できたのはリティだけだ。


やがて落下してくる支部長を受け止めたリティは、優しく地面に降ろす。


「やはりなぁ……。足りんのじゃよ。この世界には魔力への認知がな」


オズウェンがナプトの体を使って隕石魔法を使ったのだ。しかも、地面から飛び出す様をリティ達に見せつけている。


血を吐いて負傷している支部長が横倒しになりながらも、まだ謝罪の言葉を口にしていた。


すかさず元奴隷の少女が彼に手をかざして、光を放つ。


「む？　何じゃ？　そこの少女……今の今まで、ワシが気づかんかった。その魔力……！」


「あなたに渡しません」


「クーファよ。悪いようにはせんよ。ん？　幻獣ミャーンに……その精霊は？　そうか、お主ら召喚術を使ったのか。ふむ……ワシへの無礼もそれも、無知故というわけか」


オズウェンの周囲に片手に収まる程度の隕石が浮かぶ。両手を広げて、それを意のままに操れるというポーズだ。


「ちと折檻せねばな」


小隕石が四方八方に散った。リティは盾でガードしつつ、片手剣で叩き落す。ロマは踊るようにかわして、クーファは水属性高位魔法コールドマザーだ。


元奴隷の少女と支部長を庇うようにして、クーファは堪えている。


「ホッホォ！　なんじゃ、お主ら！　やるではないか！　ではこれならどうじゃ！」


小隕石が爆散して更に攻撃範囲を広げて、さすがのリティも距離を取るしかなくなる。


ロマまで届く寸前、砂状になったはずの小隕石が再び元の形を形成し始めた。


「ほぉれっ！」


前後左右、死角に形成された隕石がリティ達を強襲する。クーファがやって見せた属性の変質を、オズウェンは遊び感覚で行っていた。


この段階で並みのパーティならば壊滅しただろう。変質する隕石による強襲など、前衛や後衛など関係ない。


この至近距離ではかわせないと踏んだオズウェンだが、リティは反応する。


常識から外れた体幹と反射速度で、すべての隕石を回転して叩き落す。同時にロマの前に出て、彼女も守ったのだ。


一連の動作に、さすがのオズウェンも舌を巻いた。


「なんじゃなんじゃ！　今ので痛めつけたつもりなんじゃがなぁ！」


その言葉の途中で、地面から隕石が飛び出した。今度は真下からの強襲だ。


一度、見た攻撃である。リティは容易く回避して、ロマにも不思議と当たらない。リズムを刻み、同時にオズウェンのリズムも読んでいる。


リティが駆けたと思った時には、すでにオズウェン目前だ。が、途端にリティの動きが鈍る。


「え……！」


「引っかかったの。お主に少しでも魔力があれば、こうはならんかった。闇属性低位魔法アンムーブ、あらゆるものの進行を遅らせる」


マームの治療が進まなかった原因だ。発動条件がリティにはわからなかったが、体の動きが鈍くなった事だけはわかる。せめてガードだけでも、とリティは盾を突き出す。


「ところが後ろからじゃ！　ドカーンッ！」


砂から隕石へと変わり、リティの背中を直撃する。体をのけぞらせるようなポーズのリティに、オズウェンは勝ち誇った。


脊髄を損傷させれば戦闘どころではない。賢者としてのオズウェンの知識がそう言っているのだ。


血を吐き散らして、惨めに倒れる。そんな光景がすでにオズウェンの脳内で再生されていた。


リティの足腰の踏ん張りもなくなり、よろけて前のめりに倒れる寸前。堪える。


「シールドアタックッ！」


「ほげぇぇっ！」


リティが盾ごと突進して、オズウェンに正面衝突する。衝撃でオズウェンの全身は可動不可となり、鼻も折れた。


骨、内臓ともに深刻なダメージだ。魔術師ウィザードであるナプトの体にリティのフィジカルによる体当たりは、致死ダメージといってもいい。


しかし闇属性低位魔法アンムーブによるリティの身体能力低下が命拾いのきっかけとなった。


「防御は攻撃になるんです。あなたが馬鹿にした人達が教えてくれました」


シールドアタック自体は重戦士ウォーリアのスキルだが、タイミングと思い切りは騎士譲りだ。


リティが正面から防御すると判断したオズウェンの裏をかいたのだった。


「あ、あが……これは、まずい……やれん事も、ないが……。これ以上は、馬鹿弟子の体が、もたん……」


「引き下がってください。そしてイリシスさんを馬鹿にした事を謝ってください」


「なるほど、な……。そうか、お主、もしかしたら……」


「ミャアァッ！」


「ぎゃああー！」


ミャンがオズウェンの鼻先に噛みつく。彼が振り払った時にはしゅるしゅるとリティの元へと戻り、再び威嚇した。


「ミャアアァァっ！」


「この、ザコ幻獣の分際で、け、賢者に……。ミャーンは、ワシを悪しきものと判断した、と……。おのれぇ……」


幻獣ミャーンの習性を理解したオズウェンが鼻をさする。そして再びぐるりと回る目玉が、リティ達に別れを予感させた。


「まぁ……いいモノが見れた……。フフ……盲点じゃったよ……。まだまだ発展途上というわけじゃ……。じゃがな、警告しておく……。リティにクーファよ……。召喚獣は……お主らの為にならん……。特にそこの、水の精霊は……」


ナプトの体が激しく痙攣したところで、言葉が途切れる。その付近に黒い点が現れ、円形に広がった。


「今度は、生身で、会いたいのう……ホッホッホッ……」


漆黒の虚空に塗りつぶされた円にナプトが吸い込まれた。直後に高速で円が収縮して消える。


初めから何もなかったかのように、辺りは静まっていた。クーファも水属性高位魔法コールドマザーを解く。


癒えた支部長が体を起こしたまま、呆然としている。


「……助かった」


そう安堵した支部長だが、顔は上げない。逃げ出した教官や見習い達に比べれば彼は優秀な魔術師ウィザードだが、クーファやオズウェンの前ではかすむ。


礼を言うのが先とはわかっていても少しの間、支部長からその言葉が出てこなかった。







第二十二話　リティ、パーティ名を気に入る


「闇属性低位魔法アンムーブは一時的なものだったみたいで、今は傷も癒えました」


医務室にて療養中のマームがベッドにて、上体を起こして答える。治療を遅らせる原因となった闇属性は謎が多い。


火や水などの基本属性は人間でも適合属性となり得るが、闇は魔物や魔獣といった人外の領分なのだ。それだけに未だに研究が進まない属性である。


「マームさん、あの。わたし、勝ちました」


「ありがと……。クーファさんはやっぱりすごいなぁ」


「マームさんにコントロール方法を教えてもらったおかげで勝てました……。だからマームさんの勝ちでもあるんです」


「そうかな……」


疑問に思いながらも、マームは微笑む。不器用に両手の拳を握りしめるクーファが妙に面白いせいでもあった。


リティもそんなクーファを見て、心の底から喜びで満ちている。彼女の幸せはリティの幸せでもあるのだ。


悪魔の支配下にあった時を思えば、リティは今のクーファをどこまでも祝福できる。


「私も頑張らないと……」


「あの！　マームさんとわたし、二人の力なんですよ！　わたし一人じゃ勝てませんでした！」


「そんな事ないよ」


「わたし、言葉が下手で……なんて言っていいかわかりませんけど……」


クーファが口ごもりながらも、顔を真っ赤にして熱弁している。


明らかに落ち込んでいるマームをクーファなりに励まそうとしているのだ。自身の経験から得た中で、最良の言葉を選ぶのに必死だった。


「わたしはリティさんに助けられました。それでも一人で無茶をして危ない目にも遭って……。そんなわたしが今はマームさんのおかげで勝ちました。わたし、マームさんが思ってるほど強くないんです。皆さんがいないと、ここに立ってる事すら出来ませんでした」


マームは何も言わずに、ベッドの白い布地に視線を落としている。


クーファの言葉を聞いて、自身の心の奥底にあった思い上がりについて見つめ直していたのだ。


教官達から褒められて、次第に自分には才能があるなどと浮かれつつあった。表面上では謙遜してもナターシェにも持ち上げられて、その気になっていた。


つまり彼女は半ばクーファに嫉妬しかけていたのだ。


「魔力がすごいだとか褒められましたけど、実感が湧きません。大魔術師の後継者達エーギルエッグのあの人との術戦だって……術戦じゃなかったら……。でも、あの人はすごいですよね……。魔力が高くて、自分にもすごく自信を持っていて……あ、馬鹿にしたり傷つけるのはダメですけど」


根が内気なクーファは戦いに向いた性格ではない。


だからこそ、ナプトのような対極にいる自信家すら認めてしまう。自分にはないものを持っているからだ。


しかし誰かの為に本気で怒って戦い、怪我なく勝つ程度には成長した。そんな大きな一歩を、クーファは実感している。


「わたしも足りないものがたくさんありますけど、これから少しずつ学んでいきたいです。だからマームさんも、落ち込まずに進んでください。支えてくれる人がいますから……」


黙って聞いていたナターシェが恥ずかしそうに後頭部を掻く。


マームを守れなかった自分がどう声をかければなどと、彼女は自身を責め続けていた。


クーファがそんな悩みの懸け橋となってくれたのだ。そのおかげで、少しだけマームの顔を見る事ができた。


「……マーム様。私はかつてパーティメンバーの事も考えず、昇級の為に必死だったのです。でも結果的に愛想を尽かされました。『お前は異常だ』って……。デマイル様に拾っていただいた時の事は今でも忘れません。あなたの父上がいなければ、私は追放冒険者となっていたでしょう」


「ナターシェ……？」


「マーム様は得体の知れない私のような冒険者にも優しく接してくれましたね。私はあなたにも救われたのです。その恩に報いる事が未だ出来ず、今回のような惨事となり……すみませんでした」


「そ、そんな事！　あなたがいなかったら私こそ……」


そして互いに沈黙する。これ以上のやり取りは不毛だと察した。


かつては上昇志向を見せていたナターシェだ。何せパーティメンバーの一人が死んだ直後に、準一級昇級試験への再挑戦を試みる始末である。


気がつけば一人になった彼女は当てもなく彷徨い、廃人同然となっていた。


デマイルに頼られて家族同然の扱いを受けているうちに、ナターシェは人としての在り方を学ぶ。冒険者である以前の原点に立ち返った事で、いつしか上昇志向も消えてしまった。


この時になって、彼女は気がついたのだ。仮に一級になってもその先に広がるのが暗闇だ、と。


「……目につく冒険者達がすごいのばっかりで、負けたくないって気持ちが強くなっていった。ちやほやされている人を見て、悔しいって思ってた。冒険者稼業にのめり込みすぎて田舎の両親の訃報を随分と後になって知ったもの……」


リティはルイズ村の両親の顔を思い浮かべた。ナターシェの潰れそうな表情を見て、後悔してからでは遅いとリティはより強く思う。


「何かになりたいってだけじゃダメ。その先に求めるもの……求め続けたくなるものがないと、ね」


ナターシェのその言葉は、まるでリティにも言い聞かせるようだった。冒険して物語の主人公になりたいと願ったものの、なってどうすると言われたようなものだ。


胸に手を当てて、リティは目を閉じて考える。


「ロマさん、クーファさん。私は学んでいきたいです。冒険を通じていろんなところにいって、いろんな人と出会って……。知らない事をたくさん知りたいです」


「リティらしいわね。でも、あまり知りすぎるとあの賢者のおじいさんみたいに拗らせちゃうかもよ？　なんてね」


「あの人はたくさん知って……何かを経験してあんな考え方になったんだと思います。私はあの人を好きになれません。だから、あんな風にはなりたくないです」


「悪い見本を知るのも勉強ね。私にもそんな経験あるわ」


ロマは何かに思いを馳せた後、リティとクーファを見つめる。元奴隷の少女が寄り添うクーファに、退屈すぎて溶けた飴のようになっているアーキュラ。


自分が冒険者を目指した頃には想像もしてなかった光景だと、ロマは感心した。


「私達のパーティ名……エクスピースなんてどう？」


「えくすぴーす、ですか？」


「この世界に比べたら、私達はほんの小さな欠片でしかない。言ってしまえば、あの賢者様だってね。でも、そんな欠片が冒険を通じて経験して……繋ぎ合わせれば大きな欠片になるの。大きくなっても世界からすれば、まだまだかもしれないけどね」


「なるほど！　つまりずっと、ずーっと経験を繋ぎ合わせていくんですね！」


「そう。自信の糧と思えば、たとえ困難に直面してもやり直せる」


冒険という刺激だけを求めていたリティにとって、ロマの考えは新鮮だった。


経験は戦いだけではなく、あらゆるものに通じている。積めば積むほど冒険も楽しくなるはずだと、リティはポジティブ全開だ。


「私達はエクスピース！　小さな欠片！」


「みゃあんっ！」


「でも、大きくなります……！」


「クーファさんも気に入ったんですね！」


「なんだか、力が入ります！」


「ご主人様、むきむきですか？」


クーファの腕をさする元奴隷の少女。今なら決められる、とクーファは決心した。


今までクーファは彼女の名前をつけられなかったのだ。元の名前を差し置いて自分なんかが、と足踏みしていた。


マームの前では自分は強くないなどと言ったが、適切な考えではないと今わかったのだ。


マームが強いと認めてくれた以上は、自信を持たなければいけない。いつまでも謙遜していては、評価した彼女をも貶める事になる。


クーファは元奴隷の少女の両肩に優しく手を乗せた。


「あなたの名前……ミライはどうですか？」


「みらい？」


「奴隷の過去を捨てて……私達と一緒に歩けたらいいなって……」


「わかりました、ご主人様。私はミライです」


元奴隷の少女ことミライは小さく微笑む。安直な、と思わなくもなかったナターシェだが当然突っ込まない。


それよりも賢者にすら気取られなかったミライの魔力というのが、引っかかっていたのだ。彼女としても、このままでいいのかと思わなくもない。


しかし、クーファになつくミライの姿が邪推など野暮だと決断させてくれた。


「それと、そのご主人様というのはやめて……」


「わかりました、ご主人様」


「なんで……」


クーファがガックリと項垂れる。しっかりと最後まで決めたかった彼女だが、やはりうまくはいかない。


奴隷として染みついたものを払拭するにはまだ時間がかかると、クーファは割り切った。


「エクスピースに未来、か。もうね、行けるところまで行っちゃえ！」


「はい、ナターシェさん。世界の果てまで行きます」


「世界の果て、ね」


ほんの一瞬だけナターシェの表情が曇るが、すぐに笑顔を作る。何かを察したリティが質問しかけるが、寸前で引っ込めた。


「あのね。あなた達が準一級昇級試験を受けるようになったら私のところへ来なさい。知る限りの情報を教えてあげる」


「ありがとうございます。でも実際に体験をして」


「死んで失ってからじゃ遅い」


ナターシェの気迫の前にリティが押し黙る。その陰りある表情が、ナターシェの経験のすべてを物語っているのだ。彼女が落ちかけた原因こそが、準一級昇級試験なのだから。


「……情報も立派な武器だからね。それよりもまずは準二級昇級試験か。試験官と場所は？」


「パワーロビンという人で、場所はタハラジャルです」


「あの変態パンツね……一番読めない奴だ。あそこには半未踏破地帯の地下遺跡があったっけ」


「半未踏破地帯？」


「巨大な地下遺跡があってね。未だにすべてが踏破されていないから半未踏破地帯なの。行った事ないし、ちょっと力になれないかな……」


「では私が力になろう」


医務室の入口に、いつの間にかイリシスが立っていた。当然のように登場して、リティ達の中に交ざる。そのマイペースっぷりに、誰一人として突っ込めずにいた。


「あなた、どうしてここが……」


「私からすれば容易な事なのだ、ロマ」


「そうなんですよ。イリシスさんはすごいんです」


「リティ、少しは疑問を持ちなさい。この人、ストーカーじゃないの？」


「そんな事よりもパーティ、エクスピースの誕生祝いをしたくてな」


いつから聞いていたの、とロマが愕然とする。リティとの風呂の件も追及できず、完全にイリシスのペースだ。ミャンの頭を撫でながら、イリシスは勝手に椅子を用意して座った。


「行先はタハラジャルか」


「そうです。長旅になりそうです」


「ならば、海を渡る事になるな。よし、プレゼントをやろう」


イリシスが立ち上がり、全員の視線を集める。身長とスタイルも相まって、彼女の存在感はロマも認めざるを得ない。


踊り手ダンサーとして訓練した身ではあるが、魅力においてもイリシスに及ばないと悟ってしまった。


「海は怖いところだからな。念には念を入れよ、だ」


イリシスが気味悪く口角を吊り上げる。そしてこんな場所で鞘から剣を抜いた。







第二十三話　リティ、出発前夜を過ごす


リティ達は王都での最後の食事を楽しむ事にした。出発の準備も終えて、いよいよ明日と迫ったところだ。


ロマとクーファの称号獲得祝いも兼ねている。場所はあえて大衆向けの店だ。


資金的に高級なレストランを選択する余裕もあったが、リティはその手の店にいい思い出がない。


「ロース！　ハラミ！　やっぱりいいですねぇ！」


「リティは肉ばかりね。野菜も食べるべきよ」


「そうですよね！」


「みゃあーんっ！」







    
  
  




ミャンが気合いを入れて生肉にがっつく。さすがにはしたないとリティに軽く頭を叩かれた。拗ねてテーブルに顎を乗せるまでがいつもの流れである。


「その子、ちょっと意地汚いわね……」


「ミャンは食いしんぼうなんですよ」


「みゃん」


「リティ、ミャンにも取り分けてあげたら？　この子、肉食よね……？」


しばしばミャンの性別や食の好みについて話題に上がる。肉を好むというだけで基本的に何でも食べるというのがリティの雑感だ。


人間と違うから何でも与えるのはどうかとロマが口出しするのも常だった。


「あんたも野菜食べたらー？」


「あ、お、お肉……」


「ご主人様、お肉おいしいです」


「わたしも……」


アーキュラが、クーファの皿に次々と野菜を盛っている。一方、ミライは焼き立ての肉を頬張っていた。


「ロマさん。踊り手ダンサーの称号獲得おめでとうございます！」


「ありがと。でも、まさか自分が踊り手ダンサーだなんてね……。支部長に『王都の星になれるわぁ！』なんて言われるし……」


「ロマさんの踊り、見たいです！」


「ダメよ。さすがにここじゃ恥ずかしいもの……」


オズウェン戦で見せたロマの踊りはリティも覚えている。油断すると魅せられるほどの動きで、尚且つ読めないのだ。


まるで自分と敵の動き、それぞれ先まで見通しているようだとリティは後になって考えていた。それがリズムというものだとは、まだ教えてもらっていない。


「ロマさん、私の動きも読んで邪魔にならないように踊っていますよね」


「そんな事ないけど……」


「私もすごく戦いやすくて、これからの冒険が楽しみです。あの踊りのおかげで、頑張ろうって思えます」


「リティ……」


頬に手を当てて、ロマは自分でも理解できない感情に襲われる。そんな彼女に構わず、リティはナプキンでロマの口元を拭いた。


リティらしからぬ行動にロマは思わず席から落ちかける。


「リ、リティ!?」


「口が汚れていたからつい……。迷惑でしたか」


「そんな事ないわ」


「みゃあーん！」


「ひゃっ！」


ミャンに口元を舐められてロマが悲鳴を上げる。リティの真似をした善行のつもりだ。


気を取り直して、盛られた野菜を処理するクーファと肉を食べ続けるミライを見る。見かねたロマがクーファの皿に肉を乗せた。


「ロマさん……」


「あなたがマスターなんだから、しっかりしなさい」


「でも、野菜だって頑張って作ってる人がいますし……。残すなんて出来ません」


「そこなの……。アーキュラも、少しはクーファを敬いなさい」


「敬って野菜で栄養とってもらおうとしたんだけどねー」


「口が減らないわね……。からかうのも程々にしなさいという話よ」


「はぁーい」


「ご主人様、お肉が食べたいんですね」


ミライがクーファの皿に肉を乗せ始めて、今度は肉だらけになる。


何とも情けないマスターだ、とロマも思わなくもない。しかし今はこれでいいというのが彼女の結論だ。


ロマ自身も他人をどうこう言える立場ではないと自覚している。実力も人間的にも、学ぶべきことが多々あるからだった。だからこそのエクスピースなのだ。


ロマがクーファ達を眺めていると、リティが顔を覗き込む。


「ロマさんはお姉さんみたいですね。私達だけだと失敗しそうなところでも、うまくまとめてくれそうです」


「お、お姉さん？」


「アーキュラさんが反省して、ミライさんがクーファさんにお肉を分けてあげました」


「大した事でもないように思えるけど……。リティに褒められるなら悪い気はしないわ」


言葉以上にロマは目を逸らして照れていた。リティも以前はトーパスの街にて行った実習で、不和をうまくまとめている。


しかしそれはあくまで冒険者としての枠組みであり、冒険という目標があってこそだ。


やや浮かれつつあったロマだが、クーファを見て思い出す。称号を獲得したのはロマだけではない。


「クーファちゃん、魔法使いマジシャンの称号獲得、おめでとう」


「ありがとうございます……」


「ご主人様、お肉」


「お祝いしないとねー。もっともっとー」


「あの、ちょっと……」


「こらっ！」


てんこ盛りになった肉を前にしたクーファはまたも困惑するが、今度は食べ始める。


次々と肉を口に運び、皿が綺麗になるのに大した時間はかからなかった。ミャンですら何度も瞬きしている。


「おいしいですね。もっと食べたいです」


「クーファちゃんって意外と食べるのね……」


「なんだかんだ言って野菜も一瞬でなくなったからねー。あんた達、どんどん肉を焼きなさいねー？　アタシのマスターを祝いなさいー」


「あなた、さっきから何もしてないじゃない……」


精霊であるアーキュラは食事を必要としない。唯一、彼女だけがこの場を楽しめないと知ったリティは少しだけ後悔した。


幻獣も大概だが、水の精霊など完全に別次元の存在だ。そんな彼女の存在も相まって、この奇妙なパーティが大衆向けの飲食店で目立たないわけがない。


酒が入った男がリティ達のテーブルにやってくる。


「君達はどういう集団なんだい？　見た事もねぇ生き物もいるしよぉ？」


「冒険者パーティ、エクスピースです。こっちは幻獣ミャーンで、上下に伸び縮みしてるのは水の精霊です」


「え？　いや、なんて？　これ長いね？　長すぎる！」


「みゃーんっ！」


ミャンが長さを主張するように、後ろ脚で立つ。思ったよりも長い胴体に男は感心した。お腹を撫でて、両脇を触る。


調子に乗ったミャンが体をくねらせて妙な動きを始めた。それがより注目を集めるきっかけとなり、人だかりとなる。


質問攻めが続き、客の中にはドリンクなどを奢る者も出始めた。この状況に唸ったのは店主だ。


「ううむ……。やはりこういったマスコットが必要かもしれないな。いい客寄せになる」


「水の精霊はどうー？」


「いや、遠慮しとく……」


「まったく、ミャンミャン、ミャンって……」


ゆらりと立ち上がったロマの異変に気づいたのはリティだ。目が据わり、顔全体が赤い。


ふらつくロマを支えようとするリティだが、いきなり抱きつかれる。


「ロマさん？」


「リティ～、ミャンやイリシスさんよりも私のほうが魅力的だってわからせてあげる……」


「なんか変な臭いがしますよ！」


「やべ、飲ませすぎたかな……」


客の一人が持っていたのは酒ビンだった。彼がロマに酒を勧めたところ、いわゆる〝いける口〟だったのだ。


普段のロマの性格ならばアルコールの類は摂取しない。今回は場の雰囲気に加えて、客の好意がある。一口だけなら、と飲み始めたのがよくなかった。


「ねぇ、リティ～。今から私を忘れられなくしてあげるね？　イリシスさんなんかよりもねぇ？」


「ロマさん、どうしたんですか？」


するりとリティから離れたロマが、店の中央に立つ。客達の視線が注がれる中、舞い始めた。


流れるように狭い通路をかろやかな足取りで移動して、くるりと回転して。優雅、妖艶とも取れるその踊りにリティ達を含めて全員が見とれてしまう。


「美しい……」


「取り込まれてしまいそうだよ……」


「癒やされるなぁ」


「これだ！　これだよ！　うちの店には踊り子がいないんだ！」


客が思い思いの感想を呟き、店主が何かの結論を出す。クーファは思わず姿勢を正し、アーキュラが水しぶきを散布する。


店内に虹がかかり、ロマの踊りを幻想的なものに引き立てた。


精霊が酒に酔うはずなどないが、アーキュラもまた場の雰囲気に酔ったのだ。ただなんとなく、というべきだろう。


それほどロマの踊りが完成されていて、精霊としても称えたくなるものだった。


「ロマさん……それが踊り手ダンサーなんですね」


次第にリティは落ち着きがなくなる。ロマの踊り手ダンサーとしての実力を見せつけられたのだ。


同時にジェニファがロマを見込んだ理由がはっきりとわかってしまった。動き自体は可能だが、そこから先は真似できないとリティは悟る。


ロマのような人間だけが持ちうる魅力は、鍛錬ではどうにもならないのだ。


かつて剣士ファイターギルドでロマが味わった屈辱を、今はリティが噛みしめている。


「私も！　負けません！」


「みゃんっ！」


リティが必死にロマの動きを観察して再現しようとする。ミャンも参戦するが、ロマという主役には太刀打ちできない。


「可愛らしいよなぁ」


その程度の感想が関の山だった。しかも技術も足りておらず、いわば子どもに対する褒め言葉のようなものだ。


それでもリティはロマを見続ける。自分に足りないものを手に入れようと、この場においてもリティはリティだった。


そしてロマの踊りが締めに入ろうかという時、悲劇は起きる。


「う……」


糸が切れたようにロマが動きを止めて、倒れてしまった。少しの間を置いて何が起きたのか、ようやく全員が理解する。


「さ、酒を飲んでりゃな……」


「うん、思わず見とれちまったけど止めるべきだったよな」


「ロマさん！　ロマさん！」


アルコールに関する知識がないリティは、ロマの身に何が起こったのかが理解できていない。


周囲の大人達が適切な対応を取ってくれたが、ロマの口からうわ言だけが漏れてくる。


「リティ～……。今度は私がぁ、お風呂にぃ……」


「なんか言ってる！　やばいぞ！」


「早く運べ！」


ロマの惨事により、出立予定日が延びてしまった事などリティは問題にしていない。


酒、アルコール。これらに無知だった自分をひたすら恥じて、知識を仕入れようと奮起するのだった。


ファクティア王国において、酒による年齢制限が十五である事を知って大人に非はないとも学ぶ。


しかし一つだけ、リティにはわからない事があった。


「ミャンも魅力的ですよね？」


「みゃーん！」


「ロマさんもミャンも素敵です。起きたら伝えてあげましょう」


「みゃんみゃんっ！」


どちらかが上だとか、そんなものに拘る必要はない。そう結論を出したのがロマだ。不可解に思いつつも、リティはロマを安心させようと考えていた。







第二十四話　リティ、港町ではしゃぐ


「あれは……海ぃ!?」


「みゃんっ！」


王都を発って幾日、エクスピースは最短ルートを旅してようやく港町に辿り着いた。


近付くにつれて漂う潮風に、リティのテンションが高まる。内陸の村出身の彼女が海を見るのは初めてである。


絵本やお話の中でしか知らない自然に対するリティのリアクションは駆け出す、だ。


「リティ！　待ちなさい！　まずはやるべきことがあるでしょ！」


「はいっ！」


「もう……」


ロマの制止で急停止したリティが、直立して向き直る。しかし、体が今にも動き出しそうだ。


「まずは船のチケット購入よ」


「その後で泳ぎましょう！」


「そんな暇があればね。そもそもリティ、水着を持ってるの？」


「水着？」


服を着たまま、あるいは裸で飛び込んでもおかしくないとロマは額を押さえて呆れる。


いかにもな振る舞いをしたせいか、行き交う人々の視線を集めてしまったのも原因だった。


「水なんていつでも見てるでしょー？　そぉれっ！」


「わぁっと！　アーキュラさん、何するんですか！」


「チッ……どこかのマスターと違って回避するからつまんないー」


「リティさんはとても素早いでひゃあぃっ！」


腹いせに水をかけられたクーファが港町到着にして泣きそうだ。濡れたクーファを手持ちのハンカチで拭いてやるミライ。


港町の入口で目立つわけにはいかないと、ロマが先導して歩き出した。


港町特有の活気に、リティの好奇心はまたも頭をもたげる。更には人々の個性だ。人間や獣人、ハーフが入り乱れて当然のように同じ生活圏を共にしている。


立ち並ぶ露店は、食品関係から用途不明の魔導具店とピンからキリだった。


客の値切り交渉にまで顔を突っ込んだリティを止めるのはロマの役目だ。良質な魔石を少しでも安値で買おうとする客と商人の攻防に興味津々である。


「ロマさん。すごいですよ、あの人達。買う人と売る人、事情があるからこそ譲れないんですね」


「そうね。商人マーチャントは冒険者ギルドでもジョブとして認められているから、客としても値切りがうまくなるのよ」


「そぉなんですかぁ！　称号、欲しくなりました！」


「今はダメ！　ジョブがあればすぐに飛びつくんだから！」


口が滑ったとロマは後悔した。痒いところに手が届く商人マーチャントではあるが、戦闘ではあまり活躍できないので敬遠しているパーティもいる。


それに詰め込まなければいけない知識量が膨大なので、ようやく獲得した者はそのまま商売人の道を歩む場合が多かった。


つまり冒険者として活動するのであれば、戦闘職のほうが圧倒的に都合がいい。


「上位のパーティほど連れているとは言うけどね。要は守る余裕さえあれば、経済面で大きな助けになるもの」


「うー……。称号ほしいです」


「さすがのあなたでも、こればかりは月日を費やすわよ。それよりチケット売り場に着いたわ」


このままでは本気で称号獲得を決意しかねないと、ロマは話題を打ち切った。


今の目標は準二級昇級試験であり、あまり脇目を振っている場合ではないのだ。


ただでさえリティの騎士ナイト、ロマの踊り手ダンサー、クーファの魔法使いマジシャン獲得で日数をかけてしまったのだから。


ロマがチケット売り場で話を始めるが、まもなく肩を落とす。


「今日のチケットは完売みたい。それどころか三日先まで予約されてるって……」


「それじゃ三日間、ここで待たなければいけないんですか？」


「そうね……。最近は冒険者の活躍も目覚ましくて、新しい発見に伴って交易も盛んになる。次々と商売に手を出す人も多いのよ」


「アーキュラさんではダメですか？　水の精霊なら水をばしゃーんってやってびゅーんってやれませんか？」


「あたしの力を当てにしてるー？　マスターにそれが出来るなら、やってあげるけどねー」


結論から言えばアーキュラならエクスピースに海を渡らせる事は可能だ。しかし彼女はクーファが可能な範囲でしか動かない。


そういう契約であり、クーファ自身も納得している。


「少しの距離なら出来るかもしれませんが、遠いですよね……」


「待つしかないわね。念のため、パワーロビンさんにハルピュイア運送で遅れると伝えておかないと……」


「最終便のチケットならあるぜ」


エクスピースに話しかけてきたのは、いい体格をした中年の男だった。いかにも海の男といった風体で、仁王立ちしている。


自信に満ちた笑顔が、エクスピースに好印象を与えた。


「あなたは？」


「俺はバロック。波止場長をやってる。そこの受け付けにいる奴はまだ新人でな。慌てて完売なんて言ったんだろう」


「す、すみません！　バロックさん！」


受け付けの男が大急ぎでやってきて、バロックに頭を下げた。


「気にするな。それよりお前は休憩に入れ。最終便の対応はこの子達も含めて、俺がやっておく」


「はい……。本当に世話になります」


恐縮しきった新人の男が、すごすごと退散する。人当たりがよく、部下思いのバロックをリティは気に入った。


不覚にも、彼女はいつかのロガイを思い浮かべてしまったのだ。


「バロックさん。どうもありがとうございます」


「なぁに。君達みたいに、損をする者が出ないようにするのが俺達の務めさ。見たところ、冒険者かな？」


「はい。エクスピースというパーティです。全員、三級なんですよ」


「三級!?　しかも女の子だけで……なんだかよくわからないのもいるが……」


よくわからない呼ばわりされたアーキュラだが、自分の事だと微塵も思っていない。


そして楽しく話し込むエクスピースを、目を細めて見ている。リティに巻き付いているミャンが微動だにせず、鳴き声も出さない。


どうしようかと少し悩むアーキュラだったが、非情な決断を下す。


「……ま、いっかー」


クーファにくっついたまま震えているミライを一瞥して、いつもの上下運動に興じるのであった。


*　*　*


「あー、疲れたぁ……」


「お疲れさん。売り場も大変だろ？」


「えぇ、最近は利用客がホント増えましたよね……」


日が落ちて、波止場で働く者達の一日が終わる。休憩所にて、その日の出来事などに花を咲かせるのが彼らの日常だった。


新人の男が椅子に身を委ねて、昼間の件を思い返す。


「今日は最後の最後でやらかしましたよ、先輩。夕刻の最終便があるのに気づかなくて、客の女の子達に損させるところでした」


「……ん？」


「バロックさんがいなかったら、そのまま帰すところでしたね。はぁ……未だにこういうの減らないよなぁ」


「お前、何言ってんだ？」


ベテランの男が、ドリンクが入ったグラスを持ったまま固まる。


「バロックさんですよ。あの人、本当に頼りになりますよね。さすがは波止場長になるだけありますよ」


「お前、バロックさんに助けてもらったのか？　マジか？　おい……」


「そうですよ。先輩だってあの人には世話になったと話してたじゃないですか」


「……冗談でも殴るぞ」


新人の男が胸倉を掴まれた。訳が分からず、新人の男はされるがままだ。


「ちょ、何するんですか」


「去年、自殺した人をネタにするんじゃねぇよ」


「……へ？」


「お前だって見ただろ。あの人が自室で首を吊っていたのをよ……」


その刹那、新人の男の頭の中にその光景が広がる。出勤してこないバロックの家を訪ねた時の事を。


彼が波止場長に推薦されていたものの、別の人間に決まった事を。


長年の夢だった波止場長になれず、悲観して自殺した旨を記した遺書が見つかった事を。


「あ、あれ？　俺、なんで……。そうだよ、なんで、なんで忘れてたんだ……」


「お前、その子達は今どこにいるッ！」


「わからないですよ！　船がないなら乗れませんし！」


「馬鹿野郎！　もしバロックさんの亡霊ならやばい事になる！」


「あの人、いい人でしょう!?」


「お前、何もわかってないな！」


新人の男から突き飛ばすようにして手を離して、ベテランの男は港に走る。


息を切らせながらも新人の男がついていくと、暗がりの海の向こうに一隻の船が見えた。


「あんな船……知らないぞ？」


その船にエクスピースが乗ったかどうか、二人に知る術はない。ただ船が遠ざかる姿を見届けるしかなかった。


*　*　*


「レストナ国より参りましたマティアス教のハイルマンです。この度はわざわざお出迎え──」


「待て。それ以前の問題だ」


王都の北口にて、雁首を揃えるレストナ国の使者に対してレドナーは冷酷に告げる。


事前に訪問の旨を伝えており、国王も了承した件だ。ハイルマンもまさかダメ出しをされるとは思ってなかったのだろう。


しかもその相手がレドナーであり、たった一人だった。甲冑を身に着けた護衛の姿もない。


「……はて。話は通っているはずですが」


「貴様はその化け物にまたがって我が国の国境を越えた」


ネームドモンスター、憤怒の大王。垂れ下がる三つの長い鼻。その先に剥き出す大小の牙。羽を広げた蛾を連想させる耳を持つ。


そんな象の化け物が、レドナーを厳しい瞳で見下ろしていた。


「なるほどな。戦争をやりに来たというわけか」


「お待ちください。パオムは大変大人しい生物であり、それはすでに各国も容認しているはずですぞ。まったく、頬が緩みますなぁ……ホッホッホッ」


冒険者ギルドにおいても一級に指定されるほどだが、レストナ国では神の使いとされて重宝されているのだ。


憤怒というネームとは裏腹に怒らせなければ懐かせる事も可能だが、危険な魔物には変わりない。


各国も容認しているなどと発言するハイルマンだが、問題視したところでどうにもならないのが現状であった。


レストナ国発祥のマティアス教は大陸中に広まっており、各国に教会や支部が数多に存在する。


場所によっては馬鹿にならない信者数に加えて、彼らが経済に貢献している面は大きい。活動によって得た資金の一部を税金として納められてしまえば、国も黙るしかないのだ。


冒険者ギルドに次いで各国に根を伸ばしているのがマティアス教である。


「魔物に乗り他国の国境をまたぐ……。これを暴挙として認識していないのであれば、貴様を進ませるわけにはいかん」


「お言葉ですが、暴挙はそちらでしょう。聖女クラリネを不当な理由で投獄などと知れ渡れば、あなたが愛する国もいずれ無事では」


レドナーの得物が大地を粉砕して削った。三日月状にえぐれると共に、大地の岩盤が魔物の鼻先寸前まで飛ぶ。


臨戦態勢のレドナーに、ハイルマンも言葉を繋げられない。


「いずれ無事では？　なんだ？　はて……。あまり後ろ向きに捉えたくはないのだが、どうもなぁ。いずれ無事では……。無事では……済まないなどとッ！」


「ひいぃぃっ！」


レドナーが得物を回転させて空を切る様は、嵐に酷似していた。更に勢いが強くなれば、本当にそれが訪れるだろう。


「無事ではぁ！　済まないッ！　などとぉ？　言ってしまえばぁ！　私は……私はぁぁぁぁッ！」


「申し訳ありません！　どうか、どうか！」


怯えているのはハイルマンだけではない。一級の化け物ですら、自分よりも小さなレドナーから長い鼻を逸らして後ろ足を動かしていた。


近づきたくないという意思表示が、ハイルマンにも伝わってくる。


「出直して参りますぅぅ！」


ハイルマンを乗せた象が大地を駆け出して逃げ出す。レドナーが飛んで、象に乗るハイルマンの背後を取った。


首に腕を回されて、もはやハイルマンに逃れる術はない。


「ひえぇ！　お、お助けをぉ！」


「で、貴様らの望みは聖女の解放だったな。解せんよ。聖女投獄となれば、国内の大混乱は避けられん。貴様らとしては何としてでも達成したいはずだ。ところが実際には使者一人よこすだけというお粗末ぶり……。どうした？　やる気がないのか？」


「そんな事は……」


「それとも、他に大変な事でも起こっているのか？」


ハイルマンは血の気が引いた。それが図星である事はレドナーから見ても明白だ。


レドナーが親指を向けた先には、騎士団に拘束された者達が大勢いる。彼らが何者か、ハイルマンは理解した。


「まさか、マティアス教の信徒達では……」


「ここ最近、王都内で不穏な動きを見せていた。妄想活動程度ならば黙認してやったが、コソコソと少女達をつけ回す。時には施設内に連れ込んでいたというではないか」


「お前達ッ！　あれほど大袈裟な事はするなと……ぐえぇぇっ！」


首を絞めつけられたハイルマンが潰れそうな声を出す。青ざめるハイルマンに構わず、レドナーはそのまま憤怒の大王の背中から飛び降りた。


虫の息というところに迫ったハイルマンをようやく解放して、レドナーは彼に対してしゃがむ。


「それでも、我が国王は貴様を交渉のテーブルに着かせるそうだ。なぁに、悪い話ばかりをするつもりはない。お互い良い関係でいたいだろう？　貴様らが何かを望んでいるのであれば、条件次第で聞き入れよう。当然、持っている手札はすべて出してもらうがな」


「わ、わかりました……」


観念したハイルマンに自己弁護する気力はない。漏れないように細心の注意を払って信徒達に指示を出したつもりだったのだ。


時には暗号めいた身振り手振りを交えて、伝言ゲームのように地道に伝えたはずだった。


信徒達のやり口が裏目に出たのは間違いない。しかしここにきて揺さぶる材料にされるなどと、ハイルマンにとって完全に誤算だった。


「聖女の解放、そしてもう一つは何だ？　城へ招待してやるから、さっさと歩け。そこの化け物は殺さないでおいてやるが念のため、監視をつける。イリシスッ！」


「ハッ！」


「必要とあれば貴様の独断でこいつを殺せ」


「かしこまりました！」


内心、ため息を吐きつつもイリシスは象の化け物を見上げた。憤怒の大王を飼い馴らしているレストナ国の底を想像すれば、彼女とて穏やかではいられない。


悪い事にならなければいいが、と彼女は旅立ったエクスピースの面々を思い浮かべた。







第二十五話　リティ、幽霊船に挑む


「部屋はこちらで……」


青白い顔をした青年がエクスピースを船室まで案内した後、気だるそうに廊下の奥へと歩いていく。


バロックとは正反対の態度に、ロマは気分を害した。


「お客様気取りでいるつもりはないけど、ちょっとやる気なさすぎない？　この部屋もカビ臭いし、掃除してるのかしら……」


「綺麗な部屋ですよ。ね、ミャン？」


「みゃん……」


ミャンの元気がない事にリティが気づいたのは、船に入ってからだった。


口を真横にしたままで、いつもの鳴き声がない。病気かと心配になったリティは、腰かけていたベッドから立ち上がる。


「ミャンを誰かに診てもらいたいです」


「普通なら船医はいると思うけど、船内の案内すらないもの。他の人に聞くしかないわね」


「ミライさんも震えてますね……どうしたんですか？」


「怖い、怖い、怖い……」


ガタガタと震えが止まらないミライが、クーファに密着している。クーファも困っているようで、何かと声をかけているが成果はない。


ここにきてリティは違和感を覚える。ミライの様子、そして船内だ。


あまりに物音がしない事。自分達以外に客がいない事。バロックや先ほどの青年。ミャンやミライの様子。


言葉には言い表せないが、何かおかしいというところまで辿りついた。しかし同時に今まで気づけなかった理由がわからず、リティは困惑の色を隠せない。


「ロマさん。この船、何か変じゃないですか？」


「変……？」


「さっきの人も変なんです。何かわからないんですけど……」


「確かに陰気な人だったけど、変人呼ばわりは失礼じゃない？」


腕を組んで、リティらしからぬポーズで考える。唐突に船室のドアを開けて、廊下の左右を見渡した。


少しだけ歩いて床が軋む音を確認した後、納得したように頷く。


「さっきの人、この音を立てないで廊下を歩いていきましたね」


「……そういえば」


「そういうスキルなんでしょうか？　だとしたら何のために？」


──ギィ……ギィ……。


廊下の軋み音が聴こえてくる。誰かが歩いていると見込んだリティは、また部屋の外へ出た。しかし無人の廊下があるだけだ。


リティは耳を澄ます。船員や他の客が一人も見当たらないどころか、気配がしないからだ。


「ロマさん、船の中を探索……」


リティが船室に向けて振り返ると、誰もいなかった。荷物だけが置いてある。さすがのリティも、生唾を飲む。


「お嬢さん……」


背後から突然、声をかけられたリティが思わず距離を取る。そこにいたのは、腰が曲がって痩せた老婆だった。また足音すらない。


「医務室はどちらになりますか……？」


「乗ったばかりなので、私もわかりません。おばあさんはいつこの船に乗ったんですか？」


「そうですか……」


リティの質問には答えず、老婆はよろよろと歩いて廊下の角を曲がる。ダッシュでリティが追うも、すでに老婆の姿はなかった。


その先に広がる一本道の廊下の先は暗闇だ。壁に取り付けられているランプの明かりが不規則に点滅している。


「え……!?」


奥の闇が迫る。後退して逃げる間もなく、リティは飲み込まれた。


*　*　*


「リティ？」


廊下へ出たリティが消えた。そんな現象がロマ達の前で起こる。


「ロ、ロマさん。リティさんは……？」


「いないわ。クーファちゃん、ミライちゃん。リティが言った通り、どうやらこの船は普通じゃないみたい」


──ドォンッ！


船室の壁が強く叩かれる。話し声がうるさかったとロマは反省しかけたが、思い出す。音がした壁の向こうは海だ。


「一体、何なのよ！」


ロマの怒声の後、今度は廊下からボソボソと話し声がした。音もなく複数人が現れて立ち話をする暇などない。


ミライを抱いたまま、クーファがポツリと話す。


「あの、もしかしてこの船……幽霊船では……」


「幽霊船？」


「本で読んだ事があります……。海には時々、沈んだはずの船が亡霊となって彷徨っていると……。そしてそこではおかしな事が起こるって……」


「き、聞いた事はあるけど。つまり私達は招待された事になるわね」


「見てる……見てる……笑ってる……怒ってる……」


クーファはミライから絶対に手を離さない。自分で幽霊船だと断定したクーファ自身、震えて叫びたくなるほど怖いのだ。


傍らにいるミライが、クーファの精神をかろうじて安定させているようなものだった。


閉めたドアがノックされて、ロマ達に緊張が走る。


「よう！　船旅はどうだ？」


「バ、バロックさん？　港にいるはずじゃ……」


ドア越しに聴こえるバロックの声だが抑揚がない。


「わからない事があったら何でも聞いてくれよ！」


「バロックさん、この船って大丈夫なの？」


「気分が悪くなったら遠慮なく医務室に行ってくれよ！」


「そうじゃなくて！」


「わからない事があったら何でも聞いてくれよ！」


これ以上、彼との問答は無駄だとロマは悟った。バロックはずっと同じトーンで話し続けているからだ。


「船旅はどうだ？　わからない事があったら何でも聞いてくれよ！　船旅はどうだ？　わからない事があったら何でも聞いてくれよ！　わからない事が船旅はどうだあったら何でも聞いて船旅くれよわからない事があったらどうだ船旅はわからない」


ロマがドアを蹴破る。脆い木製のドアが破壊された先には誰もいなかった。


「リティを捜しましょう」


震えてないロマの声を通して、クーファは彼女を頼もしく感じた。リティの安否を考えてしまえば、ロマとて気が狂いそうになる。


そんな不安を押し込めて進もうと思えるのは、やはりリティのおかげだった。


彼女なら絶対に屈せずにむしろ心を躍らせているに違いない、と。エクスピースとして、ロマは気持ちだけでもリティの横に並び立とうとしているのだ。


「ロマさんは……怖くないんですか」


「私の中に支えがあるの。あなたの場合、その子を守りたいと強く思えば何も怖くないわ」


ミライの震えが止まらないのは自分に力がないからと、クーファは自分を戒める。


魔法使いマジシャンギルドからも認められた高魔力、そして水の上位精霊。ここまで恵まれている自分にクーファは改めて感謝した。


ナプトの傲慢な態度を嫌悪したクーファだが、今は少しでも彼に近づこうとすらしていたのだ。自分の強さを自覚して力を振るう。


今、クーファ自身がそんな気持ちを必要としている。


「……アーキュラ」


「なーにー？」


アーキュラだけがいつものペースだ。彼女ならこうなる事を予感していたのだろうと、ロマは何となく思う。


アーキュラは頼りになる味方でも守り神でもない。契約通り、すべてはクーファ次第なのだ。そんなクーファが、アーキュラの液体のような体に手を突っ込む。


「わたしは強いから見ていて……」


アーキュラから水しぶきが周囲に散る。クーファが水の精霊の力を活用したのだ。アーキュラが持つもの、出来る事をクーファが引き出す。


「水属性高位魔法リアルレディ」


その言葉を聞いた時、アーキュラに衝撃が走る。言語化しなかったものの、それは彼女が常にそうであると願っている事だからだ。


何をされようが、言われようが自分という現実は変わらない。そして、誤魔化せない。


「なっ……！　この船……！」


水しぶきが風景を塗り替えるように、幽霊船の真実を引き出した。腐って剥がれかけた木製の壁。


錆だらけのランプにへばりつく得体の知れない海藻や寄生生物。床の所々が抜けて、穴には深淵の闇が広がっている。


同時に臭気がロマ達の鼻腔を刺激して、全員が思わず一瞬だけ呼吸を止めた。


「アーキュラは……たぶん気づいてましたよね。この船も、潜む何かの正体も……。だから、私がその力を借りました」


「……お見事ー」


早い話が正体不明が可視化されたのだ。だから揺らめきながら迫る黒い影も、全員が視認できる。


朽ちた暗がりの船室から這って出てくるものも同様だ。


「アンデッドの声を聞いた上で浄化させるのが祓魔師エクソシストですが……。私達にその手段はないです。だから、ここはイリシスさんに感謝しましょう……」


「まったく、あの人は神様かしら」


ロマが剣を抜いて、短く詠唱する。刀身が白に包まれて、やがて強い光となった。


「聖属性付与セイントウェポン……。私の少ない魔力じゃ持続も効果も乏しいけど、ないより遥かにマシだわ」


聖騎士パラディンであるイリシスが持つ属性付与だ。ロマは胸の内でイリシスの言葉を反芻する。


──海は怖いところだからな。


「本当にね……。こんなに怖いなら、おちおち航海も出来ないじゃない」


ロマはリズムを刻み始めた。同時に敵のリズムの把握も努める。影の一つに斬り込むと、つんざく雄叫びと共に離散して消えた。


それは悲鳴のようでもあり、ロマは彼らに同情しかける。


「やっぱり聖属性は有効なのね。気の毒だけど、邪魔をするならこのまま消すわ」


暗がりの船室から這って出てきた上半身だけを残した腐乱人間の頭に、ロマは剣を突き刺す。身体が溶けるようにして、腐乱人間は床に染みながら消滅した。


「クーファちゃん！　とりあえず走るわよ！　リティはどこかにいるはずだから！」


「あ……」


走り出そうとした一行の前に、バロックが立っていた。最初に会った時と同じように、快活な笑顔だ。


何か言おうとしたロマだが、言葉に意味はあるのかと主張を飲み込む。


バロックの首に痣があり、それがじわりと濃くなる。首が折れて、俯くような姿勢となった。


「わがらないぃことがあっだらぁ」


「バロックさん！　あなたはもう死んでるのよ！」


折れた首がろくろ首のように伸びて、床につく。ぺたりと床に四つん這いになり、頭が激しく痙攣する。そして口から泥のような血が流れ出た。


血に頭を擦りつけた後、飛び出しかけた目玉がロマ達を捉える。


「なぜおまえ達がぁ……ああぁ……」


この瞬間、ロマは確信した。彼らが自分達に向けている感情と、目的がわかってしまったのだ。


それはハッキリとした敵意という形で表れてしまっている。だからこそバロックの亡霊は幽霊船にエクスピースを招待したのだ。


しかも敵はバロックだけではない。エクスピースが生き残るには、この巨大な幽霊船を攻略する必要がある。


「ご主人様……」


「あなたの未来は約束します！」


ミライの体を水属性高位魔法コールドマザーが包んだ。







第二十六話　リティ、アンデッドと戦う


アンデッド。これにモンスターと繋げるのは乱暴だと唱える者もいる。幽霊、亡霊などと呼ぶ者を安易と言い切る者もいる。有識者としては、アンデッドを軽く考えてほしくないからだ。


死後も尚、現世にとどまっている事から〝理ことわりから外れた者〟と認識するのが正しいと彼らは言う。


魔物学、魔術の分野においてもアンデッドはあまりに特殊なのだ。生物から逸脱した存在であり、人間が持つ常識を彼らは容易く否定する。


「やっぱりこの船は普通じゃない……」


リティは慎重に歩を進めていた。明かりがない中、暗闇での探索となっているからだ。


道具で明かりを灯すも、何故か役に立たず。頼みの綱であるライトの魔法は魔力を消費する。魔力が少ないリティにとって、節約する理由があった。


「ロマさーん！　クーファさーん！　アーキュラさーん！　ミライちゃーん！」


仲間の名前を叫ぶが反応はない。一人ずつ、間隔を空けて呼んだのも理由がある。


試行回数を増やせば、届く可能性が高まるからだ。一回だけの大きな声量だけでは、気のせいで済まされる可能性もある。しかし、成果は出なかった。


延々と続く廊下を歩いても、変化はない。船特有の揺れもなく、音もしない。こんな闇の世界に閉じ込められたリティは──。


「ここは……未踏破地帯？」


もちろん探索モードだ。ロマ達とはぐれた理由も含めて、リティにとっては冒険でしかない。暗闇の部屋を覗いて隅々まで探り、廊下に出る。


「迷子ですか？」


背後からの声にすぐさま反応したリティ。足音もなく現れたのは、エクスピースを案内した青年だ。


暗闇にも拘わらず、青白い顔をした青年をリティははっきりと確認できた。


「よければ案内しましょうか……？」


「はい、お願いします」


訝しんだものの、リティは従う事にした。彼が何者であるかを見極める必要があるからだ。故に警戒心は解かない。


青年の年恰好、仕草、すべてがリティの観察対象だ。今更、とってつけたように聴こえる足音も同様である。


そんなリティを先導しながら、青年は歩く。


「……僕、船乗りになるのが夢だったんです。田舎にいた頃から海に出るのが夢で……大海原を旅したいと思ってました。田舎の両親は僕の独り立ちを喜んでくれて……。いつか二人に恩返ししたいと思ってたんです」


自分は反対されたのに、とリティは青年を羨む。どこを目指しているのかわからない青年は歩調を変えず、廊下を進んだ。


「大きな港町に来て、ようやく船乗りになれました。だけど現実は厳しくて……毎日、怒られてばかりでした。そんな日々が続くうちに、僕はいつしか抱いた夢なんかどうでもよくなったんです。苦しくて逃げ出したいって、そればっかり考えるようになったんです」


夢、両親というワードがリティの心をくすぐる。それでもリティは観察し続けた。青年は何故、こんな話をするのか。青年の目的は何か。そもそも何者なのか。


それらを考慮した上で、リティは青年の正体に迫りつつあった。そしてまもなく、青年に変化が表れる。


「死ねば楽になる……。間違いでした。海に落ちても苦しくて……苦しくて……」


青年の肌が変色する。皮膚が膨れ上がり、痩せた体が膨張し始めた。


歩き方がぎこちなくなり、体の穴という穴から水が流れ始める。肥満体のようになった青年が、リティに振り返った。


「ごんなにぐるじいなら、やめで、おげばよばった……」


痩せた青年の面影はなく、口から水を吐き続けながら肥大化した人間の成れの果てだ。


リティはこの瞬間、青年をアンデッドとして認識する。しかし好奇心旺盛なリティでも、アンデッドに関する知識は最低限のものしかない。


知っているとすれば、彼らに単なる物理攻撃は有効ではないという事くらいだ。


「きびが、うらやまじい……」


巨体に似合わない速度で、青年はリティに迫る。回避した際にリティは青年に剣撃を叩き込むが、それだけだ。


痛覚などあるはずもなく、受けたダメージによる傷はまるでなかったかのように見られない。


この際にリティは無駄な動きを極力排除する事に専念する。リティが彼に対抗できる手段は唯一、イリシスに教わった聖属性付与セイントウェポンのみだ。


使えば青年に対抗できるが、同時にリスクもあった。リティの少ない魔力ではロマ以上に持続も威力も期待できない。つまり使いどころを見極める必要がある。ここで青年を倒すために使うとしても、せいぜい一撃だ。他にどんな脅威が潜んでいるのかわからない以上は、決して無駄遣い出来ない。


そこでリティが取った行動は──。


「邪魔しないでください」


リティは強い口調で青年の亡霊を突き放した。そして彼を無視して歩き出す。


亡霊である彼がこの行動に対して、どう出るか。リティは少しずつ探ろうとしていた。ただし発言に偽りはない。


「私は夢を追います」


背後を見せたリティに、青年の亡霊は腕を伸ばして襲いかかる。暗闇にも拘わらず、リティはそれをステップしてかわした。


無限に続くとしか思えない闇の船内だが、リティは挫けない。


「ぎ、み……なんで……なん、でぇぇ……！」


青年が更に膨張する。腐った目鼻が完全に肉に埋もれて、もはや肉の塊でしかない。廊下の天井まで埋め尽くして、リティ目がけて再び迫った。


「よごぜ！　ずるい！　よごぜぇぇぇ！」







    
  
  




さすがのリティも走るしかない。暗闇の足場が不安定だろうが、リティは集中した。


底抜けした瞬間、次の足場に移る。全神経を集中させて、持ちうるフィジカルを最大限に発揮した。


走っても走っても際限なく続く廊下、背後に迫る青年の亡霊。


──諦めろ。


誰の声だろうと、リティは止まらない。


──どうせ出られない。


止まるはずがない。


──お前はここで死ぬ。


死ぬ気などあるはずがない。


「ミャンッ！　ここを出たらお肉ですよ！」


「……みゃんっ!?」


元気がないミャンの頭を叩く。朦朧としていたミャンが、特定の単語に反応した。


リティはミャンの口から片手槍を取り出し、踵を返す。迫る青年の亡霊に対して、リティの迷いのない一撃が放たれる。


「セイントトラストッ！」


暗闇を閃光が照らす。その瞬間には青年の亡霊は巨顔ごと貫かれていた。


肉塊を貫通した聖なる一撃は、そのまま青年の体を光で覆いつくす。


「アアアアァァ！　アアァダアァァァ！　ァァ、ダァァ！　ヤ、ダァァ！」


光が青年の亡霊を食らうかのごとく、完全に飲み込んでしまった。


何故か暗闇だった船内の明度が上がり、おぼろげながら周囲を確認できるようになる。


「うまくいった……」


すでにリティが握りしめていた槍に、聖属性付与セイントウェポンの痕跡はない。


リティはずっと考えていたのだ。自分の少ない魔力で、どう活かすか。攻撃の瞬間にピンポイントで付与して爆発させて解除する。


リティの頭で辿りついた方法だが、技術そのものはもはや異次元レベルだ。並み外れた魔術のコントロールであり、これ自体が特級の所業である。


あのアルディスですら成し得ないどころか、その発想すらないだろう。


魔力が少ない。言ってしまえばリティの欠点など、それだけだと証明された瞬間だった。


「もう少し消費を抑えないと……」


「みゃん……」


「ミャンは生物の性質を敏感に感じ取るから、アンデッドは理解できなくて困っていたんですよね？」


「みゃんみゃん……」


ミャンがこくこくと頷く。それを確認したリティが、今度はミャンの頭を優しく撫でた。


「ミャン、この船にいるのはちょっと変わった魔物です。ミャンは今まで通りでいいんですよ」


「みゃーん……みゃんっ！」


アンデッドを魔物扱いなどすれば、聞く者次第では激怒するだろう。しかし、リティのアンデッドに対する認識はそこで止まったのだから仕方ない。


未知の魔物、冒険者を続けていれば遭遇するものだと希望を膨らませる事態だ。


「さぁ進みましょう！　ここは未踏破地帯ですよ！」


「みゃんみゃーんっ！」


槍をぶんぶんと振り回し、リティは探索を再開する。出られるかどうかなど、考えていない。


折れず、止まらないリティに対して今度はアンデッドが困惑する。或いは憎悪する。


それは幽霊船の真相に基づいた反応であり、特に彼らは核となっているものに影響されていた。


──ホシイ……。


リティを分断させた主は今しばらく彼女を静観する。


*　*　*


「ナンデ、俺が、選ばれ、ナガッダァ……」


バロックの亡霊を仕留めたのはロマだ。最終的にバロックの首はロマ達をぐるりと囲めるほどの長さになっていた。


アンデッドとしてのバロックの実力は青年と大差ない。クーファの力あってのものだが、ロマもリティと同じ結果を出せたのだった。


「……選ばれなくても港の船乗りはあなたを頼っていたわ。何も見えなくなったあなたに少し同情する」


一途すぎる者の末路として、ロマはバロックの最期を見届けた。あるかもしれなかった自分の未来として、投影せずにはいられなかったのだ。


その度にロマはリティに感謝する。


「皆……スマ、ナ、カッ……」


言い終える前にバロックが完全に消失する。感傷に浸らなかったわけではない。ロマだけではなく、クーファも彼には思うところがあった。


「進みましょう……。リティさんもそうしてるはずです」


リティをリスペクトしているクーファだからこそ、言えたセリフだ。同意したロマが先頭を歩く。


明滅する明かりが照らす船内だが、先ほどとは違う。アンデッドが襲ってこないのだ。


「……静かね」


「アンデッドは魔物と違って習性のようなものが見えにくいですから……。だから怖いんです」


「クーファちゃんはよく勉強してるのね。リティを捜すのも大切だけど、この怨念を終わらせるにはどうしたらいいかわかる？」


「これだけ大きな怨念となると……たぶん、大本がいるかと」


「大本？」


「一番強いアンデッドが他のアンデッドを引きつけてる場合が多いそうです」


「なるほど。わかりやすいわ」


希望を見出した直後、ロマ達の後ろの明かりが奥から順に消えていく。消えた先から闇が口を開けた。


「走りましょう！」


全力疾走を開始するも、迫る闇の速度が段違いだ。数秒とかからず、ロマ達を闇が覆う。


視界が闇一色となり、ロマ達は自身の手足の位置すらも掴めない感覚に陥った。


ここにきてロマは初めて恐怖に支配されかける。一寸先すら見えない闇の世界が、本能を刺激した。


喉元から悲鳴が出そうになる直前、何かが暗闇を照らす。


「……え？」


ロマ達を中心として明るいのだ。しかし闇の中で火を焚いたように、周囲は相変わらず暗闇だった。


見るとミライが祈りを捧げるようにして両手を重ねている。


「いや、いや……。怖い……」


祈っているように見えたポーズだが、怖がってそうしているだけだ。しかしロマには何故かミライのおかげだと思えた。


「ミライ……」


「やだ……やだ……」


クーファは何も言わずに、ミライの背中に腕を回す。そしてクーファが歩みを開始して、ミライも足を踏み出す。


ゆっくりと歩けば光もミライを中心として移動した。闇の奥で蠢く何かが迫ってくる様子もない。


「ミライは……本当は一体……」


クーファは身の振り方を考える。ミライがただの少女ではない事がわかった以上、責任がより重く押しかかるからだ。


かすかに感じる途方もない魔力。今までそれを感じられなかった事もあり、クーファはあえてミライの可能性に賭ける事にした。


「ミライ……。あなたが何者なのかはわかりませんが、今だけは力を貸してください」


「ご主人様……」


「あなたが、わたしをご主人様と呼ばなくなる日が来るように……。絶対、手を離したりしません」


祈るミライの両手にクーファが手を重ねる。やがて暗い船内を軽快に進むが、アンデッド達が襲ってくることはない。


階段を上り、探索を続けてクーファが言う大本への手がかりを掴もうとしていた。しかし光があるとはいえ、暗がりでの捜索は難航する。


「クーファちゃん。大本の居場所って魔力感知でどうにかできないの？」


「そ、そういうのは祓魔師エクソシストじゃないと……。霊的なものと魔力は違うので……」


「き、君達は!?」


ある部屋の前に差し掛かった時、正面に驚きの声を上げた男がいる。簡素な胸当てにシャツと、ややラフな格好ではあるがロマは彼を同業者だと思った。


「よかった！　生きてる人間だよな!?　俺、この船に乗ったんだけどさ……。誰もいないわいきなり暗くなるわで何が何やらで……」


「床がずいぶん軋むのよ。あなた、よく音も立てないで歩けるわね」


「は？」


「こっちに来ていいのよ？　一緒に探索しましょう」


ロマが手招きをするが、男は近づいてこない。正確には光の外、暗がりにいたままだ。


これだけで判断材料としては十分だった。ロマはリティにまた一つ、感謝する。


「どうしたの？　さ、早く」


「怖いんだよぉ……その光をやめてくれぇ……」


「この部屋のドアを開けようとしたタイミングで、あなただもの。わざわざ教えてくれてありがと」


「アアアアァァァァアアアァ！　嫌だ！　嫌だ嫌だ嫌だおおおおお俺おおおキャプテン俺まだやっぢゃっダァァァァ……」


男が涙を流しながら、体中の関節という関節がねじ曲がる。顎が外れて、舌が床まで伸びに伸びて血しぶきと共に二股に割けた。


八つ当たりされて壊された人形のような奇形の男は尚も涙が止まらない。


「ギャブデン……オレ、イツモ、こうデ……」


「キャプテン……？」


そのフレーズにロマは眉を顰める。記憶の彼方から引っ張りだしたそれが真相だとは認めたくない。


巨大な船、キャプテン、冒険者風の男。たった三つの情報ではあるが、それだけでロマを戦慄させるには十分すぎた。


「キャプテン……まさか……」


ロマだからではない。冒険者であれば、誰もが一度は耳にした事がある。


もしこのアンデッドが言うキャプテンが、海の伝説となった男〝キャプテン・クリーバー〟であれば。数ヶ国から特級として認められるはずだった男であれば。


ロマは危うく武器を落としそうになった。







第二十七話　リティ、アンデッドと向き合う


「医務室はどこですか……？」


二度目となればリティも思うところがある。虚ろな目をした老婆はリティを捉えていない。


青年のように襲ってくるのであれば話は別だが、アンデッドだからといって即攻撃はしなかった。


聖属性付与セイントウェポンの使用回数が限られているのもあって、アンデッドというものに向き合おうと考えたのだ。


「一緒に探しましょう！」


「あ……」


老婆の氷のような冷たい手を取ったリティ。歩調を緩やかにして、老婆に合わせた。


「お体が悪いんですか？」


「行かないと……」


会話がかみ合わないが、リティは構わず歩く。


「私も行かないといけないんです。ロマさん達が心配してます」


老婆は何も答えない。


「最近、わかったんですけど冒険って一人じゃ出来ないんですよね。一人で未知の場所に行って戦って発見して……。それはそれでいいんですけど」


老婆の手を引きながらリティは今一度、冒険への思いを馳せる。


「ワクワクしたりドキドキするのはいいんです。でも、それだけじゃもったいないんですよ。きっと何かを得ているんです。経験しているんです」


冒険の事となれば、リティは一晩中でも語りかねない。相手がアンデッドという事も忘れて饒舌になる。


相手がアンデッドである事を排除して、自身の正直な気持ちを打ち明けたのだ。


「自分でわかるものもあれば、そうでないものもあります。隣にもう一人いれば……そのわからないものが何なのかを教えてくれるはずです。一人より皆で経験すれば、もっと大きな糧になります」


「みん、な……」


老婆が反応した。リティに握られている手が、かすかに震えている。


「それこそが冒険の醍醐味だと思うんです。楽しいだけじゃなくて成長もできるなんて、冒険は私が思っていたよりきっと素晴らしいものです。今はまだパーティを結成したばかりですけど……。これからたくさん冒険して、知らない事をたくさん知りたい……」


「冒、険……」


老婆の手の力が強まった。リティすらも痛みを感じるほどだが、それ以上の害はない。


「冒険……未知……皆……ああぁ……」


老婆が泣き崩れる。リティから手を離して、両手で顔を覆った。


「皆で、冒険……あの人が、いつも……」


「おばあさん……」


「医務室……あの人といつも、あそこで……。忙しくて、なかなか二人だけの……時間が、なくて……」


老婆は声を上げて泣く。涙を流すその顔を見て、リティにはとても死人とは思えなかった。


生きている者もアンデッドも、感情に嘘はない。少なくともリティはそう解釈した。


「何度、どれだけ、歩いても……医務室へ行けない！　あああぁぁ……」


「私と行きましょう」


リティは老婆の手を握り直し、また歩みを進めた。船内の明度がまた上がり、重苦しい空気が払拭される。


迷路のようだった船内だが、最初の角を曲がるとすぐに階段が見つかった。


「あそこ、上に……」


老婆が前に出て、次第にリティが後をついていくようになる。その歩みに迷いはなかった。


*　*　*


キャプテン・クリーバー。新大陸を発見して、リティ達がいる大陸との航路を作った偉業は子どもでも知っている。


質が低い保存食のせいで、航海を終える頃には半数以上の船員が息絶える事も珍しくなかった時代だ。


そんな中、栄養価が高い保存食を開発して海運業界に旋風を巻き起こしたのも広く知られている。


「未踏破地帯だけじゃない。造船技術など、航海における常識はほとんどクリーバーがもたらした。彼のおかげで人々の交易は数十年、先へ進んだと評価する人もいる」


人の原形をとどめていない冒険者の成れの果てを前にして、ロマは淡々と語る。


「そんな彼を慕って、多くの冒険者達がついていった。クリーバーは快く受け入れて、より大きな船を作り……一大パーティ〝海覇団〟が結成したの。そこの彼も、その一人じゃないかしら」


「でも、アンデッドになったという事は……」


「各国は彼の功績を認めた。特級への昇級が揺るぎないものとなり、彼の出身国では国を挙げて祝う事になった」


クリーバーは巨大船の航路を母国に取った。祝杯までの間、彼らは誰一人として浮かれない。


海で隙を見せるような愚か者はいないはずだった。しかし──。


「海覇団は母国に現れなかった」


ロマは船長室のドアを慎重に開ける。もしこの部屋に大本がいるとすれば、奇襲がベストだ。


そうしなかった理由は一つ。戦うという選択は極力、避けたかったからだった。


アンデッド相手に平和的な解決などバカげていると思いつつも、抗えなかったのだ。


キャプテン・クリーバーの生前の実力が伝説通りであったなら。アンデッド化して、生前以上の実力となっていたら。ロマは自らの震えを押し殺す。


「海覇団は……沈められた。当時、一級だったネームドモンスター〝帝王イカ〟によって……。そうですよね、キャプテン・クリーバー」


辛気臭い船内とは打って変わって、船長室には輝きが溢れていた。


壁にかかっている巨大な世界地図が目立ち、高価としかわからない調度品の数々。


柔らかそうなキングサイズベッドの近くにあるデスクの奥。大袈裟な背もたれに背中を預けている中年の男が目を閉じていた。


「リティは無事ですか？」


ロマの問いかけに対して、クリーバーは目を開けた。目玉などなく、黒一色の虚空だ。


悲鳴を押し殺すのがやっとなロマ、呼吸を荒げるクーファ。汗だくになるミライ。アーキュラだけが目の前にいるアンデッドを見据えていた。


「リ、リティは……大切な仲間、なんです」


「……待っていた」


クリーバーは口を開かない。不協和音のような低く重い声が、ロマ達の脳内に響いた。


声だけで不快感を催し、一行は吐き気さえ込み上げてくる。


「器を……これで、また。航海が、デキル……」


「やめて！　リティはあな」


ロマが船長室から消えた。クリーバーがクーファの前にいる。剣を抜いている。振りかぶっていた姿勢で止まっている。


「あ、あ、ロ、ロマ、さん……」


「受けた、カ……」


かろうじて、だ。船長室から飛ばされたロマは吐血して、起き上がれない。剣を杖代わりにして立とうとするも、すでに足腰が不安定だ。


たった一撃でこの様という絶望がロマを支配しかける。


「逃げ、て……」


ロマが片手を伸ばした先にいるクーファは、水属性高位魔法コールドマザーを展開している。


ナプト戦の時とは違い、アーキュラの力を余すところなく使用していた。冒険者のアンデッドの行く手は阻まれるが、クリーバーは進む。


氷がクリーバーを包み、ロマもまた水球に取り込まれた。


「水属性中位魔法アクアロード！」


激流となった水の道がクーファ達をクリーバーから引き離す。ロマですら屈したのだ。クーファが戦おうなど考えるはずもない。


条件反射としてそうしただけだ。怖いから逃げる、それ以上の理由はなかった。ただし、仲間を見捨てなかった点においてはアーキュラの評価点に繋がっている。


「やるじゃーん」


「ア、アーキュラ！　わたし、こわくて、どうにかなりそう！　あんなのどうすれば……」


「まぁー、今のあんた達じゃ無理だよねー。何せ長い間、誰にもどうにも出来なかった化け物でしょー？」


激流の中、クーファはアーキュラにすがる。その間も廊下を進み、階段を更に上り、甲板を目指している。


水の中でロマは朦朧となる中、リティの事を考えていた。リティならどうしていたか、そればかりだ。


彼女の安否を含めて、考えれば考えるほどロマは悲しみに打ちひしがれる。


「甲板に出ます！」


激流と共に一行が甲板に放出される。そこにあるはずの潮風も波の音もない。夜空ではなく、暗黒に近い空だった。


見渡す限りの海には波も立たず、巨大船が水をかき分けて静かに進んでいる。


「前後左右、何も見えない……それよりクリーバーは!?」


振り返るとクリーバーが剣を片手に持ち、虚空の瞳を向けている。


ロマは話し合いなどと一瞬でも考えた自分を責めた。言葉どころか理屈さえ通じそうにない。


今度は恐怖心を抑えつけて、足でリズムを刻み始めた。


「……クリーバーだけじゃない」


甲板に向けて、外側から次々と登ってくるアンデッド達。ありとあらゆる出入口から有象無象の死者達が登場して、クリーバーの元に集う。


腐乱死体や完全な骸、揺らめく影、青く発光する人型。彼らに対して逃げ場などない。


ロマだけでなく、クーファも唇を噛んで腹をくくった。


「ミライ……。あなたは自分の為だけに力を使ってください。私達が守りますから……」


ミライの光から、ロマとクーファが出る。


ロマが武器に光を宿して、周囲のアンデッドに挑んだ。クーファもアーキュラの力を使っているおかげで、アンデッドにも有効打がある。


ただし彼らは痛みで怯まず、恐れない。斬られようが撃たれようが向かってくる。首を刎ねたところで、齧りついてくるのがアンデッドだ。故に数が減りにくい。


「なるほど……そういうリズムね」


ロマがアンデッドから感じたものは〝負〟だった。怒り、妬み。いずれも自分達に向けられたものだ。


クーファの話と合わせれば、クリーバーとは無関係のバロックがいたのも理解できた。


彼もまた引き寄せられたのだ。波止場長に選ばれなかった彼は、同じような想いを持つ巨大な幽霊船の亡者達に取り込まれた。


無念のまま命を落とした者。夢半ばで敗れた者。そうした者達はどういうわけか、自分達を標的にしたとロマは解釈する。


「あなた達にリティみたいなのは眩しいでしょうね！　光に群がる羽虫のごとく、こうやってッ！」


ロマとしても彼らに同情しないわけでもない。それ以上に怒りの感情しか込み上げてこないのだ。


特にリティは誰の足も引っ張らず、妬まずに目標だけを見据えている。そんな純粋な彼女すら巻き込んだのが腹立たしかった。


「堕ちたものね！　キャプテン・クリーバー！」


ロマの挑発に呼応して、クリーバーが動いた。クーファが展開していた水が斬り裂かれる。


不定形であるはずの水は繋がらず、左右、上下、斜めとあらゆる角度で分断された。


その勢いたるや、ロマの剣の舞いなど蝶の羽ばたきと言わんばかりに暴風のように吹き飛ばす。


「え……？　あ、斬られ……」


ロマがそう認識した時には出血していた。袈裟斬りによって、足腰から力が抜ける。


崩れ落ちるロマを見届ける事なく、今度はクーファだ。水属性高位魔法コールドマザーによる防御壁だが、意味を成さない。


障害など問題ないといった様子で、一刀両断される。


「あ……」


水属性低位魔法ウォーターガンで迎撃。間に合わない。斬られる。


水属性中位魔法アクアロードによる回避。間に合わない。斬られる。


水属性高位魔法コールドマザーの再構築。間に合わない。斬られる。


「クーファ……ちゃん……」


クーファの選択肢をすべて否定して、クリーバーは実力を見せつける。


起き上がれないロマが見た光景は、クーファが自分と同じ運命を辿るところだった。


パワー、スピード、経験。それに加えて形なきものを斬る伝説級の魔導具モーゼスエッジ。だが、これを知る者はこの場にいない。


「……なにー？」


クーファを倒したクリーバーが、残ったアーキュラと対峙する。


「アー、キュラ……」


甲板を引っ掻きながらもクーファがアーキュラを使おうとしていた。


守るべきものはミライだけではない。クーファにとって、アーキュラもまた大切な仲間だ。


アーキュラの体が変質しかけた時、ミライが動いた。


「ご主人様ッ！」


が、クリーバーの速度がそれを許さない。アンデッド達を恐れさせて、遮っていた光が容易く断たれた。


クリーバーが放心しかけているミライを見下ろす。そして剣を持つ腕を上げた。


「ミライ……あなた、だけはッ……」


ロマより傷は浅いものの、クーファのほうも放置しておけるダメージではない。


痛みで涙を流しながらも、再びアーキュラの力を開放した。


ミライへクリーバーの刃が振り下ろされる直前、船体が激しく揺れる。


「……!?」


不意をつかれたクリーバーがバランスを崩す。クーファがアーキュラを通して海水を操ったのだ。


ただしそれが限界である。とはいえ、巨大船を揺らすほどだ。アーキュラは動かなくなるクーファを見て、また感心する。


クーファに惹かれた理由が少しずつ形になっていくのを、アーキュラは実感したのだ。


「やっぱりねー。あんた達は死なせられないかもー……と、張り切るところだけどー。もう少しだけ様子を見てもいいかなー」


クリーバーにアーキュラの言動を理解できるはずもない。ましてや自身の背後から襲いかかる者の存在など、想定外だった。


反応が遅れたクリーバーの背中が派手に斬られる。


「……ッ！」


「ミライさん！　二人をお願いします！」


船上というフィールドで、クリーバーは短時間の間に二度も膝をつきかける。特に二度目は、アンデッドの体でなければ致命傷だったのだ。


生前、背後から奇襲される機会はあった。不意打ちを受けても倒れず、或いは未然に防いだ。


そんな自分が致命傷に等しいダメージを受けたという事実を、ようやく認識する。


「ウオオォォォォッ！　オオオォォォォッ！」


クリーバーは吠えた。


「リティ……？」


ロマは自分の目を疑った。リティがこの場に現れて、クリーバーに猛攻撃をしかけたのだ。


一体、どこにいてどうやって。そんな疑問などどうでもよく、涙を流す。


大切な親友が、仲間が生きていた。怪異という非現実の中でもたらされた現実に、ロマはひたすら感謝した。







第二十八話　リティ、暴霊船長と戦う


リティとキャプテン・クリーバーの実力差は明らかだった。ロマよりは善戦しているが、リティの生傷が加速的に増えていく。


何より致命的なのは聖属性付与セイントウェポンの使用制限だった。リティの少ない魔力では常時付与など出来ない。


青年のアンデッドを倒した時のような瞬間的な付与も、クリーバーのような強者では難しい。


「つッ……！」


「無駄だ……」


「たぁッ！」


「諦めろ」


船内で脳内に語りかけてきた声と同一だと、リティは気づいた。


「……？　ミライちゃん！」


「ご主人様も……みんな、死なせたく、ない……」


クリーバーから受けた傷が完治したロマ。ミライの底知れない魔力による治癒魔法に疑問を持ったが、今はひとまず感謝した。


リティへ加勢するが、単純に攻めてもまた一撃で返り討ちにあうだけだ。見ているだけで尻込みするクリーバーの覇気だが、ロマは冷静に深呼吸した。


圧倒的強者でも必ずリズムはある。踊り手ダンサーギルドで学んだ事を信じたのだ。


見れば見るほどクリーバーの実力を肌で感じてしまうのだが、リティがモチベーションとなっている。


「待っててね……。戦うのはあなただけじゃない」


ロマは少しずつステップを踏んで、身体を慣らしていく。少しずつ、少しずつ。この状況でリラックスして、ようやく算段がついた。


リティのおかげで、クリーバーがわずかな隙を見せているからだ。とはいえ、リティにダメージが蓄積している。


クリーバーの猛撃にはさすがのリティも、すべて頭で動いては反応できない。運で回避している時もあるので、時間はかけられなかった。


「エクスピース・ワルツ……」


ロマはステップを刻みながら、リティとクリーバーの周囲を巡る。クリーバーはすぐ異変に気づく。


リティの動きが軽快になったからだ。いや、それだけではない。


「この、女ァァ！」


ロマの踊りがパーティの士気を高めたのだ。更にクリーバーの集中力を削ぐようにして、視界の端を移動する。


決して手を出さず、あくまでつかず離れずの距離だ。


戦いの最中に何かがちらついていようと、その程度で隙を見せる相手ではない。しかしその絶妙な動きは、クリーバーにさえ攻めを予感させるのだ。


いつ手を出してくるか。かすかに気にしてしまう。極わずかではあるが、針の穴のような隙でもリティにとっては好機だ。


そう、クリーバーは隙を作らされていた。


「スパイラルダンスッ！」


「……ッ!?」


四級昇級試験やニルス戦での不完全な回転は今や完成に近づいている。リティのフィジカルを活かしつつ、ロマのダンスを取り入れたものだ。手数を増やして、クリーバーを攻め立てる。


「ナゼ……」


クリーバーにはわからなかった。経験上、リティの蓄積ダメージは致命傷に近づいている。


一気に決めるはずだった。しかし、実際にはリティは血を流しながらも向かってくるのである。


「なぜ、倒レナイッ！」


クリーバーの憤怒がスキルとして顕現する。理論上、どんな生物だろうと分解できる剣技。


数多の化け物の急所を見抜き、的確かつ無駄のない斬撃で斬り落とす。クリーバーの生前のジョブ、剣匠ソードマスターのスキル。


「ヴァーティカルスライサァッ！」


身体だけではない、行動の急所。その時代には不可避と呼ばれたスキルだ。


高速で真空波を作り出しつつ、生の斬撃と合わせて大小無数の刃を発生させた。


一つを防いだところで凡人。二つ防げば筋は悪くない。三つで大したものだ。生前、クリーバーが目安にしていた評価だった。


「う、は、はぁ……！」


「……何？」


クリーバーが直撃したと認識した刃はわずか一つだった。しかも急所を外している。


「あなた、より……強い人を、知ってます……。あなた、が……その人、だったら……私達は、もう……死んでま、す……」


ロマのエクスピース・ワルツのせいで、極わずかにスキルの精度が落ちたのも原因の一つだ。


そんな中、クリーバーが攻めきれない間にリティは成長してしまった。つまりクリーバーは初手でヴァーティカルスライサーを決めるべきだったのだ。


少し前のリティならば呆気なく決まっていただろう。ロマのサポート、リティのフィジカル。そして──。


「間に合った……」


水属性高位魔法コールドマザー。クリーバーの肩や片手にかけて、氷を張り付かせていた。ミライによって回復したクーファが立ち上がっていたのだ。


船内で放った時には物ともせずに通過された水属性高位魔法コールドマザーだが、対象を小さく絞る事で威力を高めた。


魔力を一点集中させてしまえばクリーバーといえど、腕の一つも封じられる。が、ここで止まってしまえば、何も変わらない。


クリーバーは即、氷の拘束を破ってリティに止めを刺すだろう。


そんな事はリティもわかっていた。激痛に歯を食いしばり、同じく聖属性付与セイントウェポンの一点集中。


この時点でリティが放てる最高威力のスキルはスパイラルトラストか爆炎斬りだ。これでは足りない。リティとて、そう直感している。ならば、どうするか。


「スパイラルアパァッチィィ！　トラストッ！」


アパッチランスとスパイラルトラストの合わせ技だ。スパイラルトラストの連撃がクリーバーの体を次々と撃ち抜く。


人間であれば即死だが、相手はアンデッドだ。欠片も残さない勢いで、リティに容赦はなかった。


「お、終わる、ノカ……違う、俺は……キャプテン……クリーバー……！」


頭を貫かれる直前、クリーバーは大きく口を開けた。早送りのように、クリーバーが何かを吸い込んでいる。


船内のアンデッドが、取り込まれているのだ。わずかに遅れて直撃したリティのスキルだが、クリーバーの頭が霧のように分散する。


「あと少しだったのにッ！」


リティが歯ぎしりをして悔しがり、口の端から血を流す。さすがに膝をつき、体を動かす事も出来ない。


「世界の海を制覇して……誰もが俺を認めて……。もう一歩のところで、あの化け物に……」


リティ達の目の前で、霧が一つの塊を形成する。腐肉の塊から無数の腕が生えて、それぞれが剣を持っている。


肥え太った肢体のようだが、頭はない。目玉があらぬ位置に散りばめられて、それは人の形をかろうじて保っている何かだった。


「何がどうなったのよ……！」


「この船の魂を取り込んだんだと思います……。バロックさんのような怨念を引き寄せてましたから……」


「自分さえよければ何でもいいっていうの!?　これがあのキャプテン・クリーバーだなんてッ！」


ロマは心の底から失望した。キャプテン・クリーバーに特別な憧れを抱いていたわけではない。どちらかというと冒険者そのものを汚された気分になったのだ。冒険者としての頂点に上り詰めた男の末路が、醜悪なアンデッドなのだから。


「無念の想いが、あの人をあの人じゃないものにしている……」


「そこの器があれば、俺は、再び……」


リティは理解しつつも、打開を諦めない。


腐肉がずるずると蠢いて、距離を詰めてくる。背後は無限の海、リティ達は完全に退路を断たれた。


「大きな、命……。それさえ、あれば……多い、命……」


多い、そのニュアンスをリティは聞いた事がある。いつかのスカルブクィーンも同じ事を言っていたのだ。


このクリーバーは初めから自分を狙っていたと、リティはようやく確信した。


念願の目標到達前での悲劇。どんな者にも訪れる死の運命。クリーバーも覚悟して海に出たはずだが、このような醜態を晒している。


リティはこの事実をどう受け止めるか。悩まない事もなかった。


「クリーバー、さん……。これが、あなたの、最後の冒険……です……」


同じ冒険者として、リティは答えを出す。それは自分がクリーバーの冒険に立ちはだかる事だった。


未練を残して死を認めない彼に、自分なりに終止符を打とうと考えたのだ。


「あなたは私と戦って……器を手に入れようとしています……」


リティの傍らで回復するミライだが、呼吸が荒い。


「はぁ……はぁ……」


「ミライちゃん……。無理をしなくていいですよ……。もう回復しましたから……」


魔力の使い方もコントロールのノウハウもないミライが、回復魔法を短時間の間に何度も使ったのだ。


体への負担がかかったミライをリティが片手で支える。とても完治とは言えない状態だが、リティはそれでも立った。


「その器は簡単には手に入らなくて……。私を倒さなくてはいけません。悔いを残さず……最後まで戦いましょう」


無数の剣がエクスピースに斬りかかり、クーファは水属性高位魔法コールドマザーでの防御態勢を整える。


依然、満身創痍のリティが襲いかかる剣撃を防御するも反撃は出来なかった。リティの魔力はとっくに尽きているからだ。


ロマも同様で、残るはクーファに委ねられる事になる。


「イイィッヒッヒッヒィ！　ヨコセ！　ヨコセェ！　世界最強である俺ニヨコセェ！」


「あなたは世界最強なんかじゃありません！　あなたよりもすごい人達がたくさんいるからです！」


リティが思い浮かべたのはイリシスとレドナーだった。この二人に対する勝利へのビジョンは見えないが、化け物に成り果てたクリーバーは別だ。


魔力が尽きたというのに、負ける気がしなかった。そもそも単なる実力差という話ではない。


「こんなに腕を増やしても弱くなってますよ！　さっきよりもずっと！」


「俺ハ、俺ハ世界ノ海を股にかけル……キャプテン……クリィバァ！」


「あなたが生きていた頃よりも長い月日が経って、強い人達が生まれたんです！　その人達は、あなたが残したもののおかげで育って強くなれたんですよ！」


「俺ハ……キャプ、テン……！」


リティはキャプテン・クリーバーという人物について把握していた。老婆の霊が導いたからだ。そして頼まれたからだ。


「危険な旅になるからと、この船から降ろしたあなたの恋人は！　おばあちゃんになっても、あなたの帰りを待ち続けてたんです！　どんな知らせを聞こうと、最後の最後まで！　でもあなたが見ようとしないから、死んだあの人はいつまでも辿りつけなかった！」


「ジュ、リー……」


「あなたがジュリーさんと会えるように……私があなたの冒険をここで終わらせますッ！」


リティは無数の腕の一つに目をつける。その手を掴んで、強引に剣ごと振った。腐肉の化け物が割れて、更にもう一振り。


その過程で、リティが掴んでいた腕が切り離される。


「これはあなたの剣です！　あなたが冒険で手に入れた大切なものです！」


リティが手にしたのはモーゼスエッジだ。形のないものを斬る剣。それはもちろんアンデッドも含む。が、効果は今一つといったところだった。


両断したところで、腐肉の化け物は再び元の形へと戻ろうとする。


「ジュリィ……ジュリィィィィ！」


わさわさと無数の手が左右上下に揺れる。絶えず追撃しようとしたリティだが突如、モーゼスエッジが爆発的な光を放った。眩しく、目を閉じてしまう。


「こ、これって……」


「ミライ！」


目は開けられないものの、クーファの一声でミライのおかげだと理解する。


先ほどのミライの様子を想像したリティだが、今は最後の一押しに感謝した。


「これからは私達の冒険ですッ！　今までありがとうございましたッ！」


光の一撃は腐肉の化け物となったクリーバーを包み込んだ。







第二十九話　リティ、魂の旅立ちを見届ける


クリーバーを包み込んだ光が消えた後、甲板の上に指輪が落ちた。錆による腐食が激しいが、原形はとどめてある。


リティはそれを拾って、指で撫でた。


「婚約してたのね」


「この指輪は？」


「結婚指輪よ。将来を誓い合った二人の証として、指輪をはめる習わしがあるの」


「こういうの……素敵っていうんでしょうか」


結婚や愛などという概念に疎いリティだが、二人の絆は十分に理解できた。


自分の両親のように平和に暮らしている夫婦もいれば、離れ離れになる者達もいる。


起こってしまった悲劇は変えられないとはいえ、考えるほどリティは感情の激流に飲み込まれそうになる。


「ロマさん……。私、迷いません。思う事がたくさんありますけど、止まりません」


「それでいいの。私達はエクスピース、糧にしましょう」


込み上げる感情を押し殺して、リティはミライの元へと向かった。クーファがぐったりしたミライを抱えている。


「皆さん、このままだとミライが危ないです……。慣れないのに一気に魔力を消費したせいで衰弱しています」


「この子にここまでさせてしまった私達の責任ね。早く脱出しましょう。と、言いたいところだけど……」


巨大船の周囲に変化はない。雲一つない暗黒の空に波一つ立たない海。アンデッドは確認できないが、音沙汰もない。


リティは傷ついた身体に鞭を打って、ミライを背負う。そして船内へと駆け出した。


「この指輪を医務室に持っていきます！」


「ミライちゃんはどうするの!?」


「医務室で手持ちの道具を使って応急処置します！」


「こんな船でそんなの……」


このまま呆然としても何も好転しないと各々は判断したのだ。リミットが刻々と迫る中、思いつく限りの事をやるしかない。


ロマはリティの判断を肯定した。


「クーファちゃんはアーキュラと一緒に操舵室に行って。可能ならこの船を動かしてほしい」


「はい……！」


「私は何か打開する糸口がないか探してみるわ！」


まだアンデッドが残っている可能性があっても、やるしかないのだ。


ミライも倒れて、リティやロマに魔力は残っていない。わかっていても、二人はリスクを覚悟した。


*　*　*


医務室に向かう途中、リティは船内の変化を感じた。元々悲惨な状態だった壁などが、更に劣化している。


木材特有の弾けるような音が鳴り、頭上の板が落ちてきた。


「まさかこの船が壊れようとしている……？」


すでに沈んだ船である。主がいなくなり、あるべき姿に戻るだけだ。さすがのリティも焦った。明確な打開策などない。ここに来たのも完全に勘だ。


「ジュリーさん！　クリーバーさんの指輪です！」


ロマに結婚指輪の概念を教えてもらわなければ、辿りつかなかった行動だ。とはいえ、この行動で好転するかどうかはリティ自身もわかっていない。


「指輪……ここに置いておきますね」


ボロ雑巾と呼ぶ事すら憚れる状態のベッド、軋む壁。巨大船の最期が刻々と近づいている。それでもリティは自分にすべてを託したジュリーを信じた。


やがて光の線が、ベッドに腰かけている女性のシルエットを作る。


「ジュリーさん！」


光で構成された女性で、目鼻も何もわからない。ただリティには、その女性が微笑んでいるように感じた。


その時、リティの後ろで朽ちかけたドアが開く。


「あなたは……」


振り向いたリティの前にいたのは、血色のいい精悍な顔つきをした男性だ。


戦っていた時の邪悪で陰鬱な雰囲気はどこにもない。生前と変わらない姿をしたクリーバーが、リティをすり抜けて女性の元へ歩いた。


「ジュリー……すまなかった」


「いきましょう」


クリーバーもまた光となり、女性と一体化する。不定形となった光は球体へ変化して、宙に浮いた。


──すまなかった。君に遺産を託そう。


「クリーバーさん……」


モーゼスエッジがキラリと光った気がして、リティは手元の武器を見た。


──願わくば君の冒険に幸あらんことを……。


消え入るクリーバーの言葉と共に、光の球が天井へと昇った。リティは頭を下げて、言葉なく見送る。


クリーバーが未練を断ち切ってくれた事。愛する人と一緒になれた事。この事実の前では自分達が窮地に追いやられた事すら忘れかけてしまう。


それほどリティはクリーバーという偉大な冒険者を称えていた。


彼のような先人なくして自分の冒険はない。今一度、リティはモーゼスエッジを握りしめた。


「お疲れ様です」


心からの言葉だった。堪えていたはずの涙を流している事すら気づかない。


状況を忘れてしまうほど、二人の最期はリティの心を奪った。


「……え？」


リティは船の崩壊音が消えている事に気づく。船内がかすかに揺れた。


「これって……」


「みゃんみゃんみゃみゃん！」


医務室の窓から光が差し込んでいる。リティが急いで外を確認すると、海が波立っていた。晴天の空も見える。


「ミャン！　操舵室に行きましょう！」


「みゃん！」


怪我も忘れて、リティはミライを背負って再び駆けた。


*　*　*


アンデッドが徘徊していた時とは違い、船内には案内が記されている。かすれて判読が難しいものもあったが、おかげで難なく移動が出来たのだ。


この事実を踏まえると、あの現象は何だったのかとリティは考える。アンデッドの力によるものか、別の何かによるものか。スキルや魔術とも違う。


現時点で持っている知識や常識に囚われているようでは、と思考したところでロマ達が呆然として立っていた。


「ロマさん！　船、動きましたね！」


「リティ……。どうなってるのかしら」


「クリーバーさんとジュリーさんが旅立ちました」


「という事はこれって……」


「まー、後はアタシからのご褒美って感じー？」


巨大船がアーキュラの力によって加速していた。彼女がその気になれば、航海など瞬く間である。


これほどの船体が安定して、尚且つ尋常ではない速度で進む。ロマがそう認識した時、アーキュラの契約者がクーファでよかったと安堵した。


「リティさん。ミライの様子はどうですか？」


「わかりません……」


危険な状態であるミライだが、どこか安らいだ表情をして寝息を立てている。呼吸も安定しており、クーファが彼女の額に手を当てた。


「わかりませんが、さっきより安定しているようにも思えます」


「これもご褒美かしら……」


「アタシは知らないけどー？」


「あなたじゃなくてね」


安心できたところで、ミライに無茶をさせた事実は変わらない。クーファはそう自戒する。


ミライの力は想定外だったとはいえ、冒険者でもない彼女を連れ回したのだ。


覚悟だけでは足りない。ミライと今一度、向き合う必要があるとクーファは決心した。


「……いつの間にか夜が明けていたのね。何日も彷徨っていた感覚さえあるわ」


「あの暗い世界は何だったのでしょうか？」


「さぁ……。アンデッドについても、もっと知らないとね。今回は運よく助かっただけだもの」


「あー、着いたっぽいねー」


遥か前方にうっすらと大陸が見える。今になって感じる潮風に、一行はたまらなくなつかしさを感じた。


「もう着いたの!?」


「アタシだからねー。あれがタハラジャルがある大陸でいいー？」


「知らないで動かしてたの!?」


「うんー」


「うんーじゃなくてっ！」


「ロマちゃん、リアクション忙しいねー」


これで間違いであればただ事ではないと、リティ達は甲板まで走る。


大陸が迫るにつれて、全容が明らかになってきた。草木がなく、浅い黄金色の大地はすべてが砂だ。


膨大な砂の上で栄える人里が海岸に隣接している。しかし一行をもっとも注目させたものは上空にあった。


「あ、あれはなんでしょう？」


「悪魔……!?」


リティとロマは驚愕するが、クーファはそれを冷静に見つめている。


魔術の勉強の傍ら、各国について可能な限り調べた彼女だ。その中で一際、異彩を放っているのがタハラジャルの真上に存在する陽炎である。


陽光が照りつける大地を睨みつけるかのようなそれは、街一帯を見下ろしていた。


「タハラジャル名物、イフリートの影です。何故ああいった現象が起こるのかは解明されていません。その昔は不吉の象徴として忌み嫌われていましたが、外敵に効果があった時代もあったそうです。今では名物として、海外から訪れる人々を驚かせています」


「クーファちゃんの解説がなかったら、上陸をためらっていたところね……」


「早く上陸しましょう！」


「モチベーションが安定しているのはこの子だけね。まったく、怪我の事も考えなさい」


「あー、この船もいよいよ終わりねー」


タハラジャルに近づくにつれて、船体が軋む。折れたマストが船体に叩きつけられて、崩壊が始まった。


「まずいわ！　まだ岸までは距離が……」


「あ！　あそこに誰か立ってます！」


「この距離でわかるの？」


「顔を隠した裸の人です！」


「何それ！」


巨大船が傾き、至るところの木材が剥がれ落ちる。クーファが一行を水球で包み、崩壊からの難を逃れようとした。


その直後、本格的に沈没が始まる。


「裸の人が泳いできました！」


「いやぁぁぁぁ！」


「は、速いです……」


リティが認識した時には、裸の男が宙を飛んだ。その引き締まった肉体がロマの視界に入る。


疲弊した彼女の精神はもはや限界だった。何者かに抱きかかえられたところで、ロマの意識が闇に落ちる。







第三十話　リティ、準二級昇級試験の概要を知る


クーファの水属性中位魔法アクアロードによって、リティ達は港へと押し流される。流されながらもリティは沈没していく巨大船を見届けた。


「君達がエクスピースだな！　この子は気絶しているようだが！」


男が抱きかかえているのはロマだ。少女一人を抱えながら海面を泳ぐ様は、リティから見てもただ事ではない。やがて水属性中位魔法アクアロードが彼を包み込み、港へ導く。


「諸君！　あれが君達が目指したタハラジャルだ！　とぉうッ！」


男が水属性中位魔法アクアロードから飛び魚のごとく跳ねる。空中での前回転のパフォーマンスを見せた後、華麗に着地した。その際にロマを抱えたままなのだから、常人の所業ではない。


港に辿り着いたリティはタハラジャルよりも、その男が気になって仕方なかった。港の者達が何事かと駆けつけて、遠くの沈没する巨大船にも注目していた。


「なんだなんだ!?」


「女の子？」


「あの船、沈んでるぞ！」


「この子達は私が目にかけている冒険者だ！　あの船はどうやら海賊船でな！　私がたまたま見つけて沈めてきた！」


そんな言い分で、とクーファは慌てかけるが野次馬達の騒ぎはどういうわけか収まる。


「なるほど！　パワーロビンがやったのか！」


「あんなでかい海賊船を一人でやっちまうなんざ、さすがだなぁ！」


「君達、幸運だったな！　パワーロビンさんは強かっただろう？」


こんな理屈すら信じさせるほどの男だとリティは察した。発言には実績が伴うのだ。無名の冒険者がこのような発言をしようものならば、笑い飛ばされていただろう。


それどころか正規の手段で港に辿り着いていないリティ達の存在すらも怪しまれたはずだ。パワーロビンはこの国において、それほどの人物だという事だった。


「ううん……。あ、リティ……私、気絶して」


「目が覚めたか！」


「え……変態、ぱんつ……いやぁぁぁ！」


「落ち着きたまえ！　冒険者に必要なのは平常心だ！　もう安心だぞ！」


「変態ぃぃ！」







    
  
  




黒いブーメランパンツにマスクとマント。ある意味でロマの反応が正常なのだが、この国においてはそうではない。


特級冒険者パワーロビン。タハラジャルを含めて数ヶ国を認めさせた男だ。ある時は高々と跳び上がって怪鳥を仕留めて、ある時は海を泳いで海獣を仕留める。大砲の砲弾を遠投して海賊船を沈めた実績も、この国では国民の語り草となっていた。


「私が君達の昇級試験を担当するパワーロビンだ。それにしても変態パンツとは……。吹き込んだのはカタラーナだろう？」


「あの人は嫌いだけど、今は同意する！」


「彼女も散々言われてるからな。あの神経がなくてはこの先、務まらん。それは君達にも言える事だぞ」


「頑張りまぁすッ！」


「みゃあぁんっ！」


ロマの隣で我ここにと主張するリティ。すでに心は昇級試験だ。気合十分と見せつけたところで、パワーロビンがリティの頭を撫でる。


「君達はロマンしてきたようだな！　今回、試験を受けるのは君達だけだ！　立ち話をしてもしょうがないので、ついてきたまえ！」


「ちょっと待ってください！　その前にミライちゃんを安静にさせたいです！」


「む！　私とした事が！　それも含めて案内しよう！」


「ついていきまぁすっ！」


「みゃあんっ！」


パワーロビンの後ろでリティが大手を振るって歩く。ロマやクーファも、試験への意気込みはある。


しかしリティのテンションについていけなかった。何よりパワーロビンのあの風貌である。ロマだけではなく、クーファも距離を置いていた。


*　*　*


ミライを治療院で診察してもらった結果、大事には至っていないとわかった。


魔力の使い過ぎにより一時的に衰弱しているだけなので、一日ほど安静にしていれば問題ない。そう言い渡された時、クーファは思わず床に座り込んだ。


「あの、私……。ここでミライについてます。皆さんはパワーロビンさんと一緒に説明を受けてください」


「じゃあ、後で伝えるねー」


「え、アーキュラが？　珍しひゃあぁ！　ふ、服の中はぁ！」


「マスター思いでしょー？」


診察した医師は驚愕していた。話の通りであれば、ミライは死んでいてもおかしくないからだ。


それどころか重傷の人間を一瞬で完治させるなど、知る限りの高名な使い手でも存在しない。


何より医師を戦慄させたのは、魔力をまったく感じないところである。消耗しているとはいえ、それほどの使い手ならばあり得ない事だ。魔力による治療ではないのかと疑ったほどだった。


「すぐに良くなりますよ」


医師は引きつらない笑顔を作るのに精一杯だった。質問したい事が山ほどあるはずなのに、何故か躊躇してしまったのだ。それはまるで触れてはいけないと本能で理解したかのようだった。


*　*　*


タハラジャル王都、タハラージャ。港に隣接する広大な街並みが、この国のすべてである。


国土の大半を砂漠としていて、各地に点在するのは魔物の住処か遺跡といった具合だ。または人里にいられなくなった罪人にとって絶好の隠れ場所でもある。


魔物、遺跡、盗賊。冒険者にとっては目白押しのラインナップだ。この国でもやはり彼らはありがたい存在だった。


ところがこの国はファクティア王国とは事情が異なる。案内された場所で、リティ達は圧倒されるのであった。


「おおぉぉぉ！　すげぇ！　あの最強カラメンを完食した！」


「俺なんか匂いだけで涙が出るってのによ！」


王都の老舗飲食店、獄炎郷。炎と油、香辛料をふんだんに使うのがタハラジャル料理の特徴だ。


中心のテーブル席には一人の中年の男が、汗だらけで料理を平らげていた。周囲がそんな彼を称えている。


「パワーロビンさん。これは？」


「彼は獄辛カラメン早食いの達人でな。三十分以内にあの辛い料理を完食すれば無料な上に賞金が支払われるのだ」


「お金が貰えちゃうんですか!?」


「そう。ただし完食できなかった場合は当然、決して安くない料金を支払う」


意図は理解したものの、リティにはこの熱狂っぷりが不可解であった。食べ物を制限時間内で食べる、ただそれだけだからだ。


「まさか、私達にあれをやれというんじゃないでしょうね」


「やってみせてくれてもいいぞ。試験合格に役立つかもしれんからな」


「はぁ？　あんなのが試験って？」


「あんなの、か。では挑戦するか？」


「やりますっ！」


リティが店の中心に堂々と歩いていく。見慣れない少女の乱入だが、男は挑戦者だとわかるとニヤリと気味悪く笑った。


「こりゃ小さな挑戦者だな。おい、オヤジ。どうする？」


「さすがに無理だろ？　お嬢ちゃん、試しに一口だけ食べてみな」


店主が厨房からカラメンのスープを小さな器に入れて持ってくる。赤一色のスープが湯気を立てて、リティの挑戦を待っているかのようであった。


「んうっ！　鼻がツーンとします……！」


「だから、言っただろう。やめておけ。カラメンはこの国の人気料理だが、いい店は絶対これを観光客に勧めない」


「食べま……あ、ミャン！」


リティより先にミャンがぺろりと舌で舐めた。その途端、ミャンの長い体が激しくうねる。


「みゃあっ！　みゃあああん！」


「ミャン！　どうしたんですか！　あ！　アーキュラさんに頭いれちゃダメ！」


「ちょっとー、水ならあっちにあるでしょー」


「そんなもの飲んじゃダメです！」


「リティちゃーん？」


珍しくクーファから離れたアーキュラだが災難だった。昇級試験の概要をマスターに伝える為にと、気まぐれに奮起した結果がこれだ。リティがそんな彼女からミャンを引き抜いて、水を飲ませる。すごい勢いでぱしゃぱしゃと飲み干すミャン。


リティが何事かとカラメンのスープを一口、食べるとすべてが理解できた。口中に広がる激痛とも例えられる辛さ。涙がこぼれ出るほどの辛味がリティを苦しめる。


「んー！　んんん！」


「ハッハッハッ！　だから言っただろ！　このカラメンはそこらの素人じゃ無理なんだよ！」


悶えながらもリティに疑問が湧きおこる。ミャンの痛みをリティ自身が肩代わりする、それが契約条件となっている。今日までにミャンが無傷でいられたのも、そのおかげだ。しかしカラメンの辛味はいわば痛みである。リティにその知識はないが、なぜ自分が無事だったのかと考えてしまった。


ミャンの様子を見ると水を飲んで落ちついたのか、舌を出して口呼吸で冷ましていた。自業自得ならば契約条件外なのか、この程度の小さなダメージなら契約条件外か。リティは今のところ、この二つのどちらかで結論づけた。


「リティ！　無理しないで！」


「飲みました……！」


飲み切ったものの、涙と鼻水でリティの顔はぐしゃぐしゃだ。


高らかに笑う男が、それ見た事かと勝ち誇っていた。リティはそんな男を観察するがやはり鼻水と涙、そして大量の汗をかいていた。


「獄炎郷のカラメンはこの国でも五指に入るほどの辛さを誇る！　ボルドー様を差し置いて完食できた奴はいねぇ！」


「ボルドーは王都中のカラメンを食い荒らしている。我が店こそは、とカラメンを出した店主がことごとく降参してるんだ」


「一体、それが何になるっていうのよ……」


「美人ちゃんよ。君達は見たところ他所から来た冒険者だろ？　この国ではな、カラメン食いは一種の競技なんだ」


「そうそう！　カラメンも食えないような冒険者に依頼を出す奴はここにはいねぇよなぁ？」


客の男が周囲に同意を求める。沸いた客達の反応が答えだ。


美人呼ばわりされたロマは多少、狼狽するも負けじと気を取り直す。


「そ、そう。否定する気はないけど、パワーロビンさん。これが何だっていうの？」


「これがすべてだ、ロマ。ボルドー、彼は冒険者ではないがここでは君達よりも注目されている。ここだけではない……この国では何もかもが熱狂的なのだ」


「まさかこんな事が他にも？」


「そう！　娯楽を含めて、この国では誰もが注目して熱狂される逸材がいるのだ！　どこへ行っても、その手の者達がいるのはすぐにわかる！」


パワーロビンが言わんとしてる事が、エクスピースの面々に伝わる。カラメンは例の一つに過ぎない。そして彼がエクスピースに求めているものの一つでもある。


「たかがカラメンと君達が侮るのも無理はない！　しかし国境を越えれば、文化や価値観など変わる！　適応してこそ、一流の冒険者だろう！　そこで君達には国民を熱狂させるほどの冒険者になってほしい！　これが試験の一つだ！」


「なんだ、君達はパワーロビンさんの試験を受けにきたのか。そりゃ災難だったな……」


「もうわかったと思うが、ライバルは同業者だけじゃない。俺達、一般の人間だっている」


答えを示すかのようにボルドーが得意気に腕を組んで、エクスピースの前に立つ。


予想外の試験に、ロマは情報の処理が追いつかない。パワーロビンが提示した条件が、二級の域を超えているからだ。


一つの国で知名度を上げて認めさせる。それはどちらかというと特級の領分である。


「君達の言わんとしてる事はわかる。だがな、この厳しさは本部の決定でもあるのだ」


「冒険者ギルド本部のこと？」


「そうだ。君達も知っての通り、ユグドラシアやグランドシャークと上位の冒険者の不祥事が立て続けに起こっている。彼らだけではない。実績を積み重ねたはずの冒険者が道を踏み外すのも珍しくない。だが、これは彼らのような者達を昇級させてしまった我々の責任でもあるのだ」


「だから厳しく、という事ね」


「それはこれからの時代に必要な資質だと私も考えている。そして、もう一つの試験はダグラード遺跡の探索だ」


ダグラード遺跡と聞いた途端、熱狂が消えて静まる。嫌な予感しかしないロマと辛さにめげずに背筋を伸ばすリティ。


この差だけは一生、埋まらないだろうとロマは自嘲した。


「ダグラード遺跡……。半未踏破地帯といってな。未だに探索が進んでいない部分がある。ここで何か未知の発見を得るのがもう一つの試験だ」


「パ、パワーロビンさん。あそこはこの前も三級冒険者パーティが行ったきり、帰ってこなかったらしいぞ」


「そう、そうなんだよ。それに一級のネームドモンスターが根城にしているらしいじゃないか……」


「これを利用して、知名度を上げるのもいい。順不同だから、好きにしていいぞ」


客の言葉には耳を貸さず、パワーロビンはリティ達に説明を続けていた。とてつもない試験内容に、ロマはいくらでも不満を言いたくなる。これならカタラーナの試験のほうがマシだったとすら思った。


「浮かない顔をしているな。よし、朗報だ。この試験内容ならば実績も同時に積み上がるだろう。それ次第では準二級と言わず、二級への昇級を認めよう。ただし条件通り、貴族や要人に認められる必要はあるがな」


「本当ですかぁ！」


「君は実にロマンに満ちた目をしているな」


「いっぱい満ちてますっ！」


「……いや、しかし。君達はすでにデマイル伯爵に認められているのだったな。これは大きいぞ。では合格すれば二級への昇級だな」


「ありがとうございまぁす！」


リティのテンションが上がりすぎて、天井まで頭が届くほど跳んだ。そして周囲の驚きに構わず、着地したところで店主のところへ駆け寄る。


「あのカラメンをお願いします！」


「いや、だから無理……」


「食べられなかったらお金は払います」


リティの謎の圧力に店主が屈した。彼だけではない。粋がっていたボルドーも、いつの間にか汗が引いている。


何せ冒険が絡んだおかげで、リティにスイッチが入ってしまったのだ。


「リティ、何も挑戦しなくても……」


「カラメンを食べられない冒険者が認められないなんて困ります。それに大丈夫ですから」


席に着いたリティのテーブルに、あの容赦のない色合いのカラメンが運ばれてくる。


ミャンが顔をうずめて逃げの姿勢だが、リティはカラメンを見つめていた。敵のすべてを見透かすかのような冷たい目。それは戦っている時の目だと、ロマはわずかに身を退く。


「ではいただきます」


ボルドー一色だった空気が一変する。まだ食べてもいないリティだが、すでにボルドー並みの期待を寄せられていた。


客達も何故、彼女にそこまで期待しているのか理解していない。ただその圧に押されていた。







    
  
  




「なんや、あの子ら……」


少女が獄炎郷の入口から店内を覗くと、息を呑んだ。


タハラジャル王都タハラージャ内でも上位の辛さを誇るカラメンを提供するのが獄炎郷だ。


辛味をものともしない大人ですら悲鳴を上げて降参するカラメンを前にして、子どものような女の子が座っている。


「あかんって。何しとんのや」


少女は目を見開いて、その異様な光景に釘付けだった。


自分は何故こんな事をしているのか。そうさせられてしまう事態があったからだ。


何となくであの場に向かわなければ。居合わせなければ、普段通りの一日を過ごして終わっていたと少女は考えていた。


*　*　*


「おっちゃん、この絵画なー。本物いうてるけど贋作やで」


「真眼のエネリー……ついにオレにまでケチをつけに来たか」


エネリーと呼ばれた少女は人懐っこそうな顔つきながら、懐く気などない。


一方で男はタハラジャルで二十年以上もの間、美術商で生計を立てている。


様々な美術家から美術品を買い取って市場に流す。時には海外に足を運ぶ事もある。愛好家が多いタハラジャルは商売にはもってこいの場所だった。


そう、数が多ければ時には目が曇った者もいる。ここ最近における彼の獲物でもあった。


故に男は来店した少女を歓迎していない。エネリーと呼ばれた少女は獲物どころか、どちらかというと狩人だからだ。


「これはなー、リブロフの作品やない」


「何を根拠に……」


「女性の表情はうまく真似とるけど、実物はもっと柔らかい絵柄なんや。例えば……」


エネリーが指摘した箇所は数か所どころではない。


積み重なれば、一つの根拠となってしまう。果てには原作者の癖や生い立ち、代表作以外のすべての作品など。


判断材料をうんざりするほど挙げてしまえば、悪質な商売人とて辟易する。気楽に騙せると思っていた身としては、一つの指摘に対する反論すら出来ないのだ。


「この絵に描かれているフィラスカの花やけどな。生涯、国外に出た事がないリブロフがなんで遠くの外国にしか自生しない花を知っとんのや」


「そ、それは、調べれば」


「リブロフの絵に描かれとる植物は全部、自国内で見られる花ばかりや。それどころか花の造形さえいい加減だったりするんやで。何せリブロフは一切の資料を集めずに描くからなー」


「うぅ……」


「フィラスカの花の資料くらい持っとるやろ？　見比べればこの絵に描かれている花だけ、やけに現物に忠実やとわかるはずや」


やがて観念した店主は偽者だと認めた。


騙される者がいてもおかしくないほどの精巧な作りであろうと、真眼と呼ばれる少女なら看破は容易い。


タハラジャル王都にて、商いの番人と恐れられているのがエネリーである。


「まぁー、絵そのものは悪くないけどなー。贋作だと明かした上でそこそこの値で置いとけばええで」


「そんな事しても売れないだろぉ……」


「贋作を好んで集めてる物好きもおるで」


「はぁ……。なんだってお前はこんな事をして回ってるんだよ……。そんなんだからどの冒険者パーティにも入れないんじゃないのか」


「うちが断ってるんやで」


決して強がりではなかった。エネリーの目利きは商品に限定しない。


高い等級の冒険者からの誘いだろうと、彼女のお眼鏡にかなった人物はいない。


偏屈や変わりものなどのレッテルを貼られようと、本人としてはどこ吹く風であった。


*　*　*


商人マーチャントのジョブを持つエネリーは冒険者だ。


彼女のジョブそのものは戦闘向けではないので、敬遠するパーティも多い。


ただしエネリーに限っては真眼の異名で恐れられており、タハラジャル内では引く手数多の人気者であった。


冒険者ギルドタハラジャル支部に所用で立ち寄れば、誰かしら声をかけてくる。


「エネリー、ダグラード遺跡には恐らく未知の魔導具も眠っている。お前の力が必要になるんだ。頼む」


「持って帰ってきたら有料で鑑定したるからなー」


「来ていたか、エネリー！　質の悪い回復薬を掴まされない為にも頼む！」


「こっちのほうも頼む！」


矢継ぎ早に迫られるエネリーだが笑顔は崩さず断る。たとえ二級以上の冒険者だろうと変わらない。


口にこそ出さないがエネリーは彼らの人となりを把握しているのだ。言葉こそ丁寧だが、最初に声をかけてきた冒険者は特定のパーティの人間だけ冷遇する。


話し方や受け答えがどこか素っ気ないなど、些細な癖をエネリーは見抜いていた。


相手が男であり、同じパーティの女性の恋敵として憎んでいるのかもしれない。何かが原因で諍いが起きて、解消できずにいるのかもしれない。いずれにしても、エネリーとしては論外だった。


「よせよ、あまり困らせるな。エネリー、すまなかったな」


「気にしてへんって」


いい顔をしてリーダーシップを取りたがるもう一人の冒険者だが、彼も他人には冷たい。


止める際に近くにいた冒険者をやや強引に押したのも見逃さなかった。自分の利益となる人物には優しいタイプだとエネリーは確信している。


「エネリー、この二級冒険者である烈剣のガロウルとなら安心してパーティを組めるだろう？」


「安心はすでに買うてるから心配せんでええでー」


何かと己を誇示したがる者。こういう手合いもエネリーとしては要注意だ。


聞く者が聞けばすべて偏見と結論づけるかもしれない。しかし事実、今までエネリーが断った冒険者やパーティの中には何らかの理由で活動しなくなった者達がいた。


先日、仲間は見捨てないと熱い思いを語ってエネリーを勧誘した冒険者がいた。後日、仲間を魔物に差し出して逃げたと判明して追放処分を受けている。


虫も殺さぬ優しい笑みを崩さなかった冒険者が、子どもや小動物を蹴るような人間だった。独り身を装いながらもエネリーに近づいた冒険者が実はとんでもない女たらしだったなど。


所作だけではなく、エネリーは感覚的に理解できている。内心、エネリーは何度もため息をついていた。


「したらなー」


「あ、待ってくれ！」


「話を聞いてほしいんだ！」


所用など、どうでもいい。嫌気が差したエネリーは早々に冒険者ギルドを立ち去った。


嫌な思い出がある故郷を離れて、縁もゆかりもない場所で過ごす。そんな人生プランだったが、どこにいてもろくでもない者達がいる。


引き止める声を無視して、エネリーはやはり笑顔を保っていた。


*　*　*


「はぁー、なかなかまともなのがおらんなー」


港にて、エネリーは行儀悪く地べたに座って休憩していた。水平線を眺めながら、心の安定を図っている。


彼女は人を避けているわけではない。避けたい人物を避けているだけだ。


商品や人に対する目利きは何も生まれながらに備わっていたわけではない。冒険者パーティ活動そのものを嫌っているわけではない。


「うちはまともな人間に会いたいだけなんや。なぁ、猫ちゃん。その目に人間はどう映っとるんや？」


港を餌場にしている野良猫に話しかけるも、そっぽを向かれてしまう。


彼女の父親は先程の男と同じ美術商だ。ただし彼と同様、ろくでもない人物だった。


有名美術家の贋作を量産して、無知な買い手に高値で売りつける。そのくせ家ではエネリーに愛情を注ぐのだ。父親が人を騙して稼いだ金で自分を育てたと理解するのにそう時間はかからない。


十にもならない年齢のうちから、エネリーは父親を軽蔑していた。父親への反発もあり、幼い頃に彼女は自分の生き方を決める。


やがてエネリーは家を出だ。持ち前の口達者で渡り歩き、目利きを鍛える。出来る事は何でもやった。


「ま、うちも猫に振られるっちゅうわけや」


ぼやきながらもエネリーは港で仕事をする水夫達の観察をしていた。


身に着けているもの、仕草、おおよその性格。普遍的な人間すら気に入らず、彼女はすっかり目が肥えてしまった。


そもそも何故、自分は冒険者になったのか。普通の商人ではいけなかったのか。


考えればそこにはやはり父親の存在が影響していた。店を構えて商売をして一生を終えるだけの人生では、父親と同じ枠組みから抜け出せない気がしたのだ。


悪徳商人であった父親から遠ざかるような自由な人生を送りたい。その為には仲間と分かち合いたかった。


父親の下から逃げ出す前、母親に手を引かれて歩いていた時にたまたま冒険者を見かけたのがきっかけかもしれない。彼らは談笑して楽しそうだった。


冒険の終わりの夜には酒場で成果を語る。仲間と笑い合う。そして気持ちよく一日を終えて眠る。


父親が手に入れようともしなかった仲間と信頼を彼女は欲していた。手に入れる事で父親へのささやかな復讐を成し遂げたかったのだ。


過去の事を思い出したエネリーは頭を振って、思考を打ち消す。


「あーもう、こんなんゴチャゴチャ考える事やない。大体、さっきから独り言多すぎやっちゅうねん。大体……ん？」


気がつくとエネリーの前方に広がる海に一隻の船があった。


目を凝らすと、その船が大型帆船だとわかる。それも並みの客船などではない。所々が朽ちていて、海に浮かんでいるのがやっとな代物だ。


「なんやあれ！　もう少しこっち来てくれんとわからん！　こっちや、こっち来てなー」


エネリーの念が通じたのか、大型帆船が陸に近づいてくる。他の者達も気づいて騒がしくなった。


「あの船は何だ!?」


「崩れるぞ！」


誰かが叫んだ通り、巨大船がまるで役目を終えたかのように崩れ始める。


その際にエネリーはぼろぼろの帆やマスト、船体の特徴をすべて捉えていた。


その正体を確信したところで体が震える。久しぶりに自分の目利きを疑ったほどだ。


「クリーバーの船やん？」


今の型からかけ離れた旧型の大型帆船、特徴的な船体の構造など。


文献で知った限りのエネリーの情報と完全に合致していたのだ。ただし、この場にいる誰もが気づかない。


やがて放たれる水の道、一人の少女を抱えながら元気に泳いでくるパワーロビン。エネリーは野次馬の中から、彼女達を観察する事にした。


「この子達は私が目にかけている冒険者だ！　あの船はどうやら海賊船でな！　私がたまたま見つけて沈めてきた！」


パワーロビンの一言で誰もが納得した。ただ一人、エネリーだけが信じていない。


大昔に沈んだはずの大型帆船から脱出してきた女の子達。特級冒険者のパワーロビン。エネリーはパワーロビンがなぜ嘘をついたのかも見抜いている。


真実を告げたところで騒ぎが大きくなるだけだからだ。そんなものよりも優先すべきものが彼女達にはある。エネリーは少女達から目を離せなくなっていた。


「なるほど！　パワーロビンがやったのか！」


「あんなでかい海賊船を一人でやっちまうなんざ、さすがだなぁ！」


「君達、幸運だったな！　パワーロビンさんは強かっただろう？」


納得した野次馬達がパワーロビンを称えて、少女達を労わる。


少女達が何者なのかなど、考えるまでもなかった。彼女達もまた冒険者だ。


ピンク髪の少女は十五歳でパワーロビンを拒絶してた少女はもう少し上と、全員が十代ともわかる。


エネリーが目を離せなくなった理由はこの異様な状況があるだけではない。


彼女達の存在が胸の内にスムーズに入ってくるのだ。そこにいる野次馬達のように何かしらつっかえるものがない。


おいしい魚でも小骨が邪魔になるように、エネリーが見てきた人間には何かしらのつっかえる要素があった。


或いは好きな料理を食べたとしても、好みではない食材が混入されていた時のような心境かもしれない。


しかし少女達に対しては、ずっと視界に入れていたいとすら思えたのだ。


「あの子ら、何なん？」


真眼のエネリーを知る者が聞けば耳を疑っただろう。


突如、かつて見た光景がエネリーの頭の中でフラッシュバックした。肩を並べて歩き、互いを認め合っていた冒険者達。


母親の手を握りながら、心のどこかで彼らを羨んでいた自分を思い出す。


今までこんな事は一度もなかった。善人だと評判の悪徳商人だろうが。見ただけで醜悪な本性のほぼすべてを見抜くはずの自分が、なぜ。エネリーは思わず自分を見失いかけた。


「私が君達の昇級試験を担当するパワーロビンだ」


エネリーの予想は当たった。しかしいくら試験とはいえ、特級冒険者が直々に出迎えているのが気にかかっている。


やはり少女達には何かある。何せクリーバーの船は大昔に沈んでいるにも拘わらず、さっきまで浮いていたのだ。


考えられるとすれば幽霊船であり、とエネリーは半信半疑ながら結論づける事にする。それ以外、何も思いつかないからだ。


伝説上の存在だと思っていた幽霊船に彼女達は乗って生き残った。そして昇級試験。エネリーは心臓の鼓動がここまでうるさいものだと思わなかった。


野次馬が解散した後、ふらふらと誘い込まれるかのようにパワーロビンと少女達の遥か後方を歩く。


その間に少女達を観察するも、特にピンク髪の少女に強く惹かれた。見ているほうが吸い込まれそうで、奥行きが見えないのだ。


それでいてエネリーの視線を優しく導くかのようだった。


所作一つとっても、何一つ嫌みがない。歩き方にしても、通行人の妨げにならない位置取りを自然に行っている。


しかしエネリーがもう一つ気になっているのは容体が悪そうな幼女だ。間もなくやがてエメラルド色の髪をした少女に連れられて別れた。


エネリーとしては液体生物のような水の精霊も気になっている。おそらく召喚の類で呼び出したものだろうが、さすがのエネリーもすべての召喚獣は把握していない。


ピンク髪の少女に巻き付いている謎の生物の見当もついてなかった。


「外傷は見当たらんし、精神的なものか魔力かもしれんなぁ……。無事やとええけど」


エネリーは尾行の際に細心の注意を払っていた。


あどけない顔をしたピンク髪の少女だが、気を抜けば彼女に見つかってしまうと直感している。


盗賊シーフのジョブも持つ彼女だからこそ、尾行が成功していた。


気配を消して移動しているが、あの少女なら気づいてもおかしくない。そう思わせるほどの得体の知れなさを感じていた。


「パワーロビンさん。ここで試験をやるんですか？」


「まぁ入ってみよう」


ピンク髪の少女ですら、パワーロビンの意図が掴めていなかった。さすがのエネリーも次の手を読めない。


何せ王都タハラージャ内を歩き、彼女達が案内されたのは料理店だからだ。タハラジャル内でも有数の激辛料理がある事で有名な店である。


彼女達の会話から拾った情報によれば、今回は準二級昇級試験だ。まさか料理店が試験会場とも思えず、食事がてら説明するのかもしれないと思っていたエネリーだが──。


「やりますっ！」


「こりゃ小さな挑戦者だな。おい、オヤジ。どうする？」


「さすがに無理だろ？　お嬢ちゃん、試しに一口だけ食べてみな」


ピンク髪の少女がカラメンを食べる流れになる。エネリーの予想通り、少女が一口だけですでに大変な事になっていた。


得体が知れないと思っていた少女だが、目や鼻から液体を流して悶絶している。しかし腰に巻いている妙な生き物が先につまみ食いをした件については予想外だった。


躾がなっとらんな、などとエネリーは胸の内で呆れる。


獄炎郷のカラメンは一口目で心を挫く。これはいわばタハラジャルの洗礼だ。


「君達には国民を熱狂させるほどの冒険者になってほしい！　これが試験の一つだ！」


こんな場所で人々を熱狂させる冒険者になる。パワーロビンが明かした試験に、エネリーは心の中で突っ込む。


そんなん現役二級でも難しいわ、と叫んだところで誰にも届かない。


もう一つ、パワーロビンの口から語られたユグドラシアの不祥事というフレーズはタハラジャルにまで完全に行き届いていない。エネリーにとってはこちらも衝撃だった。


自分がタハラジャルで活動している間にとんでもない事が起こっていたと認識して、眠気が一気に覚めたような感覚に陥る。


これは単なる試験ではない。特級冒険者パワーロビンは少女達に対して冒険者の顔になれと言っているに等しい。


そんな大役を任されるほどの冒険者が目の前にいるのだ。エネリーのテンションが上がる一方だった。


「ではいただきます」


やがてあのピンク髪の少女が、見ただけで辛味が口の中に溢れかえる料理に再挑戦しようとしていた。


その緊迫感たるや、周囲の人間も黙って少女に注目するほどだ。


（なんや、食えるんか？　どうなんや!?）


真眼のエネリーが生まれて初めて前のめりになって、目利きを放棄する。エネリーは完全にピンク髪の少女リティから目を離せなくなっていた。









あとがき






どうも、ラチムです。今回も無事、三巻を刊行できて一安心です。毎回、悩むのですがあとがきを先に読む人とそうでない人、どちらが多いのでしょうか？　とりあえずここでは後で読む前提で書きます。


この作品は冒険というテーマですが、三巻の前半では学園が舞台となっております。冒険とはかけ離れた舞台ですが自分の創作物では毎回、毛色が違った話を盛り込む傾向にあります。というのも、冒険して魔物を討伐して新たな発見だけが冒険ではないと考えています。


一巻でリティ達は三級となりました。三級ともなれば一巻でリティ達を指導した教官達の等級と同じです。つまり指導も行えるのです。この世界では多くの冒険者が三級で頭打ちです。ただしこの等級ならばそれなりに裕福な暮らしが出来るので、ここで満足する人がほとんどといった感じです。リティ達は爆速で駆け上がりましたが、そういうところまで来ているのです。


そして後半、王都からいきなり港町に着いてますが間の話は電子書籍やＴＯブックスオンラインストアの特典ＳＳで補完しております。その後の幽霊船は著者紹介にも書いた通り、好きな実話怪談辺りの影響もあります。正直、いきなりホラー要素をぶち込んで大丈夫か？　苦手な人いるよね？　と、不安なところもあります。同時に万が一にでも自分の文章で怖がっていただけたのであれば、それはそれで嬉しくもあります。幽霊船は作者に愛されているネタで、書籍化していない作品にも度々登場している始末。読者さんに「幽霊船ネタ好きなんですか？」と聞かれるほどです。ゲームにも登場するほど定番ネタで、やはりファンタジー世界とは相性がいいですね。この話はアンデッドの脅威を表現している側面もあります。彼らは対策手段がなければ成す術がないほど恐ろしい連中と感じていただければ幸いです。


そんなこんなで無事、目的地が見えてきたところで現れるアイツ。こいつのほうがよっぽどフィジカルモンスターじゃ？　と書いてて思ったのですが、特級冒険者はどいつもこいつも化け物揃いということでここはどうか一つ。同じ特級のカタラーナも体術だけで四級以下の冒険者を一蹴できるので、これから登場する特級冒険者に期待していただければ幸いです。そしてリティもまだまだ成長の余地があります。戦うほど、冒険するほど強くなります。そんなリティがタハラジャルで新たな挑戦を始めるところで三巻は終わりとなります。もし今回も面白かったと思っていただけたならば、Ｔｗｉｔｔｅｒなどで呟いていただければ嬉しいです。


素敵なキャラクターデザインや挿絵など、特に表紙のメガネリティをかわいく仕上げていただいたＤｅｅＣＨＡさん、ご提案してくださった担当編集者様、コミカライズを担当していただいている東里桐子さん、桐原のんさん。出版に関わっていただいたすべての方々にお礼を申し上げます。またお会いできる事を心から願っています！










電子版特典SS


召喚獣バトリング！







「皆、よく聞いて」


ロマが重い口を開く。


準一級昇級試験の為、王都を発って港町まで残りわずかという時だった。港町から船に乗って海を渡れば、そこはパワーロビンが待つタハラジャル王国だ。


そのはずだが、ロマの顔色が優れない。ロマは自身の調子が優れなくても、口に出すタイプではなかった。


本音を押し殺して、パーティの足を引っ張らないように努める。そんな彼女が意を決したかのように切り出したのだ。


港町前、旅人の中継地点である酒場兼宿屋『丘のオアシス』での重大発表である。和気藹々わきあいあいとした酒場内であるが、エクスピースにとっては死活問題が発生していた。


「資金が底を尽きそうなの」


クーファは自身の胸を射抜かれた感覚を覚えて、アーキュラはあくびの真似をしている。


ミライがパチパチと瞬きをして、自分の事のようにショックを受けているクーファを見上げた。唯一、リティが冷静に事態の重さを正視している。


「何か無駄な使い方をしてしまったんでしょうか？」


「必要経費を甘く見積もっていたのが原因ね。何せ人間四人に加えて一匹、食費や宿代だけでも馬鹿にならない」


「となると、削るべきはその辺りですね」


「みゅああんっ！」


「ミャンの食費も大きいんですよ？」


「みゃあぁーん……」


削るとなった途端、ミャンが叫ぶ。一同が今まで聞いた事がないようなか細い鳴き声だ。


実際、ミャンはよく食べる。食費の面で負担をかけているのは事実であり、節約すべき点だった。


港町まで残りわずかといった距離であるが、それでも日数を要する。飲まず食わずで挑める距離ではない。ましてや道中で魔物と戦うのであれば尚更だ。


リティが周囲で騒いでいる旅人や冒険者を見渡す。彼らの資金事情はどうなっているのかと考えたのだ。その中にいる冒険者ではない商人らしき男を見て、何かに思い当たる。


「お金に詳しい人がいれば何とかなりそうですね」


「冒険者のジョブでいえば商人マーチャントね。戦闘面では貢献できないからあまり人気がないけど、もしいたら今みたいな事にはなってなかったと思う」


「商人マーチャント……」


「それより当面の資金よ。船に乗るにしてもお金がいるし……」


そんなエクスピースのテーブルに近づく者がいる。温和な表情を浮かべた老紳士風の男だ。


明らかに冒険者ではないその男の存在に気づいたリティが顔を向ける。


「お金にお困りのようですね。短期間で数十万単位のお金を稼げる仕事がありますよ」


「あなたは？」


「申し遅れました。私、ファクティア王国内で宿を経営している者です。こちらで現在、人手が不足しておりましてね。どうです？」


「わかりま」


「リティー！」


ロマが全力で止める。彼女には男の正体がなんとなくわかっていたからだ。


王都でも依頼となれば雑食動物のごとく食い漁っているリティである。仕事の一言でどのようなものにも食いついてしまう。


「ミャアァァッ……！」


「な、なんです。この生き物は……」


「ミャアッ！」


「ひぇっ！」


ロマがリティに、ミャンの様子を目線で促す。男が良くない人間なのが一目瞭然だからだ。


そこへ近くにいた冒険者の一人がやってきて、男の胸倉を掴む。


「よう、こんな女の子達をお前の下品な宿に沈める気か？」


「げ、下品とな……」


「金に困ったり捨てられた女の子を食い物にしてるんだろ。こんなところまでご苦労だが失せな。お前がこいつの餌にならないうちにな」


「ひぇぇぇっ！」


冒険者の傍らには一匹の小竜がいる。灼熱を彷彿とさせる赤い鱗に覆われた人間の腰ほどの大きさだ。


そんな小竜が口を開けて鋭い牙を見せつけると、男は酒場から一目散に逃げ出した。が、すぐに他の冒険者に捕らえられてしまう。一方、クーファはすぐに理解した。


「幻獣ファグス……？」


「さすが召喚師サモナーだ。まぁそれを見込んで声をかけたんだけどな」


「ねー、よく召喚師サモナーだってわかったよねー？　こんな冴えない子なのにねー」


「いや、水の精霊が堂々といればな……」


そんなやり取りとは裏腹に、リティには先程の男がなぜ逃げたのか理解できていなかった。


言葉や態度を思い返しても全貌が見えてこない。ロマが必死に止めるほど、ミャンが怒りを見せるほどよくない人間。何をさせられようとしていたのか。


「ロマさん。さっきの人は女の子を食べ物にしている人なんですか？」


「そうよ。危ないから関わっちゃダメ」


「だったら討伐します！」


「そういうのは他の方々にお任せしましょ」


ロマの言う通り、すでに騎士団への通報を済ませていると男が告げた。


いかがわしい宿街に身を置くあの男は以前からマークされていたのだ。王都での大々的なスカウトが難しくなり、このような地にまで足を運んでいた。


くすぶっている女性冒険者に目をつけたのだが時すでに遅し。この後、男はネームドモンスターよりも恐ろしい女騎士団長に捕らわれる事となる。それとは別として、リティは今一納得できなかった。


「女の子を食べるならあの人は魔物……？」


リティがあの手の者達の毒牙にかからずに済んだのは奇跡かもしれないとロマは安堵した。


*　*　*


「召喚獣バトリング？」


召喚師サモナーが自身と契約している召喚獣を戦わせる競技がある。以前、王都の召喚師サモナーギルドでも行われたものとは似て非なるものだ。


こちらの場合は召喚師サモナーは手を出してはいけない。召喚師サモナーは己の召喚獣に自信を持つ者が多い。それだけに衝突が絶えない為、ギルド側が公式の試合として用意した。


勝てば賞金を得られる。ただし召喚師サモナーギルドの人間の立ち合いの下でなければいけない。これが男から持ちかけられた話だった。


「それであなたがギルドの人ってわけ？」


「たまたま立ち寄った酒場で面白い連中を見かけてな。せっかくの機会だし、やってみないか？」


男の名前はディッセル。とある街の召喚師サモナーギルドの教官だとエクスピースに打ち明ける。


この男もまた怪しむべきなのだろうが、ミャンが怒る事がない。ディッセルに頭を撫でられてご機嫌だ。


「しかし俺も長い事、教官を勤めているが幻獣ミャーンなんて初めて見たぞ。そっちは……あの怒れる水神に似ているな」


「マジでー？　こわーい」


「ま、まぁいい。それより金がないなら好都合だろう？　これも経験と思ってやってみないか？」


「うーん……」


クーファは好戦的な性格ではない。そのようなイベントに積極的な意欲が湧かないのだ。


そしてリティも今回ばかりは真剣に検討している。ミャンが戦闘向きではないのも理由の一つだった。


「みゃああんっ！」


「やる気ですか？」


「みゃんっ！」


「ミャン、戦いなんて出来るんですか？」


「みゃんみゃんっ！」


様々な事情はあるが、金欠という問題は無視できない。何をどうしようが、ないものはどこにもないのだ。必要なものはどうあっても必要なのだ。リティはともかくクーファには決断してもらいたいと強く願っていた。


「お金、ないですよね……」


「あんた、まさかさー。このアタシにそんなものに参加させるわけー？」


「え、ええと……」


「いい度胸してるねー？」


「さ、させない」


マスターであるクーファが屈してはどうしようもない。そんなクーファの手をミライが握った。


クーファがいつも彼女にやっている事である。不安な時、怖気づいた時にこうしてもらえると心が温かくなる。初めてそうしてもらった時の感触を思い出すのだ。


「ご主人様、不安……？」


「ミライ……」


自分は水の精霊アーキュラのマスターだという自覚がなければいけない。それが召喚師サモナーだ。


アーキュラに相応しいマスターになる。その為にはどうすればいいのか、クーファには未だわからない。


アーキュラは今まで誰も契約した事がない曰く付きの精霊だ。生半可な覚悟ではまともなマスターになどなれない。


また一歩、踏み出すべきではないか。ミライの温もりを感じながら、クーファはもう片方の拳を握った。


「アーキュラ……エクスピースの為に参加してください」


「やだねー」


「参加しなさいッ！」


「ふぇっ？」


リティやロマですら聞いた事がないクーファの声量だ。大人しそうな子だと思っていたディッセルも固まる。


アーキュラは欲にまみれた人間に嫌気が差している。欲の為に利用されるのが我慢ならない。クーファが私欲の為にそう命令したのなら、今すぐにでも契約解除に至っただろう。


アーキュラに睨まれても尚、クーファは怯まない。私欲にまみれた人間の瞳ではない。表情ではない。アーキュラはため息を吐く真似事をした。


「仕方ないねー」


もっとも胸をなでおろしたのはディッセルだ。アーキュラという単語が聴き間違えでなければ、紛れもない怒れる水神である。


アーキュラと契約に至った人間がいる。今すぐにでもギルドに戻って大声で伝えたい衝動に駆られた。


しかし、そんなはしたない真似はしないと鉄の意思を貫く。現役二級冒険者として、先輩として己を律するのであった。


*　*　*


召喚獣バトリングの会場は基本的に人の気配がない場所にある。戦いの規模が大きくなって被害を出さない為だ。


丘のオアシスから少し歩いた先にあり、鬱蒼とした森の中にコロシアムがある。王都の召喚師サモナーギルドにあった試合場と似た形をしていた。


エクスピースが驚いたのは少なからず観客がいた点である。一行が見た事もない召喚獣同士が繰り広げる戦いに熱中している。


「風の精霊、気張っていけー！」


「その幻獣すっとろいんじゃねえの!?」


「もっと派手に撃ち合えぇ！」


風の精霊が巻き起こす風に対して、亀のような幻獣が手足を引っ込めていた。


風の刃が絶え間なく甲羅を斬りつけており、リティから見ても王都の召喚師サモナーギルドで戦ったフェーンよりも上だと感じる。


膠着状態かと思いきや、亀の幻獣が回転を始めて風の精霊に突撃した。風の精霊がひゅるりと消えたところで試合が終わる。


「勝者！　幻獣ギャメル！」


「さすがにギャメル！　固いな！」


「風の精霊のほうは契約がぬるいんじゃないのか!?」


観客により次々と硬貨が投げ込まれた。ディッセルによればこれがギルドの運営資金となり、その一部から勝者に支払われる。


あまりに野暮ったい光景に、意気込んでいたクーファも尻込みする。そもそもこの観客達は何なのかと見渡して服装を確認しても、ゴロツキとは程遠かった。


「あの人達は……？」


「暇を持て余した金持ちってのはどこにでもいるもんだ。他には召喚獣マニアだとか、一部の酔狂な連中もいる。一般にはあまり知られていないからな」


「た、確かに知りませんでした……」


「客達はここの試合で得た情報を拡散する。冒険者としての評判にも繋がるから馬鹿に出来んというわけだ」


クーファとは逆にリティは自身が飛び入り参加しそうなほど興奮している。


勝利したギャメルのマスターが受け取った賞金額に、懐疑的だったロマも目を開く。旅の資金としては十分すぎるほどの額だ。


互いに召喚獣を出し合って一対一の戦い。マスターの口出しはありだが手出しは禁止。召喚獣が戦意を失って消えるか、マスターが敗北を宣言すれば試合終了。もしくは審判の采配で決まる。


一通りルールを説明された後で、ロマは出来る事なら自分が参加したいとリティとは別の意欲が沸き起こった。


「なかなか熱いだろう？　どうする？　相手がいるのはチャンスだぜ」


「みゃあんっ！」


「お、戦いたいのか？」


「ミャンは戦いが出来るんですか？」


「みゃんみゃん！　みゃみゃん！」


「そうですか……」


何だこのやり取りは。それがディッセルのシンプルな感想だったが口には出さなかった。


しかし単なる珍妙な光景に対して呆気に取られたわけではない。もし幻獣と完全に対話が出来ているのであれば、どれほどのリンク率か。召喚師サモナーとしての純粋な好奇心が高まっている。


「ミャンは戦えるそうです」


「こちらとしては構わないが」


「おい、聞き捨てならねぇな」


ギャメルのマスターである人相が悪い男がミャンを見下ろしている。リティも合わせて品定めでもするかのように視線を這わせていた。


「そんなペットで戦おうってか？」


「ペットじゃありません。幻獣ミャーンです」


「ミャーン？　はて……あー、あぁ。これがそうなのか」


「ミャアッ！」


ミャンが牙を見せている。この時点で男があまりよくない人間なのは明らかだが、リティは構わない。目の前の興味は男ではなく召喚獣バトリングだ。


残っている観客が次第に男とエクスピースに注目し始める。


「ハハハハッ！　アレと契約する奴がいるなんてな！　ペットみたいなもんだろ、こんなのはよ」


「ミャアァッ！」


「おっと、生意気な奴だ」


「今、ミャンを蹴ろうとしましたね」


リティの声色と目つきが変わる。しゅるりとかわして事無きを得たが、男はミャンを確実に狙って蹴っていた。


ロマも男に対して怒りを露わにして、堂々と目の前に立つ。


「素行不良ね。あなた冒険者でしょ？　悪さをして追放落ちしないといいわね」


「てめぇら、やっぱり新参か。女だらけのパーティって時点でわかった。このオレを知らないとはな」


「あら、有名なの？」


「バトリングの賞金王ゲラルドフ……」


ゲラルドフに敗北した召喚師サモナーがその名を口にする。ゲラルドフは悪い意味で有名で、目をつけた相手に因縁をつけて召喚獣バトリングに持ち込む。


これまで数々の召喚師サモナーを敗北させた上に召喚獣との契約を解除させるのだ。煽られた者は例外なく挑む。敗北したこの男もその一人だった。


「おい、てめぇは契約解除したのかよ？」


「いや……」


「そういう条件だっただろぉ？」


「そ、それは勘弁してくれ。あの精霊とはやっとの思いで契約したんだ……。試合前の非礼は謝る」


「じゃ、ねぇんだよなぁッ！」


ゲラルドフの拳が男の頬を打つ。男の吹っ飛ぶ様からして、かなりの腕力だとリティは思った。


召喚抜きにしても強い。その強さに絶対的な自信をもって相手をへし折る。男は血を流しながら、鼻や口を手で抑えていた。


「ディッセルさんよ。この腰抜け野郎をとっととつまみ出してくれ。どうせ、今までもつまんねぇ言い訳して生きてきたんだろうぜ」


「ゲラルドフ、召喚師サモナーギルドに所属する俺の前で暴力とはな」


「じゃあ、あんたが俺に挑むかぁ？　こっちは追放落ちしたって構わねぇ。そのほうが気楽に過ごせていいかもな」


「賞金額は相手に応じて上がる。お前は大物の賞金首だな」


「あ？」


ディッセルがゲラルドフを無視して、エクスピースに賞金額を明かした。


彼にかけられた賞金額を知った一行は驚愕する。先ほどゲラルドフに殴られた男に勝利した際の賞金額など比較にもならないからだ。


賞金額は冒険者としての等級、バトリング勝利数によって算出される。その賞金額は海越えに対する備えすら十分に用意できた。クーファですら、今では召喚獣バトリングに前のめりだ。


「ゲラルドフさん。あなたのギャメルとはミャンが戦います」


「眠てぇな。怒ったか？」


「戦わないんですか？」


「なに……」


リティの怒りに火がついた。思わぬ威勢と底知れないものを感じたゲラルドフもまたやや怖気づく。こんなガキに、という思いが同時にゲラルドフの胸中で反芻される。


「ミャンが勝ったらあの人の契約解除の約束はなしにしてください」


「勝ったら、な？」


「勝ちます」


常識的に考えて負けるはずがない。ゲラルドフは幻獣ギャメルに絶対的な自信を持っていた。


幻獣ギャメル。鈍重そうな見た目とは裏腹に、空中を自在に移動して甲羅によって与える打撃は金属製の装甲すら打ち砕く。


ひとたび頭を出して齧かじりつけば何でも食う。生物だろうが鉱物だろうがお構いなしだ。大きな個体ともなればドラゴンにも齧りつくほど獰猛な幻獣である。


契約条件は十分な食欲を満たす事。試合によっては同時に満たせる条件の為、ゲラルドフとしても好都合の召喚獣だった。


「ディッセルさん、マッチングだ。餌がやってきたようだからな」


「はい。ミャン、戦ってください」


試合場にミャンが飛び乗り、ギャメルものっそりと上がる。涎を垂らす様は確実に空腹だと誰もが理解できた。


ミャンが食べられてしまう。さすがのエクスピースといえども、安心して見守れる戦いではない。


「あれが幻獣ミャーンか。よく契約したな……」


「条件が緩いやつは総じて弱いんだよな」


「いや、そうとも限らない。例えば同じ幻獣ユニコーンなんかは……」


観客達が口々にミャンへの批評を始める。当然、誰一人としてミャンが勝つとは思ってない。むしろあのギャメルに食われて終わりだと嘆く者さえいる。


しかしリティはミャンが勝てると確信している。ミャンは今までリティの戦いを見てきた。その成果をこの試合で見てほしい。先程の謎のやり取りでミャンがリティに伝えた事だった。


審判を務めるディッセルが両者の間に立つ。試合開始前に決まり文句があった。


「昨夜は眠れたか？　夢は持ってきたか？　抱くのは女じゃない！　希望だ！　召喚獣バトリング！　始めッ！」


「何よ、その下品なセリフ!?」


ロマの突っ込みが虚しく響き、ギャメルが手足を引っ込める。回転を始めてミャンに特攻した。


試合場の岩盤を軽々と打ち砕き、飛び散る瓦礫が威力を物語っている。


「みゃんっ！」


「おっと、世にも珍しい幻獣ミャーン！　その素早さには定評があるという事か!?」


「何その実況!?」


ロマも突っ込みたくて突っ込んでいるわけではない。


ギャメルの高速回転アタックも難なく回避し続けるミャン。これには観客も沸いた。幻獣ミャーンの実物を拝めただけでなく、その真価も見せつけてくれたからだ。


「意外とやるじゃないか！」


「弱すぎて誰も契約した事がないと聞いたが、これはなかなか……」


「だけど逃げ回ってるだけじゃ勝てないぞ」


さすがのマニア達であり、しっかりと幻獣ミャーンの情報も把握している。


長い体だというのにギャメルはミャンにかすらせる事すら出来ない。だがギャメルはただの猪突猛進ではない。


敵の動きを計算して、時には曲線を描くように突撃もすれば軌道修正もする。これほどまでに試合が長引いた事などない。


ディッセルの中には試合場の修繕費を心配している自分と、勝負を楽しんでいる自分がいた。






「どうしたよ、ゲラルドフ！　相手は最弱と名高い幻獣ミャーンだぞ!?」


「うるせぇ！　おい、ギャメル！　手足と頭を出せ！」


観客の野次にゲラルドフが唾を吐く。ギャメルが甲羅から手足を出して、鋭い爪が伸びる。回転する際に射程が伸びたのだ。


突撃による粉砕から削り取るといったように変化して、障害物など存在していないかのようだ。さすがのミャンも回避に苦しくなってきた。


「ギャメル！　吐き出せ！」


エクスピースを更に驚かせたのはギャメルの口から吐き出された炎弾だ。時にミャンを狙い、時に回転しながら撃ち出す。


周囲への被害が見えてきたところで、ディッセルがファグスに指示を出した。小さなドラゴンが翼を広げて、ドーム状の結界を作り出す。


ディッセルが使役している幻獣ファグスそのものはまだ幼竜だが、成竜ともなれば更に自在に魔術を操る。


幻獣とは召喚なしでは一生のうちに出会えるかさえわからない、幻の獣。ドラゴン族のほぼすべてが最強種と呼ばれているが、その中でも幻とされているのがファグスだ。


「ミャアアンッ！」


「おい、クソガキマスターよ！　そろそろ降参させたほうがいいんじゃないのか！」


リティは安い挑発になど乗らない。ミャンの動きを見ていれば、何を狙っているのか一目瞭然だからだ。


例を見ないリティとのリンク率を誇るミャンは幻獣ミャーンの常識を越えようとしている。そしてその時は来た。


「そこですッ！」


「なっ!?」


ミャンがギャメルの頭上を取った。そして口から一本の槍が吐き出されて、ギャメルの頭に突き刺さった。


おぞましい咆哮を上げたギャメルが試合場に転がる。


「な、な、何ィ！　おい、ギャメル！　なに馬鹿やってんだぁ！」


「幻獣ミャーンの勝利ッ！」


「何だと！　勝手に決めつけるな！」


ギャメルが血を流して悶えている。勝敗など誰の目から見ても明らかだ。


ミャンはずっと狙っていた。ギャメルの甲羅ではなく、頭を出す時を待っていたのだ。冷静に戦況を見極めて、相手を観察する。自分のマスターと同じ事をやって見せた。


収納されていた武器を吐き出す攻撃など、本来の幻獣ミャーンであれば考えられない。リティのリスペクトというべきか、ミャンなりに戦い方を考えていた。


「ミャン！　よくやりました！」


「みゃんみゃんみゃあんっ！」


「すごいじゃない！」


「みゃんっ！」


身体をくねらせて、左右に振るミャン。ロマやクーファ、ミライが駆け寄って全員で勝利を祝福する。


それが逆鱗に触れたのか、ゲラルドフの中で何かが切れた。全神経を集中させて、何かの召喚を始めたのだ。


一瞬の突風が起こり、地面に描かれた魔法陣から巨大な腕が伸びる。


「な、何を召喚した！　勝負はついたのだぞ！」


「勝負は一回限りなんてルールはねぇよなぁ？　二体目の召喚獣で再戦といこうじゃねえか！　さぁ大地を叩き割れッ！　大地の精霊タイターンッ！」


魔法陣から出た手が大地を掴み、やがて巨大な身体を露わにする。巨人としか形容できないその精霊は、試合場やこの場にいる者達を余裕で見下ろせる。


真っ先に悲鳴を上げた観客が我先にと散るようにして逃げ始めた。ディッセルも迷いなく観客の避難を優先させる。タイターンを見上げるクーファが驚きとも感心ともつかない表情だ。


「地の上位精霊……」


「よくお勉強してるな！　だったら、そこの水の精霊なんかよりも遥かに格上だって事もわかってるよなぁ！」


「上位精霊……。契約するにはそれなりに認められなければいけないはず……」


「その気になりゃ、こんな国ごと踏み潰せるんだよ。召喚獣バトリングなんざ、オレにとっちゃただの遊びさ」


「あなたはなんでそんな事を……」


リティはクーファに対して寒気を感じた。言葉こそ弱々しいが芯がある。


王都の召喚師サモナーギルド長のように、己の欲望の為ならすべてを犠牲にできる人間がいる事をリティと共に学んだ。そして再びそのような者が立ちはだかっているのだ。


ただおろおろとするしかなかったあの日と違い、クーファには確かな感情が芽生えていた。


「タイターンとはアーキュラが戦います。ディッセルさん、いいですよね？」


「……あぁ」


本来であれば許可などしない。ディッセル自らがファグスを使役して討伐に当たる事態だ。


大地の精霊タイターン。とある地域では大地の神として崇められており、それは暴れ出さぬように機嫌取りをするかのようであった。


ひとたび癇癪かんしゃくを起こせば街など簡単に壊滅するのだから、人々は何よりも大地を大切にしてきた。


怒れる水神のような精霊は珍しくない。大小あれど、怒らせてはいけない存在なのだ。


「アーキュラ、戦ってください！」


「お願いします、じゃないんだねー」


からかいながらも、アーキュラがタイターンの足元に移動する。サイズ差は歴然だ。タイターンが足を踏み下ろせば簡単に踏み潰せる。


しかしアーキュラは伸び縮みを繰り返して、まるで挑発するかのようだった。


「ねぇ、あのだっさいやつやらないのー？　希望がどうとかいうやつー」


「や、やるのか……」


「はーやくー」


「さ、昨夜は眠れたか？　夢は持ってきたか？　抱くのは女じゃない！　希望だ！　召喚獣バトリング！　始めッ！」


ついにアーキュラの実力が拝める。もっとも興奮しているのはリティだ。今か、今かと開戦を待つが始まらない。　


「もうオレはキレちまったからよ……ここら一帯をめちゃくちゃに踏み潰させてやんよぉ！　タイターン！」


タイターンは動かない。アーキュラを見下ろしたままだ。


不審に思ったゲラルドフがタイターンを見上げると、かすかに震えていた。我が目を疑って目をこする。今一度見上げると、微動だにしないタイターンが後ずさりした。


「何してんだ……？」


「はぁ……。やる気ないなら帰りなー？」


「やる気だと……？」


「あんたじゃなくてねー？」


その震えが誰の目にも確認できるようになる。その恐れは自分よりも小さなアーキュラに対するものであり、戦意などない。神とまで崇められた大地の精霊は恐れていたのだ。


「アー、キュラ……」


「ここであんたに二つの選択肢がある。一つはその無能をマスターとして、私に戦いを挑むか」


「あ、ア……」


「精霊として感じ取った格の違いを信じるか」


大気が凍り付くかのようだった。周囲の草木を枯らせるか、或いは水の底に沈めるか。そう錯覚してしまうほどだ。


リティも、ロマも、クーファも、ディッセルも。ミライも。声色すら違うアーキュラが今、何になっているか。タイターンすらも理解して、そして消えた。勝負はついた。戦いにすらなっていない。


「あ、あ、あれ？　タイターン……？」


気がつけば尻餅をついていたゲラルドフ。失禁さえしていた。


自覚しないうちに敗北していたのはまだいい。だが彼にとっての恐怖はまだ続いている。負傷したギャメルがのっそりとゲラルドフに頭を向けて、そして跳ねるようにして襲いかかった。


「ぎゃあぁっ！」


両手で頭を庇ったゲラルドフの前にファグスが立つ。傍らのディッセルと共にギャメルを牽制していた。


ギャメルもまた恐怖を感じている。たかが幼竜といえど、戦えば無事では済まないとわかっていた。


「ギャメルの契約条件は食欲を満たす事。敗北した事でその条件を満たせなくなった」


「そ、そんな……」


「こいつはお前を食うまで止まらないぞ。どうする？」


「け、契約解除だ！　今すぐ！」


「出来るわけないだろう？」


ディッセルとファグスがギャメルの進行を許す。涎を飛び散らせたギャメルがゲラルドフの頭に迫った。


*　*　*


「すまない。少し危険だったかもしれない」


ディッセルがリティとクーファに賞金を渡すと共に頭を下げた。観客が逃げてしまった今、運営資金としては赤字だ。


より強い召喚師サモナーをバトリングに参加させて、資金事情に潤いを与えようというのがディッセルの目論見だった。


冒険者ギルド間でも熾烈な争いがあり、より賑わっているギルドが本部に評価される。ディッセルは自らが所属する召喚師サモナーギルドの為に日夜、強い召喚師サモナーを捜していた。


「こ、こんなにいただいていいんですか？」


「ゲラルドフの賞金だからな。ま、多少の自腹は仕方ない」


「自腹って……」


「いやはや、まさか本物のアーキュラだとはな。タイターンすら裸足で逃げ出すほどの格か……」


あの時の恐ろしい雰囲気など今はどこにもなく、アーキュラは伸び縮みを繰り返している。改めてクーファと見比べると、一つの疑問が生まれた。


「アーキュラと契約に成功したとなれば、引く手も数多だろう。かなり高い地位を手に入れる事も可能だが、それでも冒険者を続けるのか？」


「はい、冒険者がいいんです」


クーファは迷いなく即答した。その際にリティをちらりと見る。察したディッセルは感心して、エクスピースというパーティを脳裏に刻んだ。


怒れる水神を使役しながらも何の野心も持たずにいられるのはおそらく仲間のおかげだろう、と。


そのような影響を与える仲間に出会えたのは紛れもない幸運だ。一生のうちに出会える者などわずかであり、ディッセルは羨ましく思った。


召喚師サモナーギルドに所属する前はそれなりに多くの者達とパーティを組んだが、中にはひどい人間もいたからだ。親しくなったとしてもどこか距離がある。結局、特定のパーティへの所属は長く続かなかった。


「……このゲラルドフも、いい人間に出会えばまた違っていたかもな」


「こ、この人、大丈夫なんですか？」


「当分は正気に戻れないだろうな」


ゲラルドフに襲いかかるギャメルを寸前でファグスが撃退した。しかしゲラルドフの身には恐怖が刻み込まれたのか、未だ震えている。


その怯えようはまるで小さな子どものようだ。ギャメルの契約違反ペナルティはただ食われるのみではないのかもしれない、とディッセルは予想を立てていた。


「かあちゃん、たすけてぇ……」


「こいつはしばらくうちのギルドで面倒を見るから心配しなくていい。というか、同情の余地すらないはずだが優しいな」


「改心して、やり直せたらそれでいいので……」


王都の召喚師サモナーギルド長のように、取り返しのつかない事をこれ以上しなければいい。


クーファとしては過剰な制裁は望んでいなかった。彼のように殺されてしまうほどではないと思ったのだ。


「さて、『丘のオアシス』に戻ろうか。あぁ、宿代はオレがもつ。あとメシ代もな」


「そ、そこまでしていただかなくても……」


「これも先行投資だな」


「え？」


召喚師サモナーギルドの為に奮起したように、これもエクスピースへの投資のつもりだった。


今回の件で幸いだったのは、誰もアーキュラの存在を認識していなかった事だ。もしタイターンの前でのアーキュラが見られてしまえば、情報は瞬く間に広まってしまう。


それはおそらくこの小さなマスターも望んでいないだろうとディッセルは胸をなで下ろす。


「そうそう、これも先行投資だねー」


「ひゃあんっ！」


「それは一体……ひゃあっ！」


油断したディッセルの背中に冷水が垂れ流された。あの怒れる水神がこんな低俗な真似事を、などと思う。


「ディッセルさん、ありがとうございました。おかげでミャンの可能性も見えてきました」


「オレが一番驚いているよ……。なんでミャーンと契約しようと思ったんだ？　誰もが避ける召喚獣なんだが……」


積もりに積もった話に花を咲かせながら、ディッセルとエクスピースは丘のオアシスへと戻る。


リティやクーファもまたファグス、ドラゴン族の話を聞かせてもらえた。最強種ドラゴン族、冒険者を極めるならば避けて通れない相手だ。


召喚獣、バトリング、ドラゴン。港町を前にして、エクスピースはまた一つ冒険の可能性へと思いを巡らせる事となった。
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